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オトメ３原則！


松　智洋










この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ



大河原本気（おおがわらもとき）


高校一年。両親の影響で機械に詳しい。家事万能で家庭菜園が心のよりどころ。家族と不仲で、遙を妹のように思っている。友人は「マジ」と呼ぶ。






久遠　遙（くおんはるか）


本気の幼なじみで元同居人。本当は甘えん坊だが学校ではドＳの優等生。「ハルカちゃん３原則」に従って行動する。






プロトⅡ「ラブ」


美少女型ロボットで、最新型高性能のはずだがいまいち役に立たない。０システム搭載の試作実証実験機。






永野明里（ながのあかり）


車椅子で生活する美女。生徒会長にしてロボロボ部の部長。前向きでいつも場を明るくする名人。






高倉康夫（たかくらやすお）


小柄ジャニーズ系のイケメンで、コンピュータに強い。本気たちのクラスメートでロボロボ部員。






川森慎太郎（かわもりしんたろう）


長身でメガネ。ネット中毒で口が悪い本気の友人。ロボロボ部に所属。妹が欲しいが口癖。






小松崎公恵（こまつざききみえ）


本気たちの担任で、見た目も口調も幼く女子中学生にしか見えないが実はアラサー。






宮武富子（みやたけとみこ）


遙の自称親友で、新聞部に所属する元気な少女。本気のことは目の敵にしている。






大河原勇希（おおがわらゆき）


本気の姉で大学の研究室に所属するロボット工学の俊英。本気と遙の監視役。本人自体がかなりの変人。









Ｃｏｎｔｅｎｔｓ




プロローグ


第一章　ロボットのある世界

第二章　幼なじみは窓からやってくる

第三章　美少女ロボットの存在意義

第四章　学習システムが学ぶこと

第五章　男の子のポリシー



エピローグ

あとがき








イラスト／ななろば華









　ロボット３原則







　○第１条

「ロボットは人間に危害を加えてはならない。人間が危害を受けるのを黙認してはならない」







　○第２条

「ロボットは第１条に反しない限り、人間の命令に従わなくてはならない」







　○第３条

「ロボットは第１条、第２条に反しない限り、自分の存在を守らなければならない」








―アイザック・アシモフ『われはロボット』より―
















プロローグ









　カーテンが引かれる微かすかな音で、俺は目を覚ました。

　窓が少しだけ開けられて新鮮な空気が部屋を満たしていく。

　爽さわやかな朝の日差し。香ばしいトーストと優しい珈琲コーヒーの香り。

　それでもふかふかに整えられた布ふ団とんから抜けたくなくて、俺はわざと寝返りを打つ。

「マスター、朝ですよ。起きてください」

　耳慣れたクリアな声が、予測通りに降ってくる。

　マスター、そう呼ばれたのは俺、大おお河が原わら本もと気きだ。

　普通の高校生である俺には、むずがゆいような呼び方で少し恥ずかしい。

　彼女の手で毎日洗せん濯たくされたシーツが気持ちよすぎるのが良くないんだ。

　心の中でそう呟つぶやいて更に布団の中に潜り込もうとするけど、これもまた予測していたように布団は半分だけめくられて、寝ぼけ眼まなこの俺の為に適温に整えられた蒸しタオルが渡される。

「はい。今日もいい天気ですよ、マスター。昨日、マスターの好きなマーマレードを手作りしてみたんです。お口に合うといいんですけど」

　そう言って微ほほ笑えんだのは、エプロンをつけた美しい彫刻のような美少女だ。

　それも、ただの美少女じゃない。頭に付いている可か愛わいい髪飾りのようなパーツは、彼女が生まれた時から付いていて、基本的に外すことは出来ない。

　そう、彼女はロボットなのだ。

　人間の代わりをするために作り出された英知の結晶、人型ロボット。

　本来は単なる高校生の世話なんかするには高価で貴重すぎるこの人型ロボットが、俺の家でメイドをしているのには、いろんな訳があるのだが……とりあえず、今大切なのはこの一言だ。

「おはよう、ラブ。いつもありがとう」

　微笑む顔は、とても人工知能が命じているとは思えないほど自然で、俺は自分の幸せを嚙かみ締めたのだった。




　――以上、全部噓です。

　妄もう想そうもこのくらいにしておこう。

　今のは「もし人型ロボットが自宅にいたらこういう生活が出来るに違いない」という希望的世界の話である。残念ながら、俺の置かれている本当の状況とは違う。

　ただし、俺がこの想像に浸ってしまう理由がひとつだけある。

　実は、俺の家には……本当にいるのだ。

　人型のロボットが。

　俺は、シャットダウンしていた現実に戻ることにした。

　ちなみにどこからが現実で、どこからが妄想かというとカーテンが開く音で目が覚めたところと、窓から新鮮な空気が入ってきたところまでだ。

　その前後に起きている事象を、改めてやり直していくことにする。

「マスター、おはようございます！　朝ですよ、朝……きゃああっ！」

　部屋に駆け込んでくると同時に躊ちゆう躇ちよなくカーテンと窓を全開にし、ベッドに俺を起こそうと元気に近づいて来た人影は、いきなり足下にあった目覚まし時計を踏んづけて転んだ。

「ぐはあっ！」

　寝ているベッドの上に倒れ込まれ、思わず悲鳴を上げる俺に、その人影……人型ロボットのラブはにっこりと挨あい拶さつした。

「マスター！　おはようございます！」

「……ラブ、まず俺の上からどいてくれ」

「えーっ？　ですが、マスターが朝、顔を合わせたら笑顔で挨拶が最優先指示だって仰おつしやいました。ラブは、その通りにできましたよね？」

　ラブは、俺の布団に倒れ込んだまま困ったように首を捻ひねった。

　長いさらさらの絹糸みたいな髪が俺の顔にかかってくすぐったい。

　ついでに言うと、人間と同じ体温に調節されたラブの身体からだは妙に温かく感じられる。

　だけど、ラブがロボットだっていうのも、さっきの妄想の中にある真実の一つだった。

「なるほど、指示の出し方に問題があったか……って、朝起こしに来たら転んでマスターを押しつぶそうとするロボットがどこにいるんだよ！　そんなの予測つく訳ないだろーっ！」

「ご、ごめんなさい！　ラブ覚えます！　転んだらすぐに起き上がるは挨拶より優先度上位！」

　ラブはそう言いながらもじたばたと布団から起き上がれない。

　彼女は、とある事情で俺と同居することになっている高性能人型ロボットである。

　ただし、高性能……ってところにはかなり疑問があるんだけどな。

　幸か不幸か重量は普通の女の子程度しかないので、ベッドの上に乗られても重くはない。

　俺は、ラブごとよいしょ、と起きあがった。

「まったく……ロボットの最さい高こう峰ほうである人型ロボットが、なんでこんな事も出来ないんだ。予定では、俺が寝ている間に朝食から何からすべて用意してくれて……」

　と、言いかけた瞬間だった。

「あーっ！　マジくん、また起きてる！　今日こそあたしが起こすはずだったのに！　ラブ、朝はあたしが起こすって昨日も言ったでしょ！」

　窓から上半身を覗のぞかせて大声を出したのは、綺き麗れいなツインテールの少女だった。

　こっちも目の覚めるような美人なのだが、ぷうっ、とふくれた顔は子どもみたいだ。

　ついでに言えば、ここは二階です。

「えっ、は、遙はるかさん。ですが、ラブはマスターのご指示が優先なので……マスターを起こして差し上げるのは、ラブに確実に出来る数少ないお手伝いなんです！」

「そんなのだめだもん！　朝、マジくんを起こすのは遙の役目なんだから！」

「遙、いいから早く入って窓を閉めろ。というか窓から来るなって何回言ったら判るんだ！　落ちて怪け我がしたらどうするんだ！　それに誰かに見られたら、なんて言われるか……」

「遙、そんな失敗しないもん。マジくんが朝からラブと遊んで遙と遊んでくれないのが悪い！」

　もはやなんの理屈にもなっていない遙の態度は、もう何が何だか判らない感じだ。

　これが、俺の幼なじみで窓越しに行き来できる部屋に住んでいる隣人、久く遠おん遙だ。

　身軽に部屋に飛び込んできた遙がラブと並ぶと、部屋がぱっと明るくなるような感じがする。

「遙さん、おはようございます」

　ラブが、指示通りに笑顔で挨拶した。

「おはよう。ラブ、いちいちそんなに丁てい寧ねいに挨拶しなくて大丈夫だよ？」

「え……でも……？」

　あー、指示がダブルバインドした。ラブは困った顔でこちらを見る。

「……その優先付けは今度な。朝からこんなことしてたら遅刻しちまう」

「マジくん、今日の朝ご飯は何を作ってくれるの？」

　遙は、悩んでいるラブを横目に機嫌を直すことにしたらしい。

「え？　一応ラブが何か作ってるはずだけど」

　この焦げたトーストっぽい匂いは、また何か失敗している気がするけどな。

「えーっ、ダメだよ。遙のお世話はマジくんがしてくれないと！」

「おいおい、俺はラブの人工頭脳に経験値をためるために……」

「でもでも、それって３原則に反するよね!?」

　詰め寄る遙に、俺はため息をついた。

「うう……どっちにしても、朝飯を食べるヒマはないんじゃないかな？」

「じゃあじゃあ、せめて遙、マジくんエネルギーを吸収する！　ぎゅーっ！」

「だーっ、抱きつくなーっ！」

　遙は、いきなり俺に抱きついてきた。

　子どもの頃から、遙は二人きりになるとすぐにくっつきたがる甘えん坊なのだ。

「学校に行く前に補給しとかないとね！」

「あーっ、遙さん、ずるいです！　ラブも補給したいです！　ぎゅーっ！」

　そういうと、ラブは遙の反対側に抱きついてくる。動けません。

　いったい何がしたいんだ君たちは!?

「だーっ、遅刻するだろー！　離れてくれー！」

　俺の悲鳴は、結構切実だったのだが、遙もラブも聞いてくれる気配がない。

　そうこうしているうちに、玄関からチャイムが鳴る。

　おそらく、明あか里り部長が俺たちを迎えに来たんだろう。今日は、朝から生徒会と部活の打ち合わせがあるって言ってたから。

「ラブ！　玄関に部長を迎えに行ってくれ！」

「あっ、は、はい！　あっ、き、きゃああ！」

　指示を聞いたラブが部屋から駆け出して……いきなり階段を転げ落ちる音がした。

　びっくりした遙が慌あわてて様子を見に行く。転ぶ時は悲鳴って条件付けて正解だった。

　ほっとくと、どこで転んで制御不能になってるか判ったもんじゃない。

「ラブ、大丈夫？」

「……はい！　ラブは、頑丈なのが取とり柄えです！」

　階段の下にしゃがみ込みながらも、ラブは笑顔で俺たちに二本指を立ててみせる。

「……ねえ、ラブってホントに高性能ロボットなの？」

「……判らん」

　遙の問いに、俺はため息をつくしかなかったのだった。




　ラブが来たのは、つい最近のことなのだ。

　それは俺にとって、そして隣にいる遙にとっても大きな出来事だった。

　この一体の人型ロボットを巡って、俺たちの運命は動き出そうとしていた。

　びっくりするほど人間っぽい、それでいて赤子みたいなラブは俺たちの毎日を大きく変えていくことになる。

　少しだけ未来で、どこか懐かしいような時代。

　物語は、まずこの朝の少しだけ前から始まることになる。














第一章　ロボットのある世界









　その日、久く遠おん遙はるかは不穏な気配を感じていた。

　何気ない仕草で長い髪を振り払うと、教室の一番前から背後を振り返る。

　長めの髪をリボンで結わえ、大きな瞳にちょっと幼い感じを残す高校二年生の彼女は現在、学内ミスコンがあれば三位以内は固いと言われている美少女である。

　スタイルもなかなかのもので、年齢としては十分すぎるボリュームを備えるメリハリの利きいたプロポーションが制服越しにも判る程だ。

　にも拘かかわらず、遙がキツいまなざしで教室をぐるりと見回すと、男子は一斉に目を伏せる。

　彼女は、クラス委員長であり、生徒会役員であり、風紀委員を兼任しているのだ。

　その厳しい視線はブリザードに喩たとえられる程だ。そして彼女の厳しさは彼女自身にも及び、謹きん厳げん実直、成績優秀、スポーツ万能の模範生でもある。

「……なんだか、イヤな予感がするなあ。３原則に反してる気がする」

　可か愛わいらしい眉まゆをひそめて、少女は誰にも聞こえない声で呟つぶやいた。

　いつも教室のうしろに集まって、男ばかりでろくでもないことを話している声がしないのだ。

　さらには、毎日のように用もないのに現れる、いろんな意味で目立つあの人も。

「これって……あっ、まさか、また!?」

　はっ、と気付いて遙は教室を飛び出していく。その凜りんとした姿に溜息をつく教室にいた男子たち。叱しかられる時だけは遙に見つめて貰えるからご褒ほう美びだ、という意見もあるのだが、基本的には同じクラスのある男子がいつもどういう目にあっているかを知っているので、刃やいばが自分に向かなかったことにほっとしている男子が大半だ。

　そしてそれを見ていた女子たちは、顔を見合わせてクスクス笑いをこぼす。

「あーあ、大おお河が原わら君、今度は何をやったんだろう？」

「遙ちゃんも大変だよね。あんなヤツが幼なじみなんて」

　花のような笑い声と共に教室スズメたちの噂うわさ話ばなしに花が咲く。そして誰もが、遙がある男子を探しに行ったと確信していたのだった。




　俺は、すべての連結部を確認して親指を立てた。

「最終確認終了オールグリーン。通電開始！」

　ＯＳを起動させると、そいつは甲かん高だかい音を立てて小刻みに振動をはじめた。同時に左右に大きく揺れ始めたが、脚部のアクチュエーターが細かく膨ふくらんだり縮んだりして前後左右のバランスを取る。人間の筋肉とよく似た性質を持つそれは、そのものずばり「人工筋肉」と呼ばれている。数秒とかからず、そいつは補助なく自立することに成功した。

　ひとまず第一のハードルはクリアってところだ。

「見たか、マジ！」

　プログラムを担当した高たか倉くら康やす夫おがガッツポーズをしている。康夫は小柄で幼い顔立ちの美形で、誰よりコンピュータに詳しい部の頭脳的存在だ。数度の失敗を経て今回の実験のためにＯＳを一から組み直したんだから、きちんと動いて嬉しいのだろう。気持ちはよく判る。

「フッ……このオレの力をもってすればこの程度、何ほどのこともない」

　少し離れた位置からｗｅｂカメラで俺たちの実験を録画しながら偉そうに言った長身のメガネ青年は、もう一人の仲間である川かわ森もり慎しん太た郎ろうだ。本人曰いわく記録係兼監督らしいが、よくわからん。とにかく慎太郎……お前、何もしてないのに何でそんなに自信満々なんだ？

　俺だって、独自ＯＳとこいつを連動させるのは初めてだから無茶苦茶緊張してるのに……

　なにせ高価な素材だ。失敗したら次に組み上げられるのはいつになることか。

　人工筋肉はナノサイズの炭素繊せん維いを束にし、そこに有機化合物を繊維状にしたものを編み込んでいくことで作られる。末端部のコネクタから電気信号を送ることで自在に伸縮したり硬化したりさせることができる。

　開発したのは女性で、幼い頃に遊んだあやとりから着想を得たというのは有名な話だ。

　制御には高度なプログラミングを必要とするため扱いは難しいが、各種作業機械、それもとりわけロボットの駆動系に革新をもたらす夢の新素材である。

　――なんて言われていたのが俺の生まれる前の話だ。

　今じゃ、あらゆる大型機械の可動部に使われてるし、ちょっと高価な家電製品にすら当たり前のように用いられる素材になっている。

　つまり、俺たちみたいな高校生でも手に入れることができる。

　とはいえ、簡単に手に入るからって適当に組み込んでどうにかなるシロモノでもなく、ちょっと電子工学をかじった程度じゃ太た刀ち打うちできない。ＴＶは大抵の家にあるといっても、修理出来るのは今や町の電気屋さんじゃ無理でメーカー送りになるのと同じ事とも言える。

　だからこそ、この試作７号機が無事に動いてくれて俺も康夫もホッとしていた。

「明あか里り部長、準備整いました」

　俺は振り返って告げた。

　微かすかなモーター音を響かせて、奥の暗がりから車くるま椅い子すに乗った女性が現れる。

「良くやったわ。大河原くん……私の夢の第一歩が、今、始まるのね」

　嚙かみしめるようにそう言う彼女が、永なが野の明里部長だ。

　長い黒髪に白く輝く肌、細い肢し体たいに見合わぬ巨乳の持ち主は、生まれつき自分では動かせない下半身を車椅子にあずけている。でもそんなこととは関係なく、彼女はその美び貌ぼうと優秀な頭脳、誰にも好かれる性格でこの学園の生徒会長を務めている才さい媛えんだった。

　ロボットの完成を誰よりも待ち望んでいた彼女にとって、この瞬間はとても感かん慨がい深いものに違いない。だからこそ、最後の工程は部長の役割だ。

「いいのね？　バッチリね？　後悔はないわね？　信じるわよ？」

　システム面を担当する康夫の手から端末を受け取ると、車椅子に搭とう載さいされているコンピュータに繫つないだ。戦艦の艦長席に座っているような風格で、明里部長は微ほほ笑えむ。

　俺たちは無言で頷うなずいた。それをうけて、部長は最後の数値を入力した。これで、実験のためのすべての作業工程は完了したことになる。あとは本当にスイッチ一つ押すだけだ。

「慎太郎。バッチリ記録よろしく」

「りょーかい」

　慎太郎が自分の携帯端末を手早く操作してから、空いた手で合図を送ってきた。動画撮影が始まったようだ。

「準備はいい？　何か忘れてることない？」

「神様にお祈りとか？」

　康夫が言う。まったく笑えない冗談だ。

「ロボットに神様なんていないわ。あるのは、緻ち密みつなデータと設計。そしてユニークな発想」

　明里部長が真ま面じ目めな顔で言った。

「はじめるわよ、みんな、下がって」

　車椅子は部長の姿勢に合わせて重心を移動させながら――つまり〝変形〟だ――起動実験のために安全な距離を取った。車椅子と言っても、それは人工筋肉とリニアホイールで動く自律制御マシン。言ってみれば、機能を特化させたロボットの一種とも言える。

　そして、俺たちが実験しようとしているロボットも同じく、とある機能に特化したものだ。

　それは一言で表せば〝歩く〟ということ。それも人間そっくりに、滑らかに、かつ繊細なバランスを保って進む二足歩行ロボットだった。

「バッチリいくわよ！　ロボロボ７号Ｖｅｒ３．０　テスト開始！」

　車椅子に直結されたコンソールを部長が叩こうとした――その時だった。

　バーン、と大きな音を立てて俺たちがいる部屋の扉が開かれる。

　そこに立っていたのは、真っ赤な顔で息を切らせた美少女だった。

「ちょっと待ってください！　会長！　校内での実験は校則違反ですよ！」

　俺の幼なじみで同じクラスの少女、久遠遙はびしっ、と俺たちに指を突きつけた。

　うう……こうなると思ってたから黙ってたのに。でも部長は涼しい顔だった。
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「あら、遙ちゃん、気付くの早かったわね。大河原くんがいなかったから？」

「ちょっ、も、本もと気きくんは関係ありません！　とにかく、前回も生徒会の予算を部活に流用して叱しかられたばかりなのに、こんな大きなもの作ってるなんてっ」

「フッ……科学の進歩に、犠ぎ牲せいはつきものなのよ」

　部長＝会長である明里先輩は、ニヒルな笑みを浮かべると生徒会風紀委員である俺の幼なじみ、久遠遙を見つめた。

「ちょっと、本気くんも止めなきゃダメでしょう！　叱られるのは自分たちなのよ！」

「え、そ、そんなこといっても、明里さんにどうしてもって言われたら……仕方ないだろ？」

「仕方なくなーい！　すぐに実験を中止して……」

「やだよーん。ポチッ」

　明里部長が勢いよく端末を叩いた瞬間、俺たちの作った試作７号機の全身に張り巡らされた人工筋肉に電流という名の血液が流れだす。稼か働どう状態を示す為に各部に取り付けた発光ダイオードが規則的に明滅を始める。そして脚部に取り付けたカーボンナノチューブの束が大きく膨ふくらむのと同時に、７号はぐっと腰を落として――

　ドゴッ！

　７号はその場で思いっきり、垂直にジャンプした。

　当然、上には天井というものがあるわけで……俺たちは、天井から下半身だけを生やして愉快に駆け足を続けるロボットをしばらくの間呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「えーと……これってどういうこと？」

　部長が天井を見上げたまま聞いてくる。

「……また失敗、ってことですかね」

　同じく俺も呆然と答える。うーん、蹴けり足あしの加重設定間違ったのかなー？

「またって言うなっ！」

　そう言われても、失敗も七回目ともなるとがっかりするのにも少し慣れて来ている。遙も肩を落としている。もちろん俺たちとは違う理由で。

「ああ……また止められなかった」

　学校有数の美人でもある俺の幼なじみは、きっ、と厳しい顔を俺たちに向けた。

「校内での器物破損は校則違反です！　風紀委員として、あなたたちを拘こう束そくします！」

　遙の宣言が終わらないうちに、外が騒がしくなっていた。

　そりゃ当然だ。あんだけでかい音を立てたら、いくらなんでも人が集まってくる。

「潮時ね！　野郎ども、バッチリずらかるわよ！」

　部長は、ウインク一つして微笑むと、車椅子で器用に遙の横をすり抜けて飛び出して行く。つーか、なぜ楽しそうなんだ。

　俺と康夫、それから慎太郎の三人は出口につっかえながら転がるように廊ろう下かに出ようとした。

「こ、こら！　逃げちゃダメでしょ！　待ちなさい！」

　逃げだそうとした俺のカバンを摑つかんだのは遙だ。よりにもよって俺を捕まえなくても……

「ご、ごめん遙！　見逃してくれ！」

「……ダメ、みんな見てるもん！　３原則に反するよ！」

　遙は一瞬、迷った顔をしてそう答える。

「だよな……でも、スマン。俺は逃げる！」

　俺はポケットから工具を取り出すと、カバンの肩紐についているネジを一瞬で外した。子どもの頃から機械いじりが趣味だった俺には朝飯前だ。

「あーっ！」

　びっくりする遙の手にはカバンだけが残っていた。

「ごめん、それ、教室に置いといて！」

「あっ、も、本気くんっ！　も――――っ！　本気くんのイジワルぅっ！」

　いや、意地悪っていうのは違うような。立ち尽くす遙に心の中で詫びつつもそんなことを思ってしまう。俺は全速力で部長たちに合流した。しかし時既に遅しというヤツだ。

「またおまえらかーっ！」

　教師が、沖縄の守り神みたいな顔を真っ赤にして、もの凄すごい勢いでこっちに走ってくる。

「うわっ、予測よりかなり早いわね！　バッチリ見つかっているじゃない！」

「だから言ったじゃないですか部長！　せめて場所を変えようって！」

「だって大河原くんちのガレージ使わせてくんないって言うんだもん！」

「毎回実験の度たびにどっかに穴空けられてりゃ誰だって断るでしょ！」

　俺と部長は全速力で走りながら怒鳴り合う。すれ違う他の生徒たちは「またか」みたいな顔をしていたり無責任に応援していたりとそれぞれだった。

「ていうか、あんたたち三人！　男だったらここは薄はつ幸こうの美少女であるあたしを逃がすために残って時間を稼かせぐ場面でしょ！　『俺にかまわず先に行け！』って感じで！」

「嫌です！」

「ご遠えん慮りよ申し上げます！」

「薄幸？　どこに？」

　俺たちは即座に拒否した。まあ確かに黙って座ってれば五分くらいは『薄幸の美少女』かも知れない。でもこの車椅子に乗った美人の部長はそんなタマじゃないのだ。

「むかーっ！　この恩知らず！　童貞！　全員チンコもげろ！」

　ほらね？　明里部長、薄幸の美少女はチンコなんて口にしないと思いますよ？

　などと言ってる間もシーサーは執しつ拗ように追ってくる。つーか、どっちかって言うと文化系な俺たちが獣のような体育教師から逃げ切れるわけがなかった。

　無駄にでかい校舎のこれまた無駄に長い廊下を、あてもなくただひたすら走る俺たち四人。

「よし、ここは二手に分かれよう！」

「さすが康夫！　いいアイディアだ！」

　そう言ったかと思うと、康夫と慎太郎の二人は俺たちを見捨てて次の角を曲がったところで手近の教室に逃げ込んだ。

「ああっ！　てめぇら汚ぇぞ!?」

　上手いこと先生に見られる前に隠れた康夫と慎太郎が、教室の中から笑顔で手を振っているのを横目に俺はまた走り出す。シーサーは案あんの定じよう、俺と部長の方を追いかけてきた。

「明里部長っ、どうします!?」

「……仕方ない、最後の手段を使うわ」

「な、なにか作戦が!?」

　さすが部長だ。普段は無茶苦茶だけど、やっぱりこういう時は頼りになる。

「高速モード、起動！」

「へ……？」

　明里部長が命令すると自慢のハイテク車椅子が変形を開始する。これまでの直立に近い状態から、まるでバイクにまたがっているような前傾姿勢に。

「バッチリいくわよ！　ブーストオン！」

　部長がさらに命令を出した直後、リニアホイールが火花を散らして高速回転をはじめ車椅子が一気に加速した。

「んじゃ大河原くん、あとはバッチリよろしくぅぅぅぅぅっ」

「って、一人で逃げるんですかあぁああああああっ！」

　ドップラー効果で捨てゼリフを残しつつ、部長はあっという間に小さくなっていく。

「あ、明里部長！　そんな速度を校内で出したら……あ――っ！」

「為せばなる！　って……あれ――！　まーがーらーなーいーよ―――？」

　……当然と言うべきか、暴走車椅子は廊下を曲がりきれず壁に激突し……明里部長は星となったのだった。




　大おお慌あわてで部長を救出した俺だが、当然のように追っ手がその隙すきを見逃すはずもない。

　職員室に連行された俺と康夫、慎太郎の三人は担任の前に一列に並んでお説教を食らっていた。事故で軽く怪け我がをした明里部長は保健室だ。もしかしたらそれが目的だったのではないかとすら思えるが、とにかく、この場は俺たちが叱られる以外にない。

「もう！　どうしてきみたちはいっつもいっつもイタズラばっかりするの！」

　俺たちの担任である小こ松まつ崎ざき公きみ恵え先生はぷんすかぷんと怒っていた。

　教師相手に「ぷんすかぷん」は失礼ではないかという意見もあるかもしれないが、公恵先生本人が開口一番「ぷんすかぷんです！」と言ったのだから仕方がない。

「キミちゃん、イタズラじゃなくて実験だよ」

「キミちゃんって呼んじゃ、めっでしょ！　せんせーなんだからっ」

　ツッコミを入れる慎太郎にまたぷんすかぷんと怒るキミちゃんこと小松崎公恵先生は、見た目からして「ぷんすかぷん」という擬ぎ音おん（？）がよく似合う人だ。

「とにかく、君たちの部……えーっと、えーっと……なんだっけ？」

「ロボロボ部です」と康夫。

「そうそうボロボロ部！」

「ボロボロじゃないです。ロボロボ部です。あと、俺は手伝いで部員じゃないですから」

　俺はややげんなりしながら訂てい正せいする。何度も指摘してるんだが、どうしても公恵先生はうちの部の名前が覚えられないらしい。そして俺が所属していないことも。

「そのボロボロ部はしばらく学校での活動禁止ですっ」

「だが断る！」

「こらーっ！　慎太郎くん！　悪いことしたらごめんなさいするの！」

　小柄というよりも子どもにしか見えない先生っていうのも困ったものだ。まったくもって威厳はないが、怒られると心にチクリと刺さるものがある。公恵先生のお説教は脱線したりなんなりでたっぷり小一時間ほど続いたのだった。職員室から教室に戻る廊ろう下かで、康夫が呟つぶやく。

「活動禁止かー、困ったね」

　言葉とは裏腹に、さっぱり困っているようには聞こえない。

　俺も同じ事で、正直言ってちょっとホッとしていた。これで明里部長のわがままに振り回されずに済む。実際、機械いじりは大好きだが、俺はロボロボ部の正式メンバーですらないのだ。

　学内で女装が似合いそうな男第一位に選ばれて激怒した経験を持つ康夫は「むやみに爽さわやか」というヘンな特技を持っており、今ひとつ緊迫した空気に欠けるところがある。

　公恵先生にこってり絞しぼられた俺たちは、長い廊下をトボトボと歩くしかない。

「キミちゃん最後は泣き出しちゃうんだもんなー。ずりぃよなー。妹になってくんないかなー」

「先生はもうすぐ三み十そ路じだぞ」

　見た目は確かに貧乳中学生の妹そのものだというのに、現実は残ざん酷こくだ。ちなみに、本人の前では三十路も貧乳中学生も禁句だ。俺の冷静なツッコミに、慎太郎が妙に熱烈に反論した。

「バカヤロウ！　妹に年齢は関係ねぇ！」

「いや、あるだろう……」

「妹ってのはなぁ、魂の在り方なんだよ。たとえ三十路といえども、キミちゃん先生は妹属性だろ。ジョーシキ的に考えて」

「まあ、おまえがそれでいいなら」

　見た目も性格も公恵先生は妹そのものではあるし。慎太郎は深刻そうに吐息を洩もらす。

「あー、妹ほしいなぁ……」

　だいたい、公恵先生が泣き出した理由の半分以上は、慎太郎がいつもの調子で会話を引っかき回したせいだということを本人は早くも忘れているらしい。

　職員室のアイドルと言っても過言ではない公恵先生を泣かせたせいで、他の教職員からの視線が大変痛かった。体罰が禁じられていなかったら簀す巻まきにされていたに違いない。

「ていうか、俺、また手伝うんですか？　俺、部員じゃないんですけど……はあ……」

　俺はここ一ヶ月の作業が無に帰したことを思い出して天を仰あおぐ。

　試作７号機は、その数字が示す通りロボロボ部が作った７番目のロボットだ。

　同時に、これまで６体の試作ロボットが鉄くずに変わったことも示している。

　そして今日また７体目のロボットが天に召されたわけだ。

「使える部品だけ取ろうにも、７号は先生に没収されちゃったのが痛いね。せめて無事な部品だけでも返してくれるといいけど……」

「どっちにしても、ほとぼりが冷めてからだろうな」

　康夫と今後の活動について話していると、廊下の向こうからやってくる見覚えある姿が目についた。凜りんとした背筋の通った立ち姿。艶つややかな髪が、整った顔の回りにふわりと柔らかく流れている。その印象を妨げるキツイ眼まな差ざしが俺を睨にらみ付けていた。

「本気くん」

　その人物は、よく通る声で俺の名前を呼んだ。大河原本気。「本気」と書いて「もとき」と読む。まあ、仲のいい友人は俺のことを「マジ」とあだ名で呼ぶのが常だ。

　正直、古い言葉で言われる度たびに背中がかゆくなって抵抗していたのだが、小学校からずーっとそう呼ばれていると今更変更しては貰えないものらしい。だから、名字の「大河原」と呼ぶヤツはいても、下の名前、それも正しい読み方で呼ぶ人間はほとんどいない。

　その一人がこの久遠遙、俺の幼なじみでこの学園の生徒会書記だ。

「またバカなことをして。どうして逃げたりしたの？　あの時出頭しておけばもう少し穏便に済んだかも知れないのに。しかも会長に怪け我がまでさせて」

「い、いや。あの状況だと逃げるだろ。それに、会長は俺たちを置いて逃げようとして……」

「……本気くん、言い訳するつもり？」

　遙は、その切れ長の目で真っ直ぐに見据えてくる。俺は居心地の悪さを感じて助けを求めるように後ろにいる二人の友人を見た。連中は、指ゆび相撲ずもうをしていた。くそっ、絶対に関わらないつもりだな。遙が出てくると、こういう対応を始めるヤツが多すぎる。

「学園生の３原則」

「へ？　学園生の３原則？」

　不意打ちのように言われて、オウムのように繰り返した。

「一つめ、学園生は先人に倣ならいよく学ぶこと。二つめ、学園生は良識を持って自らを律すること。三つめ、学園生は以上の二つに反するおそれのない限り自ら考え行動すること」

「あ、あはは……そ、それ生徒手帳に書いてあるヤツだよな。そんなの暗記しなくても……」

　３原則と言われて、一瞬動どう揺ようしかけたのを抑えて、俺は言い訳を試みる。

「あなたの素行についてこれっぽっちも興味はないけれど、生徒会の仕事を増やすようなことはしないでもらえるかしら？　迷惑だから」

　そう一方的に告げると、久遠遙はくるりと方向転換して去って行った。

　どう見ても、わざわざ俺に言いにきたとしか思えない。

「相変わらずキっついね。マジの幼なじみは。ま、生徒会長が部長みたいなアレだから、書記はあれくらい厳しくないといけないのかなぁ。マジ、目を付けられてて可か哀わい相そうかも」

　康夫がクールすぎる生徒会書記の後ろ姿を見送りながら言う。

「いいよなー、ドＳ幼なじみ。踏まれてみてーですよ」

　と腐った発言をするのは慎太郎。

「その言い方だと、俺が日常的にあいつに踏まれてるみたいなんだが」

「え？　ちがうの？」

　と罪のない顔で言ったのは康夫だ。慎太郎はうんうん、と頷いた。

「いや、踏まれてるだろ。ジョーシキ的に考えて。羨うらやましい」

「踏まれてねぇよ！」

　だいたい、二人とも大きな勘違いをしている。

　成績優秀、運動神経抜ばつ群ぐん、厳しくも美しいあの生徒会書記様の真の姿ってやつを。

　そう踏まれるどころか、むしろ……。そんなことを俺が思った時だった。

「まーじーくーん！」

　今度は打って変わってのんびりぽわぽわした声が俺の名前を呼んだ。振り返れば、俺たちが来た道をちょこちょこ小さな歩幅で駆けてくる幼女……じゃなかった、先生がいる。

「あれ？　キミちゃんだ」

　慎太郎が言った途端――

「ふぎゃっ！」

　転んだ。見ているこっちが思わず痛くなるくらい、豪快にすっ転んだ。

「ふえ……」

　顔をあげた公恵先生は今にも泣き出しそうに口をへの字に曲げる。

「き、キミちゃん泣いちゃダメだって！」

「そうそう、痛くない痛くない！」

　慎太郎と二人で必死になだめるが、目はどんどん潤んで大粒の涙がぽろぽろとこぼれる。

「ほらキミちゃん先生、飴あめちゃんだよ！」

「ナイス！　康夫！」

「ほーら、甘くて美お味いしいぞー」

　公恵先生の口に飴玉をねじ込んで、様子をうかがう。

「グス……おいしい」

　まだ涙目だったけど、公恵先生はにぱぁっと笑って言った。

　俺たちはホッと胸をなで下ろした。

　ここで泣かれたりしたら、今度こそ保護欲に突き動かされた男性教師たちの怒りが限界を超えるかも知れない。そうなったらいったいどんな目にあうか考えるのも恐ろしい。

「で、どうしたんですか？　キミちゃん先生。俺に用ですか？」

「んっとね、さっき言い忘れてたんだけど……」

　飴玉をころころしながら、公恵先生が言うことには、先週までに入金しなければいけない授業料が今日まで振り込まれていないとのことだった。

「まじくんのご家庭のじじょーは知ってるからぁ、あんまり催さい促そくみたいなことしたくないんだけどぉ……キミちゃんはせんせーだから、なんにもしないわけにもいかなくて……」

　と、公恵先生はわざわざ康夫と慎太郎に聞かれないよう離れてから話してくれた。

　こういう配はい慮りよを見ると、やっぱり大人なんだなぁと思ったりする。ちっちゃいけど。

「判りました。親父おやじに確認してみます。わざわざすいません」

「ううん、いいんだよ。それより、なにか困ったことがあったらいつでも相談してねっ」

「キミちゃん先生も、また転ばないように気をつけてください」

「キミちゃん子どもじゃないもん！」

　公恵先生が転ばず戻れるか見守ってから、慎太郎たちのところに戻った。

　二人とも、律りち儀ぎに俺を待っててくれていたらしい。

「キミちゃん先生、なんだって？」

「授業料が振り込まれてないって言われた」

　康夫に訊かれたので、俺は素直に答えた。

「そりゃ大変……ひとり暮らしもいいことばかりじゃないな」

　こいつらも、なんだかんだでうちの家庭の事情ってやつを少なからず知っている。

　たとえば、両親は別居中で、俺を引き取ったはずの父親は一切家に帰ってこないとか。

　学校のほぼ隣にある一軒家でひとり暮らし状態だとか。

　そういう、結構どうでもいい情報について俺は隠すつもりはない。

「親父のやつ、なにやってんだ……」

　多少の怒りは覚えつつも「あの親父なら……」と別段驚いてもいない自分がいた。

　なんにしても、学費のことは俺だけの問題じゃないので早めになんとかしないと。

　気は進まないと思いつつ、俺は内心で次の行動をシミュレーションしていたのだった。




　慎太郎たちに先に帰ると言って別れた後、俺はこっそりと生徒会室に忍び込んだ。

　すぐにでも親父に連絡をとりたかったのだ。ついでに、人目も避けたかった。

　学園内で誰にも邪魔されない場所の一つ、理科準備室はついさっき天井に大穴を空けてしまったため今は立入禁止になっている。生徒会室の主は明里部長なので、多少融ゆう通ずうが利きく上に、本人は現在別室で反省文を鋭意執筆中だから邪魔されないし、本来いるであろう人物にも用があったのだが、まだ戻っていない。

　誰もいない生徒会室から親父に電話する。だが、いくらコールしても親父に連絡はつかなかった。今時、個人用の端末は肌身離さず持っているのが普通だ。というか、身分証明や財布も兼ねているので持ち歩かない方が不便だ。なのに、うちの親父は「仕事の邪魔だ」という理由で手元に置かないことが多々ある。今回もご多分に漏もれずってやつだった。

「あんの、バカ親父が……」

　保護者としての認識の無さはもはや呆あきれるばかりで、怒る気すらおきなかった。

　親父に連絡がつかなかったので、母親の方に連絡してみようかとも思ったが……やめた。

　言われることは判っている。あの家を出て自分と暮らせとまた繰り返されるだけだ。

　母親が家を出て行ったのはもうかなり前の話だ。原因もなにも、もともとすれ違いで一緒にいる時間の方が少ない家庭だったから、驚きはしなかった。

　母は姉と、俺は父と暮らすことに決まったが、母は俺も連れて行くと主張していた。

　結局、俺はどうしてもここに置いていけないものがあったから断ったけど……そんな状況だから授業料を払ってくれと言ったら、何を交換条件に出されるか判らないのだ。

　しかし、このまま授業料の振り込みがなかったら、俺がしなくても残る二人の家族に連絡がいきかねない。考えただけで面めん倒どう臭くさい。うちの学校がバイト禁止じゃなかったらぜったい自分で学費を稼かせいで自立してやるのに……現実は親に頼らない訳にはいかなくてもどかしい。

「しかしつかまらないな、メール入れるか」

　俺は大きくため息をつくと、最低限の事だけ書いてメールの送信ボタンを押す。

　まったく、一ヶ月ぶりの連絡すらこれかよ、と思うといらだってしまう。有名なロボット研究者である両親が誇りに思えたのは、ずっと昔のことだ。今の俺にとっては、この複雑な家庭はやっかいなだけ。普通の家庭なんてものを探してはいないけど、それでも、言いたいことはある。切実に、俺はそう思っていたのだった。




　連絡のつかない父親に何度もメールを送りながら晩飯の買い物をして、俺は帰宅の途につく。

　学園から俺の家までは徒歩１分。距離で言えば50メートルと離れていない。何かと忙しい朝に嬉しい好条件の立地で、俺がこの学園に通うことにした理由でもある。でも、そこには弊へい害がいも存在したりするのだ。

「……なんで、いるんですか」

　敷地に足を踏み入れた俺は、その〝弊害〟を目の前にして顔をしかめた。

　ついさっきまで見ていた顔が三つ、我が家のガレージに並んでいる光景を目まの当たりにした。

　我が家には、ロボット工学者である両親が自宅でも研究したいと作ったガレージが併設されているのだ。現在はほぼ誰も使っていない。当然、いつもはシャッターは閉めているはずなのに。そこに俺と同じ制服を着た男女が座っているのだ。

「やあ、大河原くん。先に始めてるよ」

　まるでサラリーマンが飲み屋で遅れてきた同僚を迎えるかのような口調で明里部長が俺に声をかけてきた。はずしたばかりのロボットの足を片手に持って、ぷらぷらと振っている。

「７号は壊れたから今日はもう解散じゃないんですか。だいたい、俺は組み上げを手伝うだけって約束ですよ。正式部員じゃないただの手伝いなんですから」

「だからー、その７号を回収してきたの。バッチリ修理するには、君の腕が必要なのよ」

　ほんとだった。部長が持っていた脚部は先生に没収されたはずの試作７号機のものだ。いったいどんな手を使って取り戻したのだろう。

「たぶん、失敗の原因はアクチュエーターのパワー制御プロトコルにミスがあったんだと思うんだ。いまＯＳを書き直してるから、次は期待しててよ」

「いや、康夫もなに当たり前のように作業をはじめてんだよ……俺、部員じゃないって覚えてるか？　あと、ここウチのガレージであって部室じゃないぞっ!?」

「マジ！　オレが保存しといた過去ログないんですけど!?」

「慎太郎は勝手にうちのＰＣに自分用のアカウント作るな！　勝手にエロ画像保存するな！」

　そう、つまり家が学校から近いことによる〝弊害〟とは、まさに友人連中によってたまり場にされてしまうということだ。特に、この明里部長は俺にとっても幼なじみであり、微妙に頭が上がらない人なのが痛い。当然のように明里部長はにっこりと俺に笑いかける。

「一週間以内にもっかいテストするから。手伝ってくれるよね、大河原くん」

「え!?　で、でも、下へ手たしたら本体の修理だけで二週間はかかりますよ」

「じゃあ、今夜は徹夜だね」

「な……」

　俺は絶句した。ダメだ。この人はまったくこりてない。

「泊まりってことは、今夜はマジの作る晩飯が食べられるんだ。楽しみだなぁ」

「オレ、カレー食いたいカレーっ！」

「慎太郎、あんたいっつもカレーばっかじゃん」

「徹夜ならカレー最強だろ。ジョーシキ的に考えて」

　部長たちはすっかり盛り上がって、家主の了承もなく夕飯の献こん立だてまで決めようとしている。

「……って、しまった！」

　夕飯で思い出した俺は慌あわててガレージを飛び出した。

　今日は、先約があるのだ。ここで約束を破ると明日、何が起こるか判らない。

　自宅の庭に隣接した隣のマンションを見上げると、すっかり日の落ちた中、二階の角部屋の窓に煌こう々こうと明かりが灯っていた。少しだけ窓が開いていてこちらを窺うかがっている気配がする。

「うっ……」

　やばい。帰って来てるのに、声をかけてこない。その時、薄く開けられていた窓が、バン、と閉められた。なにかリアクションをとった方がいいのかと考えているうちに、直後、窓の明かりが何度も明滅する。

　ま、じ、く、ん、の、バ、カ。

　今どきモールス信号で、遙がそう伝えてきた。

「怒ってる……」

　俺は「バカ」と信号を送り続ける窓を見上げて大慌てでガレージ前の電球のスイッチを押す。

　ふ、か、こ、う、り、ょ、く、お、こ、る、な

　こちらもモールス信号で送り返す。

「大河原くん、何してるの？」

「い、いや、この電球、調子悪くて……ははっ」

　不審そうにニヤニヤしている明里部長に適当なことをいいながら、俺はため息をつく。

　これは、ちょっと面倒なことになりそうだ、と。




　本気と隣人が自宅のガレージのライトとカーテン越しの明かりで複雑なやりとりを続けている少し前、三十分ほど離れたところにある某ぼう企業の研究室で、携帯電話が鳴っていた。

　増えている着信履り歴れきを見ながら、少女はそれをじっと見つめている。

　そのスマートフォンの画面には、何度もひとりの少年の姿が浮かび上がる。

「大河原本気……大河原、本気」

　送信元であり、この部屋にいない携帯電話の持ち主の息子の名前だ。

　モニターに映る笑顔は、五歳くらいの時のものだろう。無邪気に工具を持って微ほほ笑えんでいる。

　置き去りにされた携帯電話から、この名前と、可か愛わいらしい写真を見るのは何度目だろう。

「おおがわら……もとき」

　口に出して繰り返してみる。彼女にとっては、開発者より耳慣れた名前かも知れない。

　少女は、何度携帯電話が鳴っても取ることが出来ない。

　それは、「許可を得ずに部屋の中のものに触れてはならない」と命じられているから。

　どれほど関心を持っていても、心配しても、彼女は代わりに電話に出ることは出来ない。

　なぜなら、それが決まりだから。

「……」

　メンテナンスボックスに座る彼女の身体からだからは複数のチューブが伸び、頭部の接続端子は頭上にある大きな構造物につながるコネクターが露出して彼女がメンテナンスモードにあることを告げている。全身が浸かる形になっている半透明の液体は人体と同質のスキンパーツから体内の駆動部にメンテナンス機材を安全に通す時に必ひつ須すのものだ。

　とはいえメンテナンス機器の存在とヘッドコネクターを除けば、外見、体重、そういう部分で普通の人間の差異を見つけるのは難しい。有機的な唇が、柔らかく動く。

「ごめんなさい」

　それでも電話に出てあげたいけれど、それは出来ない。彼女はロボットなのだ。

　ロボットは、人間の命令に従わなくてはならない。それが原則。

　だから、彼女はただ見つめていた。

　その名前が、自分にとってどんな意味を持つようになるかも知らずに。

　ただ、虚空を宿すその瞳は、鳴り続ける携帯電話を見つめていたのだった。

　ほんの少しの輝きを灯すように。














第二章　幼なじみは窓からやってくる









　こーんこーんこーん、と真しん鍮ちゆうの鐘を鳴らす壁掛け時計の時報で、俺はうっすらと目を開けた。

　今、午前七時だ。古くさい木造時計を眺めた後、頭上の電波時計を見ると……五分はずれている。つまりあと五分は寝ていられるということだ。

　俺、大おお河が原わら本もと気きは、断固とした態度でもう一度布ふ団とんを被かぶった。

　しかし、こうなると壁掛け時計の時を刻むチクタクという音がうるさくて寝直しにくい。

　今どき珍しいゼンマイ式で、月に一度は巻いてやらないと止まってしまうし、毎日５秒ずつくらい遅れていくという厄やつ介かいな代しろ物ものだけど、愛着があってどうしても捨てられない。

　なにせ俺が生まれて初めて直した機械だからだ。

　ゴミ置き場に無む造ぞう作さに捨てられていたのを持って帰ってきたのが八歳の頃だ。

　その時は俺がまたガラクタを拾ってきたと、周りにはさんざん言われたけど、コツコツと修理して、以来、ずっと俺の部屋でカチコチと元気にやっている。

　他にも似たような境遇の機械が俺の部屋にはいくつも転がっていた。

　たとえば、本ほん棚だなの上に飾ってあるラジコンカーは、どこか高いところから落っことされたのかフロントが思い切りひしゃげていて、おまけにコントローラーも無い状態で捨てられていた。

　なんだか放っておけなくて持ち帰った俺は、曲がった前輪のシャフトを真っ直ぐにし、無残な姿になったボディをプラスチック板で作り直してカラーリングをし、コントローラーはこれまた使わなくなった一昔前のゲーム機で自作した。

　今でも時々取りだして走らせてはメンテナンスしている。残念ながら子どもの頃の俺にはデザインセンスというものが皆無だったらしく、お世せ辞じにも見た目はカッコイイと言い難い出来映えなのが玉にきずだが、モーターの構造を子どもの俺に教えてくれた大切な思い出の品だ。

　勉強机のフレキシブルアームの照明とか、小型の液晶テレビとか、天窓のワンタッチ開閉装置とか、部屋を見渡せばいくつも自分で作ったり直したりした物で溢あふれかえっている。

　昔から手先は器用な方で友達を作るのがあまり得意でない分、家中に転がっていた工具やパーツを仲間にして育ったのだ。今でも、物を作ったり修理したりするのは好きだった。

　今ではろくに口も利かない間柄の親父が、俺が機械をいじっていると色々教えてくれた。それが嬉しかったのか、今では全然覚えていないのだが……そんなことを思い出しているウチに、朝の貴重な五分はあっさりと流れ去っていく。

　とにかく……起きないと。

　俺は、温かな布団が名な残ごり惜しい気持ちを振り切って起きるべく、寝返りを打とうとする。

　――あれ？　身体からだが動かない？　それに、なんか……妙に寝心地がいいし、いい匂においが……

　そしてこの匂いの主が誰か、俺が間違うことはない。

　気がついた俺は、がばっ、とまっすぐに身を起こした。

「こらーっ！　俺の布団で寝るなっていったろーっ！」

「……うーん、むにゃむにゃ。だいじょーぶ、もうおなかいっぱいだから……」

　緩ゆるみきった顔でふにゃー、と寝息を立てているのは。

　久く遠おん遙はるかだった。そう、学内有数の美人で、クラス委員長で風紀委員で生徒会書記の、久遠遙だ。

　そして、これは残念ながら全然色っぽい状況でもない。

　というか、これが色っぽい状況だったらどれほど幸せなことか。

　ため息をついた俺は、見慣れたほっぺたをツンツンとつつく。

「おい、遙。起きろって。遅刻するぞ」

「う、う～ん。マジくん、あたし、まだ眠いよぉ……昨日、寝られなかったんだもん」

　不満げに口を尖らせて、薄目を開ける遙は俺の布団から出て行くつもりはないらしい。

「そんなこといったって俺には関係ないだろ」

　諦めて、俺は遙の身体をまたぐようにしてベッドを降りる。

　遙は布団から頭だけ出す感じで、ジト目で俺を見つめる。

「マジくんの噓つき。イジワル。昨日は、私の為に晩ご飯作ってくれるはずだったのに」

「……仕方ないだろ、明あか里りさんたちがいきなり来ちゃったんだから」

「そんなの関係ないモン！」

　だだっ子のように遙はベッドの上に身を起こした。
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　既に身み支じ度たくを済ませているようだが、布団に入ったからグシャグシャだ。

　髪の毛も左右のツインテールが不ふ揃ぞろいに結ばれていて、やけにアンバランスに見えた。

　学校で見る超優等生の姿とは大違いで、見慣れているとはいえ俺は不思議な気持ちになる。

　そんなボロボロな雰ふん囲い気きに寝ね癖ぐせまで付けて、遙はビッ、と俺に指を三本突き出した。

「マジくんは、昨日、ハルカちゃん３原則に違反しました！」

　……また始まった。俺は肩をすくめる。

「だーかーらー、なんだよそれ。もう高校生なんだからいい加減に……」

「ハルカちゃん３原則その１、マジくんは遙のお世話をしなければならない！」

　遙は、俺の文句も聞かずに、指をひとつ折る。

「ハルカちゃん３原則その２、マジくんはその１に反さない限り、自分の身を守らなければならない！」

　……聞いてくれない。俺はため息混じりに窓に向かう。

「ハルカちゃん３原則その３、マジくんがその１、その２に反さない限り、遙はマジくんの言うことを聞かなければならない！」

　予想通り、隣のマンションから俺の部屋に向けて橋がかけてある。ほんの50センチほどの距離とはいえ、ここは二階だ。危ないからやめろって何度も言ってるのにどーしてやめないんだ、この娘は。俺は、決めポーズの遙を振り返った。

「じゃあ、とりあえず窓から俺の部屋に侵入して俺の布団に潜り込むの禁止」

　さきほどから遙が宣言しているのが、彼女が言うところの『ハルカちゃん３原則』だ。

　これは、子どもの頃にロボット工学者だった俺の両親と、その研究仲間で同じくロボット工学者だった遙の両親から聞いた『ロボット３原則』って話が元になっている。

　大おお枠わくでいって、ロボットが守るべき倫りん理りを定めた大昔の小説家が考えたルールなんだけど、遙は妙に気に入っていて、いろんな時にこの３原則を持ち出して文句を言ってくるのだ。

「それは聞けないな！」

　遙は、俺の発言を却きやつ下かした。

「マジくんがあたしとの約束を守らないんだったら、あたしも約束守らなくていいんだから！　昨日、何回も３原則やぶったでしょ！　危ない実験するし！　晩ご飯作ってくれないし！　明里お姉ちゃんたちが来るからって、何日も一緒にご飯食べてなかったのに！　昨日で終わるって言ってたのに！」

「仕方ないだろ！　明里さんが無理矢理来ちゃったんだから」

「判るけど、それでも３原則に反してるんだから！　代わりに一緒のお布団で寝ちゃダメっていうのと、窓から来ちゃダメって約束が今日は無効なのです」

　完璧な理論、といいたげに遙は胸を張る。俺は思わず頭を抱えた。

「別に３原則とか関係ないだろ。人間なんだから」

「そうなの？　いいの？　３原則守らなくて」

　遙は、学校での笑顔……すなわち、ドＳと呼ばれるほど冷静冷れい酷こくな風紀委員の表情になる。

「じゃあ、あたし、今日から学校でも普通にする」

「うっ……」

　まずい、今回、遙はかなり怒っていたようだ。

「学校で、マジくんとあたしが中学校まで一緒に暮らしてたのバラす」

「お、おい、遙」

「あたし、別に隠したくないもん。一緒に寝てたのも、お風ふ呂ろに入ってたのもばらしちゃう！　それから、学校でもマジくんにベタベタする。手繫つなぐ！　抱きつく！」

「ま、待てっ！　遙、それみんなにヘンに思われるだろ！　それに一緒に風呂に入ったのは小学二年生までだ！」

「別に家族みたいなものなんだからヘンじゃないでしょ！　やましいことないもん！」

「い、いや。家族だって人前でベタベタしたりは……」

「したっていいんだもん！　遙のお世話はマジくんの役目って、マジくん言ってた！　約束した！　約束破るんだったら、遙、学校でもマジくんにチューするっ！」

「チューなんてしてないだろーっ！」

「したよーっ！　したもん！　六歳の時と、二年生の時と、あと、六年生の時にマジくんが寝てる間に唇奪ったモン！」

「なっ、そ、そんなこといわれてもっっ！」

　突然カミングアウトされて俺は思わず慌あわてる。

　ついでに、これが平日の早朝だというのも問題だ。学校からホントに近い場所にあるこの家で大声でこんな話をしていたら、誰に聞こえるか知れない。

「今の全部話しちゃうから！　他にも、色々ぜーんぶみんなにバラすもん！　マジくんのお願いだから学校ではキチンとしてるけど、学校でも本当はマジくんにお世話して貰いたいんだからね！　ハルカちゃん３原則その１は、マジくんが最初に決めたんだからね！」

　再び三本指を立てた決めポーズを取る遙。

「……申し訳なかった。俺は、これからもハルカちゃん３原則を守る事を誓う」

「よろしい」

　遙は、満足したように微ほほ笑えんだ。

　そういう笑顔は、とても素直そうで素敵な笑顔だ。

　俺はため息混じりの笑顔と共に、朝食に遙の大好きなオムレツを作る事を約束したのだった。




　久遠遙、俺の幼なじみにして現在も隣人で、一種の共同生活者である彼女は、やっと機嫌を直したらしい。出来たてのオムレツを食べている遙の髪を、整え直していく。

　つやつやの髪をまとめてツインテールを作るのも手慣れたものだ。

　もう何年も毎朝の日課だった。

「マジくん、昨日、小お父じさんからメールあったよ。『忘れてた』って。なんのこと？」

「は？」

　俺は、その発言に思わず絶句した。

「俺、夜中までずっとメールしてたんだけど」

「えっと、気付いたらもの凄すごい数の着信があって、連絡したら長そうだからあたしにメールしたって書いてあったよ」

「……なめてるのか、あの親父は」

　研究バカで、人の気持ちが判らないのは今に始まったことじゃないんだが……さすがにむかつく。憮ぶ然ぜんとした俺を宥なだめるように笑顔を作って、遙は少しだけ俺に顔を向ける。

「でも内容は一言だけだよ。忘れてたって。それと、着信のことだけ」

「……それだけかよ。アイツ、授業料振り込み忘れてたんだよ。俺だけならともかく、遙にまで迷惑をかけるところだったんだから、もう少し反省しやがればいいのに」

「ふふっ、マジくん、小父さんのことになると厳しいんだから」

「ふん。別に、親父の事なんてどうでもいいけど、学校追い出されたら遙だって困るだろ」

「うーん、でもあたし、心配しなくても奨しよう学がく金きん取れると思うよ。一応、成績上位だし生徒会役員だから。マジくんとの約束、守ってるからね」

「うっ……そ、そうだな」

　屈託のない幼なじみの言葉に、俺は言葉に詰まる。俺はそれほどには成績は良くないのだ。

　俺と遙は、ある事情からほとんど家族同然に育った。

　一つ屋根の下で暮らすのが普通の環境だったから、遙とくっつこうが、それこそキスしたところで色っぽい感じにならないくらいに兄妹同然の関係だ。

　それでも小学校を出る頃には、遙といつも一緒にいるのが少し恥ずかしくなっていた。

　その頃には、３原則を決めていた遙に「人前では一緒に暮らしていることを隠して欲しい」と頼んだのだ。そしてもう一つ「家の外では恥ずかしいことをしないで欲しい」の二つだ。

　命令された、と思ったのか遙はその二つを約束してくれた。以来、遙は人前ではどこに出しても恥ずかしくない品行方正な幼なじみとして暮らしてくれている。

　泣き虫で、いつも俺の後ろをついて歩いていた少女は、今や俺と二人きりの時にしかいない。

　高校に入るにあたって別々の家に住むことになった後も、遙は隣のマンションに住んで毎日我が家で俺の作った朝食や夕食を一緒に食べる生活が続いていた。

　これは「遙の世話をする」という、俺の約束に起因している。そこからが『ハルカちゃん３原則』の始まりらしいのだが……今、俺が作ったオムレツをぱくつきながらご機嫌で髪を結んで貰っている遙を見たら、大抵のクラスメートは遙がおかしくなったと思うだろう。美人で優等生の遙に対して、成績も見た目も普通な俺は全然釣り合わないんだから。

「よし出来たぞ」

　髪を結わえた後、ご飯を食べ終わった遙はニッコリと笑った。

「マジくん、エネルギー補給が足りないよ！」

　そういうと、遙は立ち上がって、いきなり俺に抱きついてくる。

「お、おいっ！　それはやめろってば」

「やだ！　マジくんは、遙ちゃんのエネルギー源なんだから。足りなくなると止まっちゃう」

　そういうと、遙は俺に猫のようにじゃれる。まったく、もう16歳だっていうのに。

「うーん、元気吸収してるよー」

「……俺の元気は減りそうだけどな」

　俺は仕方なくその頭を撫なでてやる。これは日課のようなもの。

　昨日寝られなかったっていってたのも、たぶん、そのせいだろう。

　甘えん坊の遙が抱きつけるのはもう俺だけだから。

　やれやれ、というように、俺は血のつながらない妹のような存在の背中を撫でるのだった。

　その五分後。

「じゃあ、先に行くね」

　俺が朝食の食器を片付けていると、遙が真ま面じ目めな声で言った。

「弁当持ったか？　そこのテーブルに置いてあっただろ？」

　遙は無言でピンクの包みに入った弁当箱を掲げてみせる。

　ピシッ、と着こなした制服は布団の中にいたぽわぽわ少女と同一人物とは思えない。

　お気に入りのリボンで髪を結わえて、唇を引き結ぶとそれはクラス委員長を務める自分にも他人にも厳しい優等生の顔で、俺にもどちらが本当の遙だか判らなくなってしまう。

　家の中から優等生モードにチェンジしてるのは、本人いわくモードの切り換えに少しばかり時間がかかるからだそうだ。家を出てすぐ他の生徒に会ったりして、万が一にも俺たちの関係がバレないように早めから準備しているらしい。

「いってきます。本気くん、いつも遅刻ギリギリだから、気をつけて」

　その声と表情は既に硬派の優等生で、この変わり身には感心してしまう。

「お、おう」

　なんとなくどう答えていいか判らず、俺は曖あい昧まいに答えた。それが気に入らなかったのか、遙はぷーっ、と頰ほおをふくらませる。

「……やっぱり、もう少しエネルギー補給するーっ。昨日の分！　ぎゅーっ！」

　そんな遙を宥なだめているうちに、俺は更に遅刻寸前の時間になってしまったのだった。




　遙が出てしばらくして俺は家を出た。二人で時間をずらして登校するのも対策のひとつだ。

　生徒会の仕事があるので遙が登校するのはいつも少し早めで、反対に俺は遅刻ギリギリだ。

　と言っても、学園は目と鼻の先なので、予よ鈴れいが鳴ってからでも余裕で間に合う。

　家の裏を出るとすぐ目の前に学園の業者搬入口があって、そこを通ればものの数分で教室まで辿たどりつける。忙しい朝には大助かりだ。

　今日も、いつものように搬入口から顔見知りの守衛さんにこっそり入れてもらった。

　予鈴と同時に教室に入ると、さっそく慎しん太た郎ろうと康やす夫おが俺のところにやってきた。

　昨日も深夜までウチのガレージで一緒にロボットをいじってたのに、飽きないヤツらだ。

「マジ！　今すぐおまえんちのＰＣ貸してくれ！」

「おまえは朝っぱらからなにを言ってるんだ」

「慎太郎、朝まで見てた掲示板の動向が気になって仕方ないんだって」

　優しいイケメンの康夫が苦笑いしている。

「そんなの自分の端末で見りゃいいだろ」

「学校のネットからは遮しや断だんされてるサイトに繫つなぎたいらしいんだよ」

「それこそ学校でそんな掲示板みようとするなよ。ばれたらキミちゃんが泣くぞ」

「いや、待て、オレの話を聞いてくれればいかに注目すべきスレか判るはずだ」

　無駄に背の高い慎太郎は、俺を見下ろすようにして顔を寄せる。

「いいか。都内のある工場の裏に、一体の人型ロボットが捨てられていたらしい」

「はあ？　あるわけないだろ、そんなこと」

　聞いた瞬間に、ガセネタだと判る良くある展開だ。

　にべもない俺の様子に、康夫も柔にゆう和わに同意の表情を浮かべる。

「そうだよね。人型ロボットは、人工知能なしのボディだけでも超高価だから」

「だーかーらー、それが捨ててあったってのが注目点なんだよ！　しかも、拾ったヤツが電源を入れたら目を開けたっていうんだよ！」

「……それもダウトだ。人型ロボットの頭脳ユニットは家庭用電源じゃ起動も出来ないだろ。俺らが作ってる試作機用電源ですら無理だぞ。専用の機材がないと」

「なんでお前らはスレも読まずにそういう夢のないこと言うの！　落ちてたロボットは、ツルペタ妹系、全身ヒューマンスキン加工で、内蔵電源の残りで起動したらいきなり『お兄ちゃん』って言ったんだぞ！　でも電圧が足りないから目は覚ましたものの身体からだは動かないんだ！　そこからスレの人間が知恵を出し合って動けるように……彼女はみんなの妹なんだ！」

「あー、はいはい」

　俺はそろそろ興味を無くしていた。ちなみに、これは結構良くある妄もう想そうのパターンだ。

　今の社会は、様々なロボットに支えられている。

　危険な場所での作業や、常時サポートが必要なことは大抵ロボットがやってくれる。

　明里部長の車くるま椅い子すがいい例だ。アレはかなり高度な機能を持っているけど、もっと簡単なことは更に単機能の専用ロボットに任せる事が多い。

　まあ、俺は事情があって家では家事ロボットを使ってないけど、慎太郎の家にも、康夫の家にも何台かはあるはずだ。だけどそれは、例えば昔の掃そう除じ機きや食器洗い機、洗せん濯たく機きがロボットとして進化して、勝手に色々とやってくれるようになったに過ぎない。脱ぎ捨てた洗濯物を勝手に集めて種類別に洗濯して乾かしてアイロンをかけてくれたりする便利な存在。

　家電らしく愛らしい形にはしてあっても、必要な機能しかついていない実用品だ。

　実際、それが一番安価で便利なのだ。巨大ロボットを作って剣や光線銃を持たせるよりも、銃自体がロボットで勝手に動いた方が効率的なのは当たり前。

　人型ロボットは、そういう単なる実用品から一歩離れた所にある贅ぜい沢たく品ひんだった。

　人間と同じ事をするために作られた複雑な構造と素材レベルで最高の技術が惜しみなく投入された人型ロボットは、人工頭脳やそのＯＳ自体も含めてとんでもなく高価になる。しかも見た目では人間と見分けがつかないどころか、芸術品のようにその容姿やプロポーションが競われるのだ。家事や一般労働に使えるような代しろ物ものじゃないし、ましてや捨てられる事はない。

　ＴＶ番組を見ると、どこの局でも一体や二体は人型ロボットを持っている。美しく高機能な人型ロボットたちはそれぞれに特技を与えられて人気者になるのが常だった。

　軍隊や災害現場など、単機能ロボットだけではなく「人間と同じ事をする」必要がある場所では人型ロボットを目にすることはあるし、珍しくはあっても存在は知られていた。

　でも一般民生品としてはあまりにも高価だ。最低ランクの人型ロボットでも高級車10台分の値段と言われている。そんな訳で、中高生の妄もう想そうとして「何でも言うことを聞いてくれる美しい人型ロボットが突然家に来て……」というのは典型的なヤツになっていたりする。これに対する返答というのも決まっていて「購入費と維持費を考えたら、老衰するまで毎日エッチなお店に行って豪遊した方が安いぞ」と訳知りに宥なだめられて終了となるのだ。

　しかし人の夢は尽きぬもので、あの手この手で妄想は発生するわけだ。

「でな、そのロボットはある研究機関から逃げ出して来た試作機で、宇宙からの侵略者から人類を守る為に作られたロボットなんだ！　インドの山奥で修行してフォースを手に入れた後に軍に引き渡されるのを拒こばんで脱走中にフィラデルフィアで突然次元移動に巻き込まれ……」

「おい、なんか色々設定が混じってるぞ。いい加減ネットリテラシーを身につけろよ」

　俺がため息まじりに止めてもまったく止まる気配がない。

「だーっ、本当かも知れないだろ！　気になるだろ!?　ジョーシキ的に考えて！　それに、最近は家庭用にも人型ロボット売られてるんだからさ！　大金持ちのじいさんが自分の孫代わりに買って来たものの、そのまま老衰死してひとり屋敷を守っているメイドロボだっているかも知れないだろ！　そのじいさんが実は俺の遠縁かも知れないだろ！」

　慎太郎がぐいっと身を乗り出して同意を求めてくるのを、康夫が柔らかく押さえてくれる。

「慎太郎、話す相手間違ってるよ。マジはもともと家で人型ロボット作ってたんだから」

「あ……それもそうか。ちっ、羨うらやましいヤツ」

「何が羨ましいんだか。それに、子どもの頃のことだからあんまり覚えてないぞ」

　確かに、両親がロボット開発者なので昔から人型ロボットは俺に取って珍しいものじゃない。昔は何台も自宅のガレージに置いてあったのだ。その頃に今や犬猿の仲である父や母に習った知識や技術を買われて、今もロボロボ部の手伝いをさせられているわけで。

　とはいえ、ある出来事を境に家にロボットを置くことはなくなってしまったので、今は機材や余っていた部品が転がっているだけだけど。

「くそーっ、今もあのガレージに人型ロボットがいたら、絶対どんな手を使っても『お兄ちゃん』って呼ばせて見せるのに！　」

　俺はため息をついた。夢を壊すようだが、人型ロボットは人間みたいに見えても基本的にはＯオペレーシヨンＳシステムの範囲内で動いているだけなので、命令者側に指示コマンドを出すスキルがないとすぐに指示待ちコマンドプロンプトしてしまう。ＴＶで最新型を見ると随分汎はん用よう性や対応力はあがったみたいだけど、それでも台本通りに動いている感じが否いなめない。

　慎太郎の言うように、金持ちがステータスとして自宅に人型ロボットを購入し、家事全般をやらせる話を聞いたことはある。家電量販店にはなくても高級デパートにはそういうロボットが売っていたりはする。

　でもそれは高価な美術品と同じで効率と無縁だし、掃除をするプログラムに混じって恋人のように接するプログラムがインストールされていたとしても、デートマニュアルをなぞるような会話や行動をしてくれるだけのような気がする。まあ本当のところは判らないけど。

　更に言えば――慎太郎よ、ウチのガレージに残っていたのがマッチョな男性型ロボットだったらどうするつもりだ？　俺がそう突っ込もうとした時、教室のドアが開いた。

「はーい、みんな席についてー。ほーむるーむをはじめまーす」

　タイミング良く、愛らしい我がクラスの担任がやってきた。

　さっそく教室の後ろで与よ太た話ばなしに興じている俺たちに、ぷんすかぷんと頰ほおをふくらませる。

「ほらー、チャイムなってるよ！　男子たち席につかないと、めっ！　ですよっ」

　ちなみに、キミちゃん先生こと小こ松まつ崎ざき公きみ恵え先生はこれでも教師歴五年、立派なアラサーである。正直、見た目も言動も中学生くらいにしか見えないので時々忘れそうになるが。

「キミちゃん先生、黙ってオレを行かせてくれ！　妹の命がかかってるんだ！」

「ええっ!?　い、妹さんが？　でもでもっ、せんせーどうしたら……」

「小松崎先生、バカな男子の言うことは無視してホームルームをはじめてください。だいたい、川かわ森もりくんに妹はいません」

　オロオロする公恵先生にそう言い放ったのは、優等生モードの遙だった。

　朝のデレデレな感じとは全く違う雰囲気で、俺が見ても別人のようだ。

「はっ！　そうだった！　慎太郎くん、ウソついちゃめーっですよ！」

「ウソじゃない！　妹はいるんだ！　いつも心の中に！」

　などと、慎太郎は意味不明なことを叫んでいる。落ち着け、病気を疑われるぞ。

「他の男子も、今すぐ席につきなさい。先生がホームルームを始められないわ」

　公恵先生に代わって遙がたむろっていた男子たちを席に戻した。

　よせばいいのに、慎太郎はこっそり教室を抜けだそうとしていた。

「なにをしているの？」

　心を砕くような冷たい声。遙だ。ああ、怒ってる……遙は、正面から慎太郎を睨にらみ付ける。

「川森くん、あなたがそうやってホームルームを邪魔したおかげですでに五分程度の時間が無駄に消費されているわ。ええ、もちろんたかだか五分程度よ？　でも、このクラスには約三十名の生徒がいる。三十名×五分、単純計算で百五十分間。だいたい映画一本分の時間になるわね。あなたの行動には映画一本分の価値があったのかしら？　それにね、私は時間の価値というものはその人の能力や社会における立場によって大きく変わってくると思うの。ここにいる三十名はおそらく将来性という意味ではとても貴重な十代の少年少女たちよね。そんな三十名の五分間がたかだか映画一本分とは、到底思えない。それにこれは余談だけれど、三十名の中にはこの私も含まれているのだけど、そのことについて何か意見や感想はあるかしら？」

「あうあうあう……」

　蛇に睨まれたカエルのごとく、慎太郎はガクガクと震えはじめる。

「そ、そこまでだ！」

　まずいと思った俺は慌あわてて遙の視線から慎太郎をかばった。

「な、なんか慎太郎くんが痙けい攣れんしてるんですけどっ!?」

「慎太郎は生身の女子に１４０文字以上の会話を投げかけられるといつもこうなるんです」

　悲鳴のような声をあげる公恵先生に康夫が説明をする。

「というわけだから、慎太郎も充分罰を受けたんでお説教はこのくらいにしてやってくれ」

「……ふん、いいわ。私もこれ以上時間を無駄にしたくないもの」

　そんな言葉を残して遙は席に戻って行った。遙の説教はいつものことだ。自分が標的にならなかった男子は、それぞれに顔を見合わせている。

「今日もとんでもない切れ味だったな……」

「いいなぁ……俺もあの蔑さげすむような目で見下されてぇ……」

　どこからともなく、そんな会話が聞こえてきて、俺は内心で溜息をつく。

　これが朝から俺の布団に潜り込んでわがまま言っていたのと同一人物とは思えないなぁ。

　ハルカちゃん３原則を守ろうと頑かたくなに頑張った結果なんだろうけど、被かぶりっぱなしの猫、というか被りっぱなしの虎というのは本当の虎とどこが違うのだろうか？

「よ、よーし、それじゃほーむるーむをはじめますよー」

　公恵先生がちょっとヤケクソ気味に言った。

　一番うるさい慎太郎が半分気絶していたのと、事前に遙の恐ろしさを目まの当たりにしていたおかげで、ホームルームはとってもスムーズに終わった。一時間目の前にトイレに行っておこうと教室の外に出た俺のところに、公恵先生がちょこちょこと走ってきた。

「まじくんまじくん、ちょっといいかな？」

「なんですか？　慎太郎なら、ほっとけば復活しますよ」

「そうじゃなくて、昨日のことなんだけど……」

　公恵先生は言いにくそうにしていた。

「昨日のこと……あ！　す、すいません！　授業料のことですよね！　親父おやじに連絡が取れなくて……明日にはなんとか振り込ませますから！」

　明里部長たちが押しかけてきたり、遙の機嫌をとったりですっかり忘れていた。たぶん、遙にメールの返事を書いてそのまま忘れちゃってるんだろう。親父はそういうヤツだ。

「急せかしてるみたいでごめんね。でも、久遠さんのこともあるから……」

「いえ、いつもありがとうございます」

　公恵先生も俺と遙の事情を知っている数少ないうちの一人だ。

　こうやって、わざわざ人目を避けてくれたのも、たぶん先生なりの配はい慮りよだろう。

　ちっちゃくても、やっぱり大人で教師なのだ。それに比べてうちの親父ときたら、大人の自覚も保護者の自覚もないらしい。このままじゃ遙に心配かけてしまう。俺は苛いら立だちを抑えられない。本当にウチの家族はまともなヤツがいない。俺は親父みたいにはならないぞ、とひとり心に誓う俺だった。

　しかし、世の中そんなに甘くない、ということか。

　結局、その日もまったく親父は捕まらず学費の件は空振りに終わった。

　勘違いして欲しくないのだが、うちの親父は社会不適合者の類たぐいではあるものの、お金を持っていない訳じゃない。大学の研究機関から超好待遇で民間の開発会社に転職した経歴を持っているので、大金持ちとまでは言わないけど不自由するような財布の持ち主じゃない。

　それに別居中の母親も同じ研究室から別の企業にヘッドハンティングされているので、家計的にはかなり恵まれた家のはずなのだ。我が家は。

　わがままでひとり暮らしをしている以上、俺の家計費についてはどれだけ厳しく見積もられても気にしないが、払ってくれる予定の学費を忘れて放っておかれるのは納得出来ない。

　俺は思いつく限りの悪あつ口こう雑ぞう言ごんをつくし親父にメールしたのだが、結果はなしのつぶて。

　見ていないとは思えないんだけどなぁ、と思いつつ、俺はその日は諦めた。

　だけどそれは甘かった。トラブルはトラブルを連れてくる。

　俺は、自分がピンチに陥おちいっていることに、まだ全然気付いていなかったのだった。




　人間なら誰でも苦手なモノってのはあると思う。

　もちろん、この俺、大河原本気にもそういうものがある。

　苦手と言っても、それを『嫌い』の一言で片付けられないところに、ままならなさというか人生の複雑さがあると、俺は思うのだ。

「うっ……！」

　朝一番に、その『苦手なモノ』がリビングのソファで静かにコーヒーを飲んでいるのを目まの当たりにした瞬間、思わず俺の口から小さなうめき声がもれた。

「おはよう」

　視線だけをこちらに向けて、白衣の女性は表情の読めない顔で微笑した。

　年齢は二十三歳、誕生日は六月二十七日午前五時三十二分、血液型はＯ型。

　小学生の時にプレゼントを用意し忘れて口にするのもはばかられるくらい締め上げられて以来、俺の脳のう裏りからこの知識が消えることはない。

「お、おはよう、勇ゆ希き姉ねえ」

　そう、残念ながらというべきか……ここでコーヒーを飲んでいる女性は不法侵入でもなんでもない。つい最近までこの家で俺たちと暮らしていた女性。

　俺の姉、大河原勇希。現時点において俺にとって最も苦手な相手だと言っていい。

「おはよう、勇希姉……嘆なげかわしい」

「へ？」

「我が愛いとしき弟よ。照れずに言うがいい、『愛しい姉上様』と」

　どう考えてもそんなことを言う男子高校生はいないと思う。

「お前が微妙な年齢であることは理解している。だが、そろそろ思春期特有の反抗を卒業して素直になってもいい頃合いだろう？　言ってみろ『愛しい姉上様、おはようございます』だ」

「……勇希姉、こんな朝早くにそんなこと言いにウチまで来たのか？」

「私にとって早起きではない。そして、私は朝七時に朝食をとることにしている」

「あ、あの……、勇希姉、そういうことじゃなくて……」

　俺の質問をスルーするかのように、勇希姉は茫ぼう洋ようとした顔で言葉を続けた。

「規則正しい生活をおくること、そして栄養バランスの整った食事をとること、一定以上の睡眠時間を確保すること、この三つが生物学的に見て人体のパフォーマンスを最大限に発揮する最良の手段であることは言うまでもないことだろう」

　何が言いたいのかさっぱり判らないけど、言ってることは正しいと納得せざるを得ない。

　勇希姉が俺に説教をする時は必ずこんな風にまわりくどい前置きがはじまる。

「私は常々思っている。なぜ、これだけ明確に自らを効率化できる方法が判っているのに、多くの人間がそうしないのかということだ。しかるに特にひとり暮らしの男子に至っては自らを持って自らを律する強い意志が必要だというのに」

　時計を見た。時刻は七時五分になっていた。

「寝坊してすみません。すぐに姉さんの分も朝食を用意します」

「うむ、理解が早いのは良いことだ。さすが我が愛しき弟である」

　若くして風格漂うロボット工学の天才。それが俺の姉、大河原勇希だ。

　今は母親と一緒に暮らしていて、大学院でロボット工学を専攻している。有名な開発者である大河原夫妻の一人娘にして美び貌ぼうと頭脳を兼ね備える学会のホープ……らしい。

　時々ＴＶでゲストに呼ばれたりするくらいには有名で、平凡を絵に描いたような俺とは全然違う存在だ。だいたい、物心ついた時からずーっとこの人の気持ちは判ったことがない。

『愛しき弟』っていうのはこの人の得意のフレーズだけど、経験に基づいて言えばこの台詞せりふを姉が口にした時、大抵の場合はろくな展開が待っていない。

　俺は大慌てで朝飯の制作に取りかかる。一緒に暮らしていた頃も、朝食は俺の担当だったので姉の好みは把は握あくしている。勇希姉は半熟の目玉焼きだ。遙がふわふわオムレツが好きなので、一日おきに作っていた気がする。背中に注がれる視線を感じつつ、俺はなるべく姉を刺激しないように細心の注意を払いながら質問した。

「それで、勇希姉は今日、何の用が……？　研究室の方、忙しいんじゃないの？」

「なんだ。私がここに来てはいけないかのようだな。ここは私の生家であり愛する弟と同等の相続権を持っている場所だ。更に言えば、両親が離婚協議中の現在、母の代理として父方にいる愛する弟の様子を確認して報告するのは姉である私の役割でもある」

「い、いや、勇希姉っ、俺、そういう意味で言った訳じゃ……」

「ふむ、ではどう言う意味だ？　簡潔に説明して欲しい。そうだな。二分以内」

　勘弁してください。というか、これだから苦手なんだけど……俺が困っていると、さすがに姉も矛ほこを収める気になってくれたらしい。

「まあいい。朝から愛する弟の様子を見に来たのも事実だが、もちろんそれには原因がある。母さんの携帯電話に、キミの学校の事務の方から連絡があった」

　その瞬間、理由が判った。

　学費の件だ。親父が振り込みを忘れている学費の件で母親に確認がいったに違いない。

　現在別居中とはいえ二人は現時点でも夫婦。そして俺の親なのは確かなのだ。

　あのバカ親父……こうなるって少しは考えなかったのか。

「母さんは非常に胸を痛めており、父さんの元に残してくるのではなかった。ひとり暮らしなどさせるのではなかった、と嘆いている。私も同感だ。多感な高校生の時期、通学に小一時間かかるようになるとしても我々の庇ひ護ごの元、健全な精神と健全な肉体を……」

「い、いやっ、大丈夫だよ！　親父、今日振り込むって言ってたし！　連絡ついてるから！」

　不穏な気配を感じて俺は姉の言葉を遮さえぎった。残念ながら、連絡がついたというのは噓だけど、このままだとこの家から連れ出されてしまう。

「ふむ、連絡がついている、などと発言すると言うことは、連絡がつかないことが多々ある、ということを示し唆さしている。やはり、あまり良い環境にいるわけではなさそうだな」

　あああっ、墓穴を掘った!?

　母さんと勇希姉は、もともと俺のひとり暮らしに賛成してくれていない。

　まあ家事全般は得意だからそこは心配されていないはずだ。別居以前からすれ違い夫婦だった両親と変わり者の姉に囲まれて、しかも遙という甘えん坊の同居人までいる暮らしでは必要に迫られて家事を担当せざるを得なかったのだ。

　とはいえ、高校生のひとり暮らしは確かに珍しい。その上保護者が変人の父親だ。

　そして、おそらくもう一つ、勇希姉たちが心配していることがあるのだ。

　しかも、心配の対象はもうすぐここに来そうな気がする。

　そういう予感に限って、たいてい当たるのが人生の難しい所だ。

　階段を駆け下りる軽快な足音。

　ヤバイ、と俺が思う前にドアを開け、ぼさぼさの髪のままで飛び込んで来たのは遙だった。

「マジくん、おはよう……って、あ、勇希さん!?　お、おはようございます！」

　家にやってきた遙は、勇希姉の姿を見るなり変な声をあげて硬直した。

「おはよう、遙さん」

　にっこりと笑う勇希姉。相変わらず目が笑っていない。遙は一瞬で廊ろう下かに戻る。

　そして次に姿を現した時には、完璧に優等生モードに変化した遙だった。

「失礼しました。本気くんが遅刻しそうな時間だったので、少し慌てました。勇希さんが来ておられたのでしたら、安心ですね。お久しぶりです」

　どうやったのか、わずかな時間で髪も制服も整えて一分の隙もない。

　姉さんはあいかわらず無表情に頷うなずいた。

「会えて嬉しいよ。悪いがもう少し待ってほしい。本気、急げ」

「う、うん」

「遙さん、そこに座って。久しぶりだから、話でもしよう」

「はい」

　遙は、勇希姉の向かいに座った。

「朝食はすませたのかい？　もうすぐ本気が作った朝食が出来るんだが」

「いいえ。すませてきてます」

　噓だよな。ぜったい。朝ご飯を食べて来ているはずはない。今作っているのは遙のために用意していた家庭菜園で取ったミニトマトをつかったサラダと目玉焼きなのだ。

　とはいえ、遙がそう言うのには理由がある。俺は黙って勇希姉と自分の分の朝食を用意し、遙にはせめてもミルクと砂糖たっぷりのカフェオレを出してやる。

　その間にも無表情な勇希姉と優等生モードの遙はおしゃべりを続けている。

「遙さんは、二年生ながらすでに生徒会の書記を務めていると聞いたが？」

「ええ。ですが、それほどたいしたことではありません。永なが野の先輩が会長になられたので指名されただけですから」

「さすがご両親に似て優秀だ。本気も見習うといい」

「……はいはい」

　実際の所、俺と勇希姉、そして遙はこの家で一緒に暮らしていたのだが、年が離れていることもあってそれほど一緒にいた訳じゃない。

　遙がうちに引き取られてきてからは更にそうだ。俺は同じ年の遙といることが多くなり、更にその頃には姉が両親の研究室に出入りしていたのでふたりで過ごすことが多かったのだ。

「遙さんのように優秀なら、ひとり暮らしもいい。だが、本気にはまだ早いように思う。今日も寝坊していたようだ。どう思う、遙さん」

　寝坊っていっても五分だけなんだけど……

　そうなのだ。俺がひとり暮らしでこの家に残る条件の一つが、きちんと自立することなのだ。

「大丈夫です。私がしっかり監視していますから」

　本当は俺が世話している方だけどな、と言いたいのをグッと我慢して話を合わせる。

「そうそう、遙がいてくれるから大丈夫だよ」

「その点は期待している。とはいえ、年頃の男女だ。必要以上に親しくして妙な噂でも立っては、遙さんの両親に申し訳が立たない。大河原家の一員として、それは判っているな、本気」

「わかってるよ、勇希姉。だいたい、妹みたいなもんなんだからさ……」

「それはお前と遙さんの間だけの話だ。世間はそうは思わない」

　ぴしゃりと言い放つ勇希姉に、遙はきゅっと唇を引き結ぶ。

「勇希さん、今、風紀委員も兼任しています。むしろ問題があれば取り締まる側ですから。ご心配いただくようなことはないです」

「……そうか。本気は心配だが遙さんは信用しよう。髪を振り乱して本気を起こしに来てくれるくらいだからな。あの甘えん坊だった遙さんが、変われば変わるものだ」

　遙は、本当のことを見抜かれたような気がしたのか、ここで初めて顔を赤くした。

　勇希姉はそんなことに気付いていないかのように朝食を口に運ぶ。

「私たちにも本気の自主性を尊重したいという意志はある。では、遙さんに免じて明後日まで待とう。それまでに父さんが学費を払い、この家が正常化していると私が判断すれば、今回はひとり暮らしの継続を認めることにする」

「え……？　正常化って……？」

　学費のことだけじゃないのか？

　俺はきょろきょろと周囲を見回した。

「気付いていないようだな。私は、愛しい弟が起きてくる前に生活状態をチェックしておいた。相変わらずロボットを使っていないのは家事を好む本気の趣味として理解しよう。だが、洗せん濯たく物ものが山盛り残り、片付けはいい加減で家の隅々にはホコリが溜まっている状況では……」

　しまった。時々勇希姉がチェックに来るから気をつけてはいたんだけど、このところ試作７号機を作る手伝いに忙殺されて、全然家の事が出来てなかったんだ。

「さらにいうなら、ガレージはもっとひどいな。確かにあそこにある機材や廃棄部品は本気の好きにして構わないが、使った工具や機材を片付けないのは技術者失格だ」

　一言もない。自分ひとりで作業していたらある程度は気をつける習慣がついているけど、慎太郎や康夫、そして明里部長たちと頑張っているとどうしても先に進むことばかり焦ってしまって、掃除や片付けはおろそかになってしまうのだ。

「ひとり暮らしをキチンと出来ているか、その基準は監視に来ている私の判断だ。もちろん、父さんが帰って来て面倒を見てくれるなら別だが。そうなっていれば、もともとあらゆる意味で今の状態はないのだから、言っても詮せん無ないことだな」

　珍しく肩をすくめるような仕草を見せる勇希姉。遙は、答えられないというように目を伏せた。俺は、朝食を食べ終わると黙って後片付けを始めた。

　そう、俺たち家族はバラバラだ。ずっと前から。

「とにかく、学費が振り込まれないのは論外として、次に私が確認に来るまでに生活状況が改善していなかったら、本気は私たちが引き取るように父さんに話をつける。異議はないな」

　たとえ言っても聞いてくれないんでしょうに。

　この正論で相手を押さえ込んでしまう感じが、俺がこの姉を苦手だと思う原因だった。

　遙は、ぎゅっと唇を引き結んで何も言わなかった。普段見せないような青い顔をして。

　俺たちは連れだって家を出ると、すぐ隣の学校に向かう。家の片付けはしておく、と言って俺たちを送り出した勇希姉は、去り際に一言だけ褒ほめてくれた。

「相変わらず、お前の目玉焼きは最高だ。では、また来る」

　家事が趣味の身としては少し嬉しかった。目玉焼きくらいで喜んでくれるなら何度でも作るけど……正直、次に勇希姉が確認に来る日が恐い。ガレージ、どうしようかなぁ。試作８号機を置く場所は、結局あそこしかないだろうしなぁ……

　そしてそれ以前に、何が何でも、今日はバカ親父おやじを捕まえないと。俺は、ため息混じりに固く決意しながら学校に向かう。そのわずかな道のりの間、遙は一言も口を利きかなかった。




　学校に着くと、俺はＨホームＲルームを抜け出して再び理科準備室にやってきた。

　ここは学校でも死角というか誰も来ない位置にあって、大声を出しても大丈夫なのだ。

　流石さすがに天井にロボットをぶつければバレるけど、そうでなければ誰も来ない。

　しかも俺たち自身で修理することになっているので、今ここに来るのは俺以外では慎太郎たちくらいだ。俺たちが天井にいれてしまったヒビを見ながら、携帯電話を取り出す。

　今回は、電話に出るまで何度でもかけるつもりだった。

　授業をサボることになっても仕方ない。何度もかけたリダイヤルを再び押して、親父が出るのを待つ。あまり早起きするタイプじゃないから、寝てるのかも知れない。人生の大半は研究に懸かけているようなタイプだった。同じ研究者とはいえどうしてあの母親と結婚出来たのか謎だ。予測通り、留守番電話に切り替わる。いつもならここで何も入れずに電話を切る。

　着信履歴が残ればそれで十分だし、普通はかけ直すなりなんなりするだろう。

　しかも用件は以前メールしてあるのだ。着歴を見ただけで学費の事だと判るはずだった。

　でも、勇希姉が乗り出してきているということは、事態はそんなにのんびりできる状況とは思えない。今回は、何が何でも連絡を取るつもりだった。

「もしもし、親父？　すぐに返信くれ。急いでるんだ」

　まずは穏おん当とうに留守電を入れて、しばらく待つ。当然というべきか返信はない。

「もしもーし！　親父、電話に出ろ！」

　何度も電話しているうちに、イライラしてこんな感じになっていく。

　自分のことだけなら、別に母方に行くことになっても諦める事は出来る。

　ひとり暮らしの方が自由だしあの姉にずっと監視されると思うと気が重いけど、我慢できない訳じゃない。それでも……何度も何度も電話をかけ続ける。何十回目かの留守電。

「オヤジー！　遙が傷ついてもいいのか！　あんたの親友の娘だろうがっ！」

　思わず叫んだ俺の耳に、意外にも返事が聞こえた。

「も、もしもし……」

「親父っ、どういうつもりだっ！　……って、女の人？」

　反射的に怒鳴ってから、俺は声がまったく違う事に気がついた。

「あ、あの……す、すみません。あ、あの、誰か傷つくんですか？　大丈夫ですか？　私に出来る事はありますか？」

　いきなり、前置きなしにそういわれて、俺は面食らう。

　これは、俺の親父の電話だ。しかも、早朝とまではいわないが今は朝のＨＲの時間。

　別居中の親父の所に女がいる。そういう結論になる……が、俺は流石さすがにそれはないと断定してしまう。なんというか、本当に研究バカでそういうタイプじゃないのだ。

　大方、研究所の他の職員の人だろう。俺は、呼吸を整えた。

「すみません。父かと思いまして。大河原に代わって貰えますか？」

「申し訳ありません。現在、マスターは優先度最高の指示でお休みになられています。起床予定時刻は四時間後になります」

　……その言葉で判った。電話を取ったのは人型ロボットだ。

　それも多分、親父が作ったロボットだろう。だったら、話は簡単だ。

「えーと、じゃあその指示を上書きしてください。優先度最高で、伝言をお願いします。『今日中に学費を振り込め』。できますか？」

「あ、あの、マスター登録されているデータがないので、勝手に優先度の書き換えは出来ません。本来は、この通話をすること自体が指示違反なんです。ですが、特例として御伝言は承うけたまわりましたので、戻られましたら必ず伝えます。必ずです！」

　妙に力強く言われて、俺は不思議な気分になる。やけに人間っぽいロボットだな。

「それ以外に、何か私にお手伝い出来ることはありますか？　私たちロボットは、人間に危害が及ぶのを見過ごしてはいけないんです！」

　そういわれて、このロボットが勝手に親父の電話に出た理由が判った。『遙が傷つく』という俺の発言がロボット３原則の第１条に抵触する可能性があったからだ。

「……じゃあ、親父にもう一つ伝えておいてください。『帰って来いとはいわないが、最低限の事はしてくれ。俺の事はともかく遙の世話はしろ。泣かせたら俺が許さない』って」

「え、えっと。それは、本気様たちのお世話をする人が必要だということですか？」

「まあ、そういうことです。伝言、お願いしますね」

「は、はいです！　判りました！　絶対、絶対伝えます！」

　妙に明るい声で、受話器の向こうでロボットが答える。

　……親父、ヘンなロボット作ってるなあ。まあ最新型ってことなんだろうけど。

　俺は電話を切ると、ふう、とため息をついた。幸か不幸か、ロボットは物忘れをすることはないし指示を無視することもない。親父は忘れていたり面倒がっているだけで学費を払いたくないと思ってる訳じゃないから、すぐに振り込んでくれるだろう。

　ほっとしたことで、俺はあることに全然気付いていなかった。

　それは、その親父の作ったロボットが……俺を名前で呼んだことに。




　一つ問題が片付いたので、俺は昼休みのうちにもう一つの問題を片付けるつもりだった。

　昼飯も食わずに活動を開始した俺は何故か、大荷物を抱えて廊ろう下かを歩いていた。

　俺は、遙と教室で別れるとガレージの使い方について相談すべくロボロボ部に向かった。

　そしたら、いきなり明里部長の荷物運びに任命されたのだ。

　人使いが荒い、とかそういうことじゃなくて、部長は生徒会長も兼任しているので、非常に忙しいのだ。昼休みにも用事があるというので荷物運びをしながら話を聞いて貰う事にしたのだ。長い廊下を部長と歩いていると、擦れ違う学生たちが次々に挨あい拶さつをしていく。

　それにいちいち元気よく挨拶を返す部長を見ていると、「本当に生徒会長なんだなぁ」とか、あらためて思ったりする。車くるま椅い子すに乗っていることなんて、すぐに忘れてしまいそうだ。

「なに？　大河原くん、あたしの顔になんかついてる？」

「あ、いや、なんでもないです」

「お、もしかして惚ほれちゃった？」

「ちがいます」

「でも残念だったね。あたしにはもう親が決めた婚約者が……」

「はいはい、また『うっそーん♪』とか言うんでしょ」

「……」

「え……ほ、ほんとなんですか!?」

「いたらいいなぁって」

「やっぱりウソなんだ」

　妙に真ま面じ目めな顔をするから一瞬信じちゃったじゃないか。

「冗談はともかく、あたしはこんなんだからさ、そういうのはまあ半分諦めてるっていうか、二の次っていうか……」

　部長は自分の動かない足を見る。あまり詳しく聞いたことはないけど、部長は生まれつきの難病で腰から下の感覚がほとんどないらしい。

　歩けないのはもちろんのこと、１ミリたりとも動かせないそうだ。

　リニアホイールと人工筋肉による可変機構を備えたハイテク車椅子のおかげで、日常生活にはほとんど支障はないみたいだけど、だからってすべてが解決したわけじゃない。

「生まれつきだからそれほど不便に感じたこともないんだけど、普通の人が当たり前にできることができないってのは、ちょっと悔しいかなー」

　俺は何も言えなかった。歩くことも走ることも当たり前のようにできる俺が、かける言葉なんてあるわけがない。でも明里部長は全然暗い顔はしていない。彼女は可か愛わいく笑った。

「だからね、あたしはいつかこの足を取り替えたいって思ってるんだ。ロボットの足と」

「え……ロボット？」

「そう。でも、ただのロボットじゃないよ。本物の身体からだと同じように動いて同じように感じることができるやつ」

「それって、義足を作りたいってことですか？」

「ちがうちがう。義足よりも本物の手足よりももっとずっとすごいやつ！」

　そうか、だから人間と同じ動きをするロボットを作ることに拘こだわっているのか。

「今はまともに歩くこともできないロボットしか作れないけど、いつかあたしは自分のこの足の代わりになるロボットを作る。そのために、ロボロボ部で研究してるのよ。人型ロボットの下半身を人間に繫つなぐ技術はまだないって、以前、勇希さんも言ってたし」

　朝会った姉の名前が出た瞬間に、俺はぎくっとしてしまう。

　もともと姉と明里部長が知り合いで、その縁で遙も俺も子どもの頃から明里部長を知っていた。遙は今でも気を抜くと『明里お姉ちゃん』っていうくらいだ。実際に一緒に暮らしていた勇希姉の事を『お姉ちゃん』と呼んだことはないので、どのくらい懐いているか判ると思う。

　でも、ここでそういうことを言われると、俺は困ってしまう。

　もともと俺はロボロボ部じゃない。ロボットに関する事は家に持ち込みたくないのだ。

　明里さんが部長だからガレージを提供したり、ロボットの組み立ての手伝いはしているけど、それほど熱心に取り組んではいない……つもりだ。機械いじりは好きだけど、ロボットは少し事情が違うのだ。

　だけど、明里部長からこんな話を聞かされたら、簡単に『ガレージを使うのは勘弁してください』とは言いにくい。相変わらず、明里部長は人心掌しよう握あくがうまいと思う。

「大河原くん、助けて」と言われるたびについこの人を、守らなきゃ、助けなきゃ、って思っちゃうんだよな。言ってることは結構ムチャクチャな人なんだけど。

　彼女、永野明里さんが生徒会長に選ばれた理由がよく判る。

　この人は人を惹ひきつける魅力みたいなものを持っているんだ。

「俺なんか、役に立ちませんよ」

「んなことないって、大河原くんのその手先の器用さがなきゃロボロボ７号はいつまで経っても完成してなかったよ。やっぱ一家そろってロボット工学者っていう血を受け継いでるんだって」

「でも俺……やっぱり遙が……」

　部長が小さく溜息をついたのが判った。

「んー、まあ、それは判るんだけどね。あの子も乗り越えた方がいいと思うんだけどさ」

　子どもの頃から遙を知ってる明里部長は、遙の過去のことも知っていた。

　俺が、家の中で全くロボットを使っていないことも。

　ちょっと湿っぽくなった空気を吹き払おうと、俺はわざと笑顔を作った。

「それより、部長は足ができたら……いや、直ったらか。何かしたいこととかあるんですか」

「そりゃあもちろんエッチなこと！」

「えっ……!?」

　あまりにも力強く言われて、俺は危うくその場でつんのめりそうになった。

「ちょっ、なんなんですかその目標は！」

「えー、だって歩くとか走るとかは今の方がぜんぜん便利だし、そうなってくるとやっぱり残るはセック……いやいや、そこまで露骨にはいわないけど、エッチなことしかないかなって。エッチ。いやー、バッチリ気持ちいいらしいよ？　ものの本によると」

「仮にも女の子がそんな単語を連呼しないでください！」

「もう恥ずかしがっちゃってー。思春期の男子が一番興味あることはエッチだって雑誌に書いてあったよ？」

「雑誌の言うことを鵜う呑のみにしちゃだめ！」

「またまた～。あ、そうだ。ロボット完成させてくれたらあたしをプレゼントってどう？」

「え……」

　まじまじと見つめられて俺は思わず真っ赤になる。明里部長は、本人も自覚してるくらい美人で、ちなみにおっぱいも凄すごく大きいのだ。絶句した俺に、部長はイタズラっぽく微ほほ笑えむ。

「あ、本気で考えた。やっぱりエッチなことばかり考えてるんだ～」

「ち、違いますってば！」

　ついさっきまで、難病を乗り越え科学の力で自らの足の代わりを作ろうとしている――っていう映画ばりの感動ストーリーが展開されていたはずなのに、一気に俗ぞくっぽい話に成り下がってしまった。俺は呆あきれるというか、ガッカリするというか、ひじょーに残念な気持ちでいっぱいだ……って、ちょっと待った。いま、大変な事実に気付いてしまった。

「部長、ひとつ質問なんですが、さっき言ってた、本物以上にすごいって、もしかして……」

「うん、もちろん歩くだけじゃなくて、そういう機能を搭とう載さいしたいね！　高・性・能で！」

「だああああああっ！　返せ！　俺の尊敬とか感動を返してください！」

「あんでよー。大河原くんは夢がないねー」

　すっかり騙だまされた気分だ。俺は部長の話は鵜呑みにしないようにしようと心に誓った。

　そして結局煙けむに巻かれた俺は、ロボロボ部の活動にガレージを貸さないようにしたいという提案をするのをすっかり忘れていたのだった。




　職員室で公きみ恵え先生に確認すると、学費は無事に振り込まれていたそうだ。

　これでひとまず安心だ。公恵先生は「困ったことがあったらなんでも言ってね！」と、力強く胸を叩いて、あんまり強く叩きすぎてムセたりしていた。

　ちょっと頼り無いけど、気遣ってもらえるだけで不思議と気分が楽になるもんだ。

　残り少ない昼休みをどうするか、昼飯抜きはちょっと辛つらいけど……

　頭の中でプランを練ねっていると、目の前から猛烈な勢いで突っ込んでくる人物が目に入った。

「どきなさい大河原本気！」

　首から高そうな一眼レフカメラをぶらさげて、背中にはパンパンに膨ふくらんだリュックを担かついだ女子は新聞部に所属していて俺と同じクラスだ。常に新たな話題を探して放浪する彼女は、何故か遙と仲がいい。だからというべきか自然と俺も話す機会も多いのだ。

「ずいぶん大荷物だな、宮みや武たけ。大丈夫か？　教室に行くなら、少し持ってやるぞ」

「ふっ、たまに紳士的な態度をとってみたってあんたの本性はとっくにお見通しよ」

　会って早々ひどい言われようだ。こんな感じで俺はあまり信用されていない。

　というのも、宮武の中では『遙に迷惑をかける幼なじみ』というフラグになっているのだ。

　あまり否定できない面もあるが、当然誤解だ。これも『外では仲良くしない』というハルカちゃん３原則に端たんを発する出来事なのでどうにもならないことではあるのだが。

　苦笑いしている俺に、大荷物の宮武は憤ふん懣まんやるかたないという表情だ。

「まったく、あんたみたいなのが苦労かけるから、遙が……」

「え!?　遙……どうかしたのか？」

「あんたにいっても仕方ないけど反省材料として教えてあげるわ。遙、さっき、生徒会の荷物運ぼうとして倒れちゃったのよ。私が持ってるのは彼女の持っていた……あっ、ちょっ」

　最後まで聞かず、俺は駆け出していた。




　保健室に着いた俺が、カーテンで仕切られたベッドに近づくと、中から「マジくん？」と俺を呼ぶ声がした。気配だけで俺だと判ったらしい。

「えへへ……エネルギー切れちゃった」

　俺の顔を見ると、すっかり素に戻った遙が力なく笑った。

「バカ。貧血なんて、ちゃんと昼飯食わなかったのか？　朝飯も食べてなかったのに」

「だって、お弁当がなかったんだもん」

　そうか、今朝は勇希姉がいたこともあって弁当を作ってる余裕がなかった。

「だからって、ちゃんとメシ食わないとダメだろ。小遣いはそこそこあるんだし学食で……」

「マジくんのお弁当じゃないとやだ」

　ぷーっと頰をふくらませる遙。子どもみたいだぞ。

「マジくん、マジくん」

　遙が何か言いたげに俺の袖そでをひっぱる。

「どうした？」

「あのね……ぎゅってしていい？」

　珍しく訊いてくる。たぶん学校だから遠えん慮りよしてるんだろう。

「人前ではダメだって言っただろ」

「でもね、一昨日からずーっと遙のエネルギーは満タンにならないまんまなんだもん。遙は一日５回はマジくんにぎゅーってしてもらわないとエネルギーが切れちゃうんだよ。マジくんは、遙のお世話してくれる約束だよ。ハルカちゃん３原則に反するよ？」

「またそれかよ……」

　とは言ったものの、あまり強く言う気にはなれなかった。

　今朝のことが一番堪こたえているのは遙だと思う。もしかすると、俺とも離ればなれになるかも知れないってことに。俺がひとり暮らしを選んだ理由……それはこの血のつながらない妹みたいな少女を、ひとりぼっちには出来ないから……っていうのも大きい。

　でも勇希姉たちが「年頃の男女が一つ屋根の下はあり得ない」という気持ちも判る。大切な妹みたいな遙に、ヘンな噂うわさが立つようなことをする訳にはいかなかった。

「ねえ……ダメ？」

「うっ……」

　上目遣いで聞いてくる遙。それは反則だ。

　相手は兄妹も同然だっていうのに、俺は何をドキっとしてるんだ。

　手がかかる甘えん坊の猫みたいな遙。これは、もう俺しか知らない遙だ。

　ハルカちゃん３原則に従って俺が彼女にお願いしたのは、甘えるのは二人きりの時だけってこと。ここは、一応、二人きりの場所だ。俺たちが一緒に居続けるためのルール。

　そしてロボットにかまけて家族をおろそかにしている両親や姉と、自分が違うことを確認できる部分でもある。俺は、遙を大切にするんだ。家族を、妹を。俺は、苦笑いして頷うなずいた。

「……ちょっとだけだぞ」

「やった！　それじゃ、ぎゅ～っ」

　と、遙が俺に抱きつこうとした時――ぐうう、とお腹なかが鳴った。

「あ、あれ？」

「はは、本物のエネルギーも足りないみたいだな。ちょっと抜け出してご飯食べてから教室に戻ろう。朝飯の残り、まだあるはずだよ」

「……うん。でも……ぎゅー、もするよ！」

　抱きついてくる遙は、随分女らしい体つきになってきている。だけど、この抱ほう擁ようは、恋愛とかそういうものじゃなくて、生きていくために必要な事。エネルギーっていうのは、そんなに噓じゃないよな。そんな風に思いながら、俺はよしよしと遙の頭を撫なでたのだった。




　次の授業が始まる頃には遙はすっかり元の優等生モードに戻っていた。

「はるかああああっ！　心配したわよおおおっ！」

　親友を自称する宮武がむせび泣きながら遙に抱きついていた。

　他にも、クラスの女子たちが遙を取り囲んでいる。

「富とみ子こ、くっつかないでちょうだい。ウザいから」

「ああっ、その冷たい言葉！　それでこそわたしの遙よ！　でも下の名前で呼ばないで！」

「だったらまずは私の言うことを聞くべきね富子。富子のそういう暑苦しい態度が私を不快な気分にさせるということを富子には以前から伝えているはずよね富子。どうして富子は理解してくれないのかしら？　もしかして富子はバカなのかしら？　富子の口から詳しく説明してもらいたいと富子には苦言を呈ていすわ。ところでちゃんと聞いてるの富子」

「ああっ、畳たたみ掛けるような連呼!?　ゾクゾクするわ！」

　仲が良いんだか悪いんだかよく判らない二人だった。

　そんな遙を見ながら、俺はふう、と大きなため息をついた。

　やらなければならないことがたくさん積み上がっているのだ。

　ロボロボ部にガレージを貸さないのは難しそうなので、まずはガレージを整理してまっとうに使えるようにしなきゃいけない。廃ガレージを無理やり使っているのが散らかる原因なんだから、キチンと機能的にすれば問題は解決するはずだ。本末転倒という気もするけど、家から追い出されないためには仕方ない。

　それから、自宅の掃そう除じや整せい頓とんだ。もともと家事は嫌いじゃないけど、遙の世話とロボロボ部の作業を並行しながらやるのは結構大変だ。遙と俺の関係をある程度知ってる明里部長だけならともかく、ロボロボ部が来ている間は遙はウチに来られない。

　慎太郎も康夫も信用できない訳じゃないけど、遙のことになると予測もつかない。

　クラスで一番美人でクールな遙が、実は甘えん坊だって知ってどう反応するか。噂になり、それが勇希姉の耳にでも入ったら、今の状況が壊れてしまう。それは避けたかった。

　俺を置き去りにしてロボットにかまけている両親がいやだし、勇希姉のように正しいことを押しつけるのもイヤだった。遙が大河原家に来たのは、両親を亡くしたからだ。うちの両親も優しかったし、今でも別に冷たい訳じゃない。ただ、とにかく優先順位の付け方が下へ手たなのだ。

　俺はそれで随分寂しい思いをした。遙は、更に寂しかったに違いない。

　泣いている遙が、俺に「遙、ロボットになりたい」といった日を、俺は忘れたことはない……と思い出しかけて、俺はブンブンと首をふってその記憶を吹き飛ばした。

　ハルカちゃん３原則は、確かに俺と遙の約束だ。

　だから、俺はそれを守りたいと思う。自分だけでも約束を守る男でいたいと願う。

　とはいえ……今のままではなかなかすべてを理想通りに整えるのは難しそうだった。

「ふう……俺がもうひとりいればなぁ」

　俺のため息が聞こえたように、突然、ポケットで携帯が鳴った。

　慌あわてて取り出すと、メールが届いている。送信元は……親父おやじだった。

　あれだけ連絡して返事がなかったのに、どういうつもりだ？

　金を振り込んだ連絡か、それとも謝罪のメールくらいよこす気になったんだろうか。

　内容は、そのどちらでもなかった。

「世話を送る。宜よろしく頼む」

　それだけだった。

　……世話を送る？　何語だ？　意味が判らない。

　親父は頭がとてもいいはずなのだが、本当に俺の想像を越えて理解しがたい。

　返事をするのも諦めて、俺はもう一度ため息をついたのだった。




　俺は大慌てで帰宅した。やることは死ぬほどあるのだ。まずはガレージの片付けを……遙の夕食を用意するまでに、勇希姉が納得するくらいの状況に改善する必要がある。

　そう思いながら駆け足で家の前まで来た時、俺は親父からのメールの意味を理解した。

　うちの前に、特徴的な服を着て独特の髪飾りみたいなものを付けた、まさに人形のように美しい少女が立っていたのだ。

　少女は、帰宅した俺を見てぱあっ、と微ほほ笑えんだ。

「はじめまして。マスター！　今日からマスターのお世話に参りました！」

　大きなカバンと共に現れたその美しい人形は、電話で聞いたのと同じ声をしていた。

「ひ、ひ、人型ロボット……お世話？　俺の？」

　状況が頭に入ってこない。

「はい！　お世話をする人が必要だそうです、と前マスターにお伝えしましたら、わたしが派遣される事になりました！　これからは本気様が私のマスターです！　末永くよろしくお願いいたします！」

　人型ロボットは超高価で、とても個人宅で家事をさせるにはもったいない芸術品……なのだ。いくら何でもオーバースペック過ぎる。それに、もうひとつ大問題がある。

　俺が自宅でロボットを一切使っていない理由……遙はロボットが嫌いなのだ。親父も知ってるはずなのに、人型とはいえロボットを送ってくるなんて。

　でも確かに、家事や面倒ごとを一体ですべて片付けてくれる人型ロボットがいれば、ひとり暮らしの問題なんてほぼ全部片付いてしまう。だけど……

「お、親父ーっ！　雑にも程があるだろーっ！」

　思わず、天に向かって絶叫してしまう俺だった。




　こうして、俺の家には超貴重なロボットがやってきた。

　そしてこれが俺たちの運命を変える日々の、始まりだったのだ。
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第三章　美少女ロボットの存在意義









　今、我が家のリビングには高級車10台分以上といわれる高価なロボットがいる。

　リビングの入り口に立ってニコニコと好感度の高い表情を浮かべて珍しそうに周囲を見回している彼女は、俺と同じ年齢くらいの凄すごい美少女にしか見えない。

　おそらく一流のデザイナーが全力で力を注いだのであろう顔は、一分の隙すきもない美び貌ぼうというには少しこちらの警戒を解くような優しさが加えられて、親しみやすい美しさを演出している。そして統計学的に計算された完璧なバランスのプロポーションは、人造とは思えない柔らかさと温かさを感じさせて、妙に俺を緊張させていた。

　人間に似せることを目的として開発された人型ロボットは、仕草や表情の再現度が高ければ高い程、高性能のロボットであると考えていい。そういう意味で、目の前にいるロボットは今まで俺が見たことのあるロボットとはくらべものにならないくらい人間らしく感じられた。

　わざとらしくない笑顔と、「珍しそうに」という初期情報入力中を感じさせる表情を両立させて、しかも発言を待っていることを表現するようにこちらを窺うかがうような視線。

　ぶっちゃけ俺は初対面の女性をリビングにあげてしまったような居心地の悪さを感じている。

「マスター、ご指示を頂けますか？」

　人型ロボットは待ちきれない、という感じに笑顔を俺に向ける。

　しかし、正直言って俺は現状、状況について行けていない。慌ててリビングに通してしまったのも、このままでは学校から帰ろうとしてる連中にこの人型ロボットを見られてしまうからだ。あまりにも目立つ美少女、しかも人型ロボットが我が家の前にいたなんて事が判れば、最も穏当な展開でも学校中の男子生徒が一目見ようと押しかけてくるだろう。

　早めに家に帰って来て正解だった、と自分の幸運に感謝しながらもロボットに返事をしないのは、携帯電話を鳴らすのに忙しいからだ。ロボットを見てからそれしかしてないとも言える。もちろん相手は親父だ。この状況について説明を求めたかった。しかし。

「はあ……でないなぁ。親父のヤツ、どうするんだよ、これ……」

　あれだけ連絡しても出なかったヤツが、早々反応するはずもなく俺はため息をついた。

「あ、あのっ、わたしも……多くのデータを持っている訳ではありませんが、マスターのお父様は、現在、米国の学会に向かわれています。到着予定は７時間17分後。その30分後には学会のレセプションに参加されます。お電話に対応出来るのは最短で８時間以上後です。また、帰国の予定はデータにありませんが、過去の統計から最短でも二ヶ月以上先だと推測されます」

　俺が親父に電話していることを認識したロボットは、笑顔を崩さぬままで教えてくれた。

　……なるほど、親父が送って来たってのは間違いないらしい。

「そ、そう……ありがとう。えっと……」

「はいです！　なんですか？　ご指示を頂けますか？」

　もの凄くまっすぐに俺の方を見つめている瞳に、妙にドキドキしてしまう。遙がいつも俺に甘えてくるっていっても、こんなに凝視されたりしない。俺の言動を少しも逃すまいと待ち構えるような雰ふん囲い気きだった。俺は、ひとまず呼吸を整える。

「ごめん。名前を教えてくれるかな」

「はいです！　わたしは大おお河が原わら研究室所属試作実証実験機、開発コード００２です！」

「……それって単なるナンバリングだよね」

「あっ、えっと、そうですか？　研究所では、名前を訊かれたらこう答えるのが普通で……正式な機体コードやシステムコードもありますのでご説明しますか？」

「いやいや、そうじゃなくて。普段、親父からなんて呼ばれてたの？」

「あ、判りました！　愛称ですね。わたし、プロトⅡと呼ばれておりました！　マスターも、親しみを込めてプロトⅡとお呼びください！　もしくは、新しいマスターである本気様のお気に召すお名前を付けていただければ、すぐに愛称データを上書き致します！」

　ぱあっ、と花が咲くように笑うプロトⅡ。なんとも感情表現豊かなロボットだなぁ。

　しかし……単にプロトタイプ二号機ってことだよな、その愛称。開発コードそのままじゃないか。親父らしいといえば親父らしいけど、そのどこか人間味に欠けた名前の付け方が、そのまま親父の人間性を表している気がして、なんかすこし不愉快だった。

「じゃあ、ひとまずプロトⅡ……さん」

「マスター、呼び捨てにしていただいて結構ですよ？」

「うっ……なんかやりにくいんだよね……」

　ロボット相手なのは判っているんだけど、これだけ人間っぽいとそれはそれで困る。

　じーっ、とこっちを見守る子犬みたいな視線は、俺を緊張させるものがある。下へ手たなことは言えないような気持ちになるというか……俺は深呼吸して態勢を整えた。

「うーん、何から聞けば……プロトⅡ、俺の世話に来たってことは、これからここに住む……っていうか居る、っていうか……とにかく、もう親父のところには帰らないってこと？」

「はい！　マスターとマスターも住むこの家の維持がわたしのメインコマンドに設定されました！　研究所についてはメンテナンスとデータ提供以外の指示は受けていません！」

「待て待て。俺はそんなこと親父に頼んでないぞ。いったん、その指示を解除したいんだけど。それと、できたらひとまず親父のところに戻って欲しいんだ」

「ええっ、そんな！　わたしはもうマスターの変更を行ってしまいました。最低限、マスターのお父様が戻られない限り、わたしの再調整は不可能です。それに研究員以外がマスター登録を行ったロボットは勝手に研究所には入れないんです」

　おいおい、つまり戻るところがないってことか？

「マスター……プロトⅡは、迷惑ですか？」

　ぎゅっ、と胸を締め付けられるような気がする。どうやら、俺は袋小路にいるようだ。

「……い、いや、そういう訳じゃないんだけどさ。う、うーん……」

　ため息をつく俺と対照的に、プロトⅡはぱあっ、と明るい顔になる。

「よかった。プロトⅡはいきなり野良ロボットになるところでした。ほっとしました」

　胸を撫なで下ろす仕草は、本当に人間にしか見えない。

「では、お世話をさせて頂くにあたり、マニュアルに基づいて現状の指示待ち状態を解除し、自宅の中を整せい頓とんできるように確認作業にはいります。許可いただけますか？」

「まあ、とりあえずは初期の設定でやってみてよ……あんまりものは動かさないでね。どこに何があるか判らなくなったら困るんだ」

　何もさせないって訳にはいかないような気がして、俺は頷いた。どちらかというと、気持ちは遙はるかになんて言えばいいかに向いていて、それどころじゃなかったのだ。

　だから、反応が遅れたのはわざとじゃない。

　いきなり着ていたものを脱ぎ捨てて、プロトⅡが全裸になるまで放っておいた訳じゃない。

「……え？　ええ？」

　気がつくとプロトⅡがシミ一つない、人間と全く同じ素肌を晒さらしている。

　うちのリビングで。

　えーと、頭髪以外に一切体毛がない以外は完かん璧ぺきに人間と同じ。

　最高級ロボットらしい凄すさまじい再現度だった。俺はどうしていいか判らなくなる。

　落ち着け。これはロボットだ。昔、うちにいっぱい転がっていたロボット。ロボットに貼り付けられている人工皮ひ膚ふの感触は人間と全く同じで、医療用にも使われていてメンテナンス用の溶液につけない限り人体同様の……なんて事はどうでもいいっ！

「プロトⅡ!?　なにやってるんだっ！」

「現在、高機能モードに換装中です。先ほどまでは円滑に移動するための外出用人間迷彩服、ロボットだと判りにくくする為の装備をしておりましたが、これより動きやすく家庭内のコンピュータやロボットと連携を取りやすい装備に……」

「だーっ、す、すくなくともここで着替えなくていいだろ！」

「は、はいです？　も、申し訳ありません。マスターが何を仰おつしやっているか判りません」

　プロトⅡは、真っ白な肌を晒さらしながら困ったように首をかしげた。その時だった。

「マジくん、おかえりー！　遙ただいまでーす！　今日の晩ご飯、なーに!?　あたし、お腹空いてドーナツ買って来ちゃったぁ！　一緒に食べよーっ！」

　リビングに飛び込んできたのは、ご想像の通り久く遠おん遙だった。

「あっ、遙！　今はダメだっ！」

「ふぇっ、誰かいるの……って、えっ、ええええーっ！」

　遙は、リビングの真ん中で服を脱いでいるプロトⅡを見つけて大声をあげる。

　俺は頭を抱えた。ただでさえどう説明しようか考えてたのに、最悪のタイミングだよ……

　買って来たドーナツが袋ごと、遙の足下に軽い音を立てて落ちた。

「はじめまして。マスター、ご来客ですよ。もしかして、遙様ですか？」

　プロトⅡがニコニコと遙に会え釈しやくして、俺の方を向く。全裸で。

「ま、マジくんっ！　こ、これっ、どういうことぉおおおおっ！」

　そういいながら遙はビックリするほど俊敏な動きで俺の背後に回る。その途端、俺の視界が真っ暗になった。

「い、いや遙、これはだなっ……」

「説明は後で！　と、とりあえず見ちゃダメっ！　絶対ダメ！　ハルカちゃん３原則に反してる気がする！」

　遙は後ろからしがみつくようにして俺に目隠ししていた。どの辺が３原則に反しているのかは判らないが、なんとなく気持ちは判るので俺は抵抗できない。

「ええっと……プロトⅡは、どうしたらいいですか？」

　俺と遙の行動が理解出来ない、という感じにプロトⅡの困った声がする。

　声にすらニュアンスが乗せられるってのは、本当に超高級ロボットなんだろう。

　しかし高性能な機能をフルに使った質問にも拘かかわらず、その回答は俺と遙で全く同じだった。

「「いいから、服を着て！」」

　こうして、プロトⅡは我が家にやってきたのだった。




　何とか遙が目隠しを外してくれて、俺、遙、そしてプロトⅡは、向かい合うように座っていた。遙は、どんな顔をしていいか判らない、と言いたげな顔をしている。

　ちなみに、プロトⅡはというと、テーブルに供されたお土産みやげのドーナツをかじっていた。

「んんふっ!?　こ、これがドーナツというものですかっ！　プロトⅡは生まれてはじめて食べましたが、なんと言いますか……ふんわり、しっとり、甘くて……えっとえっとっ」

　俺がお茶を持ってくると、口のまわりに食べかすを付けたまま何か上う手まいことを言おうと一生懸命語ご彙いをひねりだそうとしている少女を、遙が困惑気味に眺めている。

「……あの、お茶も飲んだ方がいいよ」

「あっ、マスター、ありがとうございます……あぢゃぢゃっ!?」

　差し出されたお茶をいきなり飲んで、プロトⅡが悲鳴を上げた。

　その仕草は、どう見ても人間だ。ついでにいえば、どちらかといえばドジっ子に感じられる。

　まあ、そうじゃなきゃいきなりリビングの真ん中で脱いだりしないと思うけどな。

「あの、プロトⅡさんは、ホントにロボットなの？」

　遙が疑問に思う気持ちはよーく判る。

　俺だって、ドーナツ食って、お茶飲んで舌をヤケドするロボットなんて聞いたことない。

「はへ？　さうですよ！」

　ちょっとでも冷まそうとしてるのか舌の先を出したまま、プロトⅡは返事をする。

「こ、これは違うんです！　プロトⅡは猫舌なんかじゃありません！　プロトⅡはちょーこうせいのうなロボットなのですから、いざとなればこ、この程度のお茶なんてあっというまに飲み干して見せるのです！」

「いやいや、別にやらなくていいから」

　ブルブルと震える手で湯飲みを摑つかむ少女を止める俺。これってどういう機能なんだろ。

　親父が何を思ってこんなロボットを作っていたのか、全然想像出来ないぞ。

「……あ、そうでした！　前マスター、本気様のお父様からお手紙を預かっています」

　そう言って、プロトⅡは全身のポケットを探した後、はたと思い出したように靴くつ下したを脱ぐ。

　そこから現れる折りたたまれた手紙らしきものは、確かに親父の筆跡だった。

「世の中物騒ですから、大事なものはポケットやお財さい布ふに入れず靴下の中に入れておきなさいと、前マスターから教わったのです」

　そう言って、えへんと胸をそらす。手紙もそうだが、いろいろツッコミどころが満載過ぎてどうコメントしていいか判らない。どう見てもロボットというにはあまりにも感情豊かすぎる動きとか。ドーナツ食ってるし。お茶でヤケドするし。

　親父の手紙は、予測通りというか何も書いていないも同然だった。

『任せた』と走り書きされた、どうやら正式なものらしいこの試作機の登録証だ。

　扱いとしては試作機の実証試験として送られたようで、データの引き渡し以外はすべて権利は俺に所属する、と書かれている。いいのか、こんなに簡単にこんな高価なものを……

　その代わり試作機が起こすトラブルの責任も負わないと書かれているが、流石さすがに美少女型の人型ロボットが起こすトラブルなんて想像も出来なかった。

「うーん、これ、本当に親父が俺たちの世話に送って来たロボットみたいだ。作ったのも親父らしい。どうしたもんかなぁ……」

　ドーナツが気に入ったらしく二つ目に手を伸ばしているプロトⅡはニコニコしている。

「私は反対だからね」

　そんな、暢のん気きな空気を遙の言葉が切り裂いた。

「マジくん……ううん、本もと気きくんと私だけで大丈夫だよ。ガレージの片付けも手伝うもん」

　遙の気持ちは判る。だけど、今朝の勇ゆ希き姉ねえの襲来を考えたら、猫の手も借りたいのが現実だ。それに、遙と俺が一緒にいるところをガレージを使ってるロボロボ部の仲間に見られるのも困る。そこから俺たちの関係が学校に漏もれ、更に勇希姉の耳に入ったりしたら目も当てられない。

「うーん、遙、どちらにしてもしばらくは親父の研究所に帰ることも出来ないみたいだから、ここに置いておくしかない状況なんだ。親父が帰ってきたら話すから、ひとまずプロトⅡの力を借りて、急場を凌しのぐしかないんじゃないかな」

　プロトⅡは満面の笑顔を浮かべる。

「はい！　プロトⅡ、マスターと遙様のお役に立ちま……きゃあっ、どーなつがっ！」

　ガッツポーズを取った拍子に、ドーナツが足下に落ちてプロトⅡは悲鳴を上げた。

　遙は、不満そうに口を尖らせてため息をつく。

「……本気君がそういうなら、私は……言うこと聞くけど。あなた、ほんとにロボットなの？　とてもそうは見えないんだけど」

　遙は抜本的な疑問を繰り返す。無理もないよなこれじゃあ。

　しょんぼりと砕けたドーナツを拾い集めていた少女は、ハッと顔を上げる。

「もちろんです。プロトⅡの正式開発名称は、東雲しののめ重工第１研究所大河原研究室所属、０ラブシステム搭とう載さい型試作実証実験機第２号です。ボディは東雲重工の第三世代モデル『ＭＶ―98』がベースになっています」

「ちょ、ちょっと待った、『ＭＶ―98』って……最新型じゃないか。最近ネットニュースで見た気がする。まだ発売前だよな。確か普及用の量産型としては最高性能を確保って……」

　東雲重工は親父の所属している巨大企業で、ロボットの製造販売では最大手の一角だ。

　各社とも人型ロボットはフラグシップモデルなので、新製品は大々的に宣伝されるのだ。

「本気くん、なにジロジロ見てるの。それに、ロボットに詳しいんだね。知らなかった」

「い、イヤっ、単にニュースで見ただけだって！　と、ところでっ、『ＭＶ―98』って言っても、俺がネットで見たデザインとまったく違う気がするんだけど」

　俺は遙の視線を誤ご魔ま化かすようにロボット少女に聞いてみた。

「はい。そのとおりなのです。プロトⅡは試作実証実験機なので、市販品からアップグレードされています。骨格は高圧縮チタンに変更し軽量化、表面素材は紫外線増ぞう殖しよく型バイオスキンによって人間の代たい謝しや機能に近い自己修復を可能にしています。そして最も大きな変更点は、学習型コンピュータ『０ラブシステム』を搭載しているということなのです」

「す、すごい……。98なんてめじゃない、最新技術の塊じゃないか。しかも０システムだって？　そんなの聞いたこともないぞっ」

「本気くん」

　思わず前のめりになった俺に、遙は冷たい視線を送ってくる。

　珍しく、家の中だというのに優等生モードになっているみたいだ。

　いろんな意味で首をかしげる俺と、表情を消している感じの遙、そしてそんな俺たちの微妙な空気に全然気付いていない天てん真しん爛らん漫まんなロボットは、再び最高の笑顔を作った。

「それらの最新機能を全高１５４・０ｃｍ、本体重量43・５ｋｇのボディにおさめた最新にして最高の人型ロボットプロトⅡが、これからはお二人の暮らしを完全にサポートします！」

「……ドーナツ、顔についてるよ。説得力ない」

「ふえっ!?　す、すみません」

　大慌てする感じで顔を拭ふくプロトⅡ。

　呆れる気持ちもないではないけど、これほど人間らしいと見み惚とれてしまいそうになる。

「う、うーん……感情反応のＯＳ、一体どうなってるんだろう」

　そんな俺を見る遙の表情に気付いて俺は顔を引き締めた。

「と、とにかく親父にはなるべく早く連絡をつけるから。勇希姉のチェックで俺がこの家を追い出されない為に、今はプロトⅡに手伝って貰った方がいいと思うんだ。いいよな、遙」

　ロボロボ部の連中には危なくて会わせられないけど、プロトⅡが家の中のこと、家事全般をやってくれるだけでも、ずいぶん助けになるはずだった。

　ロボットを使いたくないっていう遙の気持ちは、痛いほど判ってる。

　だけど、今の優先順位としてはこのまま一緒に暮らせる環境を手に入れるのが先決だ。

　親父が人型ロボットを寄越したと勇希姉に報告すれば、さすがに監視の目も緩ゆるむに違いない。

　人型ロボットのもつ価値や性能を誰よりも知っている人なんだから。

「……本気くんがそうしたいなら、いいよ。遙は、言うこと聞く」

　少しだけ視線を落として、遙はそう答えた。

「じゃあ、プロトⅡ、しばらくは俺がマスターってことにしよう。まずは家の整理整せい頓とんを頼む。作業を開始する前に掃除プランを提示してくれ。その上で作業方針や優先順位を決めるから」

「マスター！　りょーかいしました！　お役に立って必要性を立証してみせるのです！」

　びっ、とプロトⅡは敬礼する。

「じゃ、あたし、部屋に戻ってるね」

「お、おう。遙、晩飯はどうする？　今日はお前の好きな……」

「……ごめん。あんまりお腹なか空いてないから」

　そういうと、遙は静かにリビングを出て行った。さっきお腹空いたって言ってたのに……

　ちくりと胸が痛む。遙のロボット嫌いは理由のない事じゃない。

　それが判っているだけに、遙の反応が苦しい。だけど、遙のそばに居るためにはこの人型ロボットは有り難い存在だ。それだけじゃなく……このロボットも行く場所がない状態なんだ。

「あの、マスター……遙様、大丈夫ですか？　作業、始めてもよろしいですか？」

「……ああ、大丈夫。予備作業を始めてくれ。俺は、遙の晩ご飯作ってくる」

「え？　でしたらプロトⅡが……」

　その申し出を俺は苦笑いだけで却下した。

　遙の晩飯は、俺の仕事だ。遙の世話をするって決めた、あの日から。




　ひとり、マンションの部屋に戻った遙は、珍しくカーテンを閉めた。

　二面ある窓のうち、遙は本気の部屋に面した方のカーテンをほとんど閉めたことがない。

　着替えなんかはバスルームで済ませているし、本気の家でお風ふ呂ろに入ることも多い。

　それよりも、いつでも見える場所に本気の部屋があることが、遙には安心だった。

　窓越しなら50㎝ほどしか離れていないこの部屋が空いていて、本当に良かったと思う。

　本当は、ひとり暮らしなんかしたくなかった。またあの日の夢を見たくないから。

　遙は、大きなため息をつく。

「マジくんのバカ……遙がロボットが嫌いなの、知ってるくせに……遙は……遙だけが、マジくんのロボットになるって、言ったのに……」

　遙は、そう呟つぶやくとベッドに突っ伏した。

　久しぶりに、あの日の夢を見そうで、彼女は、それだけで涙が零こぼれそうだった。




　遠い昔の話だ。

　大きな音がして、まだ小学校に上がったばかりだった遙は目を覚ました。

　ベッドから起きあがって窓から外を見ると、暗いはずの夜空が所々明るい。そこに黒い煙が上がっているのが見えた。そして消防車と救急車のサイレンの音。

　静かだった宿舎が、人の叫び合う騒がしい場所になる。

「研究所で爆発事故」「火災発生」「死傷者の数は不明だが、第五研究室は絶望的」

　怖くなって自分の部屋を出て、両親の部屋へ行くがやはりそこは無人だった。

「まだかえってないんだ……」

　遙の両親はロボット工学の研究者で、隣に建つ研究所に勤めている。

「パパもママもろぼっとのけんきゅうでいそがしいから」

　そう言い聞かされて育った。

「宿舎には遙の面倒をみてくれる保育士さんがいるから大丈夫だよね？」

　両親に訊かれて「うん、だいじょうぶ」と答えたのは、その答えしか欲しがっていないことに気づいていたからだ。

「さびしいから、そばにいてほしい」

　なんて言ったら困らせる。もっと遙をいらなくなるかも知れないから。

　だからいい子にして、宿舎で両親の帰りをじっと待っている。

「パパやママは、ハルカよりろぼっとのほうがすき……だから」

　これ以上嫌われたくないから、遙は言わない。

　自分から両親を奪うロボットがイヤだとは……

　静かにドアが開いて、見慣れた保育士が顔を出す。起きあがってリビングのソファに座った遙に、驚いた顔をして話しかけてくる。

「遙ちゃん、目が覚めちゃったのね？」

「うん。おそとうるさいから」

「そ、そうね……あの、遙ちゃんのパパとママは……」

「けんきゅうじょでおしごとなの。まだかえってこない」

「ああ……やっぱり」

「おなかいたいの？」

「え？」

「いたそうなかおしてるよ」

　保育士は遙を抱きしめて、もっと痛そうな顔になる。

「ハルカはへいきだよ？　かえってこないのいつものことだもん……」

「遙ちゃん……っ」

　そして両親が二度と帰って来ないことを告げられたのは、次の日だった。

　開発中のロボットが原因で起きた爆発に両親は巻き込まれたと言う。

　ロボットはとうとう遙の家族を永遠に奪ってしまったのだ。

　それから、遙はロボットが嫌いになった。

　だけど、それを知っているのはほんの少しの人だけ。

　もっというなら、ロボットが嫌いな遙がその後に願った事がなんだったのか。

　知っているのはたったひとりの人だけなのだ。




　プロトⅡが来た日の夜、結局、遙は晩飯を食べに来なかった。

　新しく来た同居人候補のプロトⅡは、その日は家の構造や置かれているものを確認する作業のみをして、ガレージの簡易メンテナンスベッドに寝かせた。

「プロトⅡ、ご指示に従って休養致します。ですが、本当は72時間は連続稼か働どう可能ですよ！　おやすみになるまで世界名作の朗読をお聞かせすることも出来るのです！」

　などと高性能をアピールするプロトⅡだけど、とにかくすべて断って休眠して貰った。

　美少女にしか見えない人型ロボットが来たこと。

　プロトⅡの事をロボットが嫌いな遙がどう思ったのか。

　それでも、一緒に暮らすためにはプロトⅡがいた方がいいということ。

　いろんな現実と状況がごっちゃになって、俺は、どうすれば一番いいのか全然判らないでいたのだった。




　翌日、休み時間の度たびに改めて親父に連絡をしてみたが、まったく電話に出なかった。

　半ば予想通りであるのが頭の痛いところだ。海外出張中だと研究所に連絡しても無駄だろう。

　出がけにプロトⅡには昨日の続き通り、自宅を片付ける為のプランを作るように指示してある。曖あい昧まいな指示をしている訳ではなく、子どもの頃から親に叩き込まれたロボットとのつきあい方として「相手はこちらの意図を想像してくれない」ということだ。

　逆に、到達点を指示してプランの提示を複数求め、こちらで希望を選択するような形であれば、もともと内蔵されているプログラムやシステムから最適のものを選択してくれる。

　一般的な人型ロボットであれば、それが可能な基本プログラムを持っているはずだ。

　とにかく、親父が帰ってくる日が判ればプロトⅡを返品できる日が判るはずだ。

　親父にしては珍しいくらい気の利きいたプレゼントだと思うが、遙の気持ちを考えるとこのままには出来ない。だけど、最初に言った通り、親父はまったく連絡がつかなかった。

　仕方なく、俺は遙を人目につかない場所に呼び出した。

　周りに誰もいないことを確認すると、遙の優等生然とした表情がとろりとほどける。

「マジくんっ、マジくんっ、マジくんっ」

　盛大に尻尾しつぽをふったわんこみたいに嬉しそうな顔をする遙は、大きく手を広げて今にも飛びつきそうだ。ここは学校だってのに。

「待て待てっ、別におまえを甘えさせるために呼び出したんじゃないっ」

「えー……じゃあなによー」

　むくれた。ぷくっとふくらんだほっぺは優等生モードの遙じゃない、家にいる時の遙だ。

　やはりストレスが溜まってるな、と思う。それはともかく俺は話を切り出した。

「話があるんだ。あのロボット、プロトⅡのこと」

「……遙、あんまり聞きたくない」

「いいから聞いてくれよ」

　不機嫌な遙を宥なだめながら、話を続けた。

「やっぱり親父には連絡が取れないんだ。しばらく、プロトⅡを置いてもいいよな。そうしたら、俺、勇希姉に連絡して……」

「……マジくん、昨日、あたしの晩ご飯作ってくれなかったよね」

「い、いや、作ったんだけど、お前が来なかったんだよな」

　最後まで言い終える前に、遙はぷぅっと頰ほおをふくらませて言った。

「それは関係ないもん。マジくんがお世話してくれなかったから、遙もひとつ、ハルカちゃん３原則を破るよ。マジくん……遙、ロボット嫌いなのに、どうしてロボットを家に入れたの？　今までは家事だってなんだってロボットを使わないでいてくれたのに」

「き、気持ちは判る。だけど、他にどうしようもないだろ？　勇希姉の事もあるし……」

「だけど、イヤなんだもん」

「だからって、親父にも返せないのに適当に放り出せないだろ。おそろしく高価な代しろ物ものなんだから。野良ロボットなんて笑えない冗談だ。慎しん太た郎ろうあたりに見つかって玩具おもちやにされちゃうぞ」

「ぶぅ……だけど……」

　遙は釈然としないと言いたげな顔をする。

　遙がロボット嫌いなのをよく知っている俺としては罪悪感を感じてしまう。

「これからも、遙の世話は俺がするからさ。遙の世話以外の事は、プロトⅡにやって貰ったほうがいいと思うんだ。ハルカちゃん３原則、これからも守るから。それでいいだろ？」

　俺の提案に、遙は一瞬顔を曇らせて……結局、不満げにではあるが首を縦に振ってくれた。

「ぶぅ……わかった。マジくんの言う通りにする」

「そうか、ありがとうな」

「でもその代わりに、遙のお世話をちゃんとすることっ。第１条『ハルカのお世話をするのはマジくんの役割』忘れちゃダメだから」

「はいはい、判ってるって」

　やれやれ、どうなることかと思ったけど、なんとか納得してくれたようだ。

「じゃあ……エネルギー、ぎゅーってする。ちょっとでいいから」

　遙は、そういうと腕にしがみついてくる。仕方ない、俺はされるがままにしておいた。

　行くあてもない人型ロボットを放り出すような恐ろしい事をしなくて良かった。それこそ、慎太郎が言ってたようなネットの都市伝説を現実にしかねない。

　それに、もっというならロボロボ部の手伝いには随分役に立ちそうな気がする。プロトⅡのデータを研究すれば、試作７号機がまともに歩けなかった理由も判るかも……

「マジくん、なんか嬉しそう……」

「そ、そんなことないって」

　なんとなく、腕にしがみついた遙の視線が痛い。

　だけど俺は、少しだけ最新型の人型ロボットに興味を覚えている自分にも気付いていた。

　でも、プロトⅡがいることはロボロボ部にはばれないようにしないとな。明あか里りさんは「分解させて！」とか言いそうだし、慎太郎は絶対ろくな事をしない。康やす夫おはまともに対応しそうだけどやっぱり興味あるだろうから、プロトⅡを放っておいてはくれないだろう。

「あ、いたいた！　本気くん！」

　微かすかなモーター音と共に、俺と遙がいたあまり人の来ない屋上に向かう踊り場に現れたのは、明里部長だった。高性能の車くるま椅い子すは、階段などものともせずに部長を支えている。

「わわっ、あ、あ、明里お姉ちゃんっ!?」

　思わず昔の呼び名で明里部長を呼んで、遙は俺から一瞬で２メートルは飛び退いた。

「ふふっ、懐かしい呼び方。いつもそう呼んでくれてもいいのに。だけど遙ちゃん、大河原くんと二人きりで何してるの？　いつものお説教？　それともエッチなこと？」

　年上の貫かん禄ろくでニヤニヤと笑う明里部長に、遙は一瞬赤くなり、次の瞬間には意志の力で表情を完全に優等生モードに抑え込む。

「もちろん、お説教です。今日も、本気くんは遅刻寸前でしたから」

「ふーん、そうなの。いけないわね。じゃあこれから生徒会長としても大河原くんをお説教しておくから、ちょっと借りてっていい？」

「べ、別にいいですけど……またヘンな実験、しないでくださいね。次は生徒会長でも……」

「はいはい。バッチリ判ってるよーん。じゃあ、大河原くん借りてくね」

　優等生モードの遙といえども、明里部長の敵ではないらしい。

　俺は、まだ言いたいことのありそうな遙の隣を、明里部長に促されて歩き出す。

「そーだ。前から誘ってるけど、遙ちゃんもロボロボ部に入らない？　大河原くんも部員みたいなものなんだし、遙ちゃんも、そろそろ……」

「会長、あたしがロボット嫌いなの、知ってますよね」

「んー、だから直した方がいいんじゃない、って言いかけたんだけどなー」

　明里部長は、先回りされて苦笑いだ。どうでもいいけど、俺は部員じゃありませんよ？

「まあ、考えておいてね。いくわよ、大河原くん」

　遙の意志は確認しても、俺の意志は無視される運命らしい。

　まあ、逆らえる相手でもないのは事実だ。俺は、素直に部長の後を追ったのだった。




　明里部長に連れられて辿たどり着いたのは、以前実験で天井に穴をあけた理科準備室だった。

「よーし、これで全員ね」

「で、俺らを集めた用はなんなんですか」

　まったく悪びれない部長。そしていつものようにニコニコしてる康夫。あまり興味なさそうにスマホで何かを検索している慎太郎。聞くところでは他にも何人も部員はいるはずなのに、俺が入学して明里部長に呼び出されるようになって以来、このメンバーしか見たことがない。

「もちろん、これからのロボロボ部の活動についてよ。修理するつもりだった７号が、フレームからゆがんでいて使えないことが判った以上、バッチリ新たな計画を立てないと！　人数も足りないんだし、このまま成果が出ないとホントに廃部にされちゃうよ！」

「うわ、大丈夫かな。部長がまともなこと言ってるよ……」

「やべぇぞ、なにか変なもん食ったに違いない」

「いや、きっとアレだ。熱でもあるんだ」

「キミらあたしのことなんだと思ってるのさ……とにかく、もうちょっと基本に戻ろうと思うの。ロボット制作には技術も知識も足りなかったからね。で、その計画作りをしたい訳よ」

　思わず驚きよう愕がくしてしまうほど明里部長の言うことはもっともだった。だいたい、これまでいきなり人工筋肉を使った歩行ロボットを試作していたのがおかしいのだ。なまじ、俺を含めてみんなある程度の知識があったので逆にヘンなことになっていたのかも知れない。他のメンバーも同意見だったらしい。

「まあ……マジに頼らないとロボットの基礎組み立ても出来ないようじゃ、ダメですよね」

　康夫が、もっともだ、というように頷うなずく。慎太郎も重々しく頷いた。

「確かに、このまま開発していても自立行動可能な妹型ロボットは作れないよな。こう、画期的なイノベーションとか、サーキュレーションとかないと」

　慎太郎、何もしていないお前が言うな。それ以前に何を言ってるか判らないけど。

　だが、俺は部員じゃないっていうのは理解して貰えているのだろうか。

「あ、あの、それで、部員じゃない俺に、それ何か関係あるんですか？」

「んふー、気にしないで。じゃ今日はミーティングだけで解散！　各自、ロボロボ部が今後どんな風に活動していくかバッチリ考えておくこと！　これ以上高価な人工筋肉や制御装置を壊したら、いくら生徒会の予算をちょろまかしても制作出来ないんだから！」

　そんなこと本当にしてたんですか……遙にばれたら真剣に叱しかられますよ？

　呆あきれる俺を尻目に、その日の部活はそのまま解散となったのだった。部活がなくなったのはこっちとしてはありがたい限りだ。しばらくはロボットも予算不足で作れなさそうだし、家に帰ったらガレージに全員勢せい揃ぞろいってこともないだろう。少なくても、今日くらいは。

　出来る限りみんなにはプロトⅡを隠しておいた方が無難だから助かった。

　これで親父が日本に戻ってくるまでは、プロトⅡが家にいることになりそうだ。俺としても、家事に関してはプロトⅡの助けが欲しい。なんといっても、この問題には劇的な効果があるはずなのだ。そろそろ連絡してもいいだろうと、俺は放課後すぐに勇希姉の携帯を鳴らした。

「はい。大河原です」

　親父と違って、勇希姉はすぐに電話を取ってくれる。

「勇希姉、本もと気きです」

「着信時の番号を見れば判る。愛いとしい弟と表示されているしな」

「……それ、恥ずかしいから止めて欲しいんだけど……」

「私に意見をするとは、本気も偉くなったものだ」

　自分の呼ばれ方くらいは意見を聞いてくれてもいいと思うんだけどなぁ。

　まあ、それは本題じゃない。俺は、親父が人型ロボットを送って来た事を説明した。

「……それは驚いたな。信じられないくらいだ」

　珍しい事に、勇希姉も驚いていた。そりゃそうだ。超高価で貴重な存在なんだから。

「まあ、父さんの実績ならそういう特権も認められるのだろうが。なんにしてもそれはいいことだ。ひとり暮らしの生活なら、人型ロボット一台あればすべての家事から解放されるだろう。生活管理も、ソフトを入れて任せてしまえばいい」

「う、うん、だから……」

「状況は了解した。学費の件も落ち着いたことは確認済みだ。今回は本気の自主性を尊重する。近々、こちらの予定が空いた時に寄らせて貰う。そのロボットにも興味があるからな」

　出来たら事前に一報くらいはして欲しいんだけど……言っても無駄なんだろうなあ。

　ため息混じりに了承して、俺は電話を切った。

　ひとまずひとり暮らし……というか遙との暮らしを続けられることになってホッとする。

　これで、しばらくは凌しのげるだろう。その間に、何か方法を考えなきゃいけないだろうなぁ。

　ずっとロボットがいるのを、遙が納得してくれるとは思えない。

　まずは遙に機嫌を直して貰ってから、ロボロボ部との兼ね合いも……

　とかなんとか考えながら自宅の玄関を開けると……美少女が行き倒れていた。

　なにを言っているか判らないかも知れないが、玄関を入ってすぐのところに女の子がぐったりと倒れていて、長い髪がおきっぱなしの靴くつの上に流れている。

「うおっ!?」

　思わず後ろに飛び退いたが、確認するまでもなく、それはプロトⅡだった。

「お、おい！　どうしたんだ!?　プロトⅡ！　どこか故障したのか!?」

　俺が駆け寄ると、プロトⅡはうっすらと目を開けて、震える声でこう言った。

「おなか……すきました……」

　そして数分後、俺の目の前には先ほどとはうってかわって、元気いっぱいドーナツを貪むさぼるように口に運ぶプロトⅡがいた。いやあ、ロボットから「おなかがすいて動けない」などという言葉を聞くとは思わなかった。昨日の残りのドーナツを出してやると、凄すごい勢いで食べている。

「はぁ……なんて美お味いしいのでしょう。昨日生まれて初めて食べましたが、このドーナツは最高の味です。プロトⅡはこんな優しいマスターの元に来られて幸せです」

「やめてくれよ。親父が帰ってくるまでの暫ざん定ていなんだから」

「はう……そ、それは忘れたい現実です……プロトⅡのメインコマンドは、本気様たちのお世話になっているのですが……」

　しょんぼりと肩を落とすプロトⅡ。それでもドーナツはしっかり食ってるが。

「しかし、プロトⅡのエネルギーシステムはどうなってんだ？　おなかすいて倒れるし、ドーナツ食って元気になるし……」

　プロトⅡは何故か胸を張った。

「私は最新型の内燃回路を備えています。人間と一緒に食事出来るロボットもコンセプトに入っていますから。電気的なエネルギーの補給なしでも、通常の食料で活動出来るんです！」

　……つまり、お腹が空くロボットってことか？

　それは便利なんだか不便なんだか……

「じゃあ、電源からエネルギーは取れないのか？」

「いえ！　それでも大丈夫です！　通常活動の電源は家庭用電源からも取れます！　残念ながら、一度シャットダウンしてしまうと再起動には通常の人型ロボットと同様に専用の機材が必要ですが……それ以外は、ほぼすべての活動をメンテナンスフリーで行えます！」

「だったら俺が学校に行ってる間にそこらのコンセントからチャージすればよかったんじゃないか？　もしくは何か食べるとか」

「マスターの許可なく電源を使用することはできません。食料についても同様です。なのでマスターが戻られるまでエネルギーを補給できず、節電モードで凌しのいでいたのです！」

　そういうとこは律りち儀ぎなんだな。まあ、ロボットなんだから当たり前だけど。つまり、いない間に充電しておくように指示しなかった俺が悪いって事なんだな。

「ごちそうさまでした！　プロトⅡはエネルギー充じゆう塡てん１００％です！」

「そりゃ良かった」

「はいですっ、ありがとうございます」

　本当に表情豊かなロボットだ。まるで本物の人間みたい、というのは言い過ぎか。

　明里部長も言ってたけど、自分の知識が足りないのを感じる。

　ロボットの基本構造についての俺の知識は、子どもの頃に両親や姉についてガレージで少し習っただけだ。プロトⅡみたいな最新型を見るのは初めてで、この反応や能力が現行の人型ロボットに比べてどうなのかは、ネットやＴＶで見る情報と比較するしかない。

「それじゃあ、今日の予備作業の報告をしてくれ」

「はいです！　昨日の移動から、本日の起動後に至るまでエネルギー補給がドーナツ２個だけだったので、お昼前にエネルギーが切れて待機モードになってました！」

「えっと……それだけ？」

「は、はいです……ごめんなさい。も、もちろんそれまでの間は家の中を確認させて頂いて……で、でも、なるべくものは動かさないようにしているのであまり進んでません。視認できる範囲で、何がどこにあるかは０・１ミクロン単位で把は握あくしました。いつでも再現出来ます！」

　――待て、それは何もしてないって言わないか？

　高性能人型ロボットだったら家の整理整せい頓とんくらい簡単にやってくれると思ってたんだけど。

「うーん、俺の指示の出し方が悪いのかな」

「ふ、ふにゃあ。プロトⅡ間違えましたか？　ご、ごめんなさいです。マスターのご指示を間違えないように、プロトⅡ頑張ります」

　真剣な表情でそんなこと言われても困るなぁ。単に片付けの案を出してくれって言った訳で、１個ずつなにをどこに置くか、とか指示するんだったら自分でやった方が早い気がする。

「じゃあ、プロトⅡ、指示変更だ。なるべく物は捨てずに家の中を綺き麗れいにしてくれ。今日はもう遅いから大きな音を立てたら近所迷惑だろうから、明日、俺が学校に行ってる間に頼む」

「はいです！　了解しましたです！」

　ぴし、と敬礼してみせるプロトⅡはなかなか可か愛わいい。

　とても親父が作ったとは思えないなぁ。でも何となく間抜けなところはアイツの抜けているところを再現してしまっているのかも知れない。そう思うとちょっとむかつくな。

「あの、マスター、本日はこの後どう致しましょうか？　夕食をお作りしましょうか？」

「あー、晩飯は俺が作るよ。遙も来るだろうし」

「では、プロトⅡお手伝いします！　ご指示ください！」

　元気に手を挙げるプロトⅡは、やることを見つけて嬉しそうだ。

「うーん、まあ手伝ってもらうくらいならいいかな。じゃあ、今日はカレーピラフなんだ。冷蔵庫の中の野菜を刻んでくれ」

「了解しました！　プロトⅡ、野菜を刻みます！」

　うん、いい返事だ。遙が帰ってくる前に料理を作って、今日は機嫌を取らないとな。

　そのためにも、プロトⅡも手伝った、っていうのはイメージがいいかもしれない。

「さーて、じゃあ俺は肉の下ごしらえをしてそれから……」

　ご飯は冷凍ご飯が残ってるから解凍して使おう。そうそう、家庭菜園にセロリがあったな。俺の心の癒いやしである家庭菜園からセロリを取ってこよう。

　そうして、裏庭からセロリを手に戻って来た俺が見たのは愕がく然ぜんとしてしまう光景だった。

「う、うわあっ！　プ、プロトⅡ、何やってるんだ！」

「はい！　お野菜を刻んでます！」

　台所には、冷蔵庫に入っていた野菜が大量に積み上がっていた。

　うちの冷蔵庫にこんなに入っていたのか、と言いたくなるような量だ。

　そしてそれが、目にも留まらぬ速度で片端からみじん切りにされていた。

「ま、待て！　カレーピラフなんだぞ！　そんなに必要ないって！」

「え？　そ、そうなんですか？」

　ぴたっ、と動きを止めたプロトⅡは不思議そうな顔でこちらを見る。

「そ、そりゃそうだろ！　たった三人分なんだぞ。料理のレシピ、メモリされてないのか？」

「ご、ごめんなさい！　基本的なところはたぶん、登録されているはずなんですけど……ふぇええ、料理は個人差があるのでマスターのご指示に従う方がいいかな、って……」

　いきなりしょんぼりしてしまうプロトⅡに、俺はため息をついた。

　存外、人型ロボットっていうのもめんどくさいものらしい。確かに、カレーピラフを作るのに冷蔵庫の野菜を全部使い切る人がいないという保証はないんだから、こちらの指示ミスってことなんだろうか……前途多難だな。

「う……ま、いいや。今日は野菜のシチューかミネストローネにしよう。ひとまず、野菜を種類別に分けてくれ」

「はいです。量は三人分ですね。では、一人分は何グラムですか？」

「……だいたい、このくらい……かな？」

「了解です。プロトⅡ、記録しました。ニンジン35・４ｇ、タマネギ50・62ｇ……」

　どういう機能なのか、目で見ただけでプロトⅡは重量を記録していく。

「だあああっ、待って待って。これはだいたいであって、毎回同じである必要はないよ。記録してぴったりに揃そろえたりしないでね」

「ふえ、ごめんなさい。難しいです。今後は毎回計測して予測値を出すようにしますぅ～」

　いや、そういうことでもないから。なんだか子どもに料理を教えているような不思議な気分だ。というかちょっと疲れる。ため息をついた俺の背後から、背筋が凍るような声がした。

「ふうん。なんだか仲いいんだね、本気くんとロボットさん」

「は、遙!?」

　台所の入り口で、遙が俺たちを睨にらんでいる。どう見ても優等生モードだ。

「台所で並んで料理だなんて。遙もずっとしたことないけどな」

「い、いや。これは家電だから！　単に野菜を刻ませているだけでだな」

「……全然そうは見えないけど」

　冷たい視線を向けてくる遙は、ちょっと恐い。だがプロトⅡは当然そんなことには無む頓とん着ちやくに笑顔を作った。

「遙様、お帰りなさい！　今、美お味いしい夕食をマスターが作ってくださっていますから、少し待っていてくださいね！　お茶をお入れしましょうか？」

「……いい、自分でやるから」

　そういうと、遙は不機嫌そうに自分で急きゆう須すにお茶を入れ始める。

　怒って出て行っちゃうんじゃないかって心配したけど、そういうことはないみたいだ。

　少しホッとする俺だった。どうやら、納得してくれたらしい。

「遙、すぐに出来るからな」

「早くしてね。私、戻って明日の準備があるから」

　……違うな、全然納得してないと遙の頑かたくなな表情が伝えている。

　遙は、その日の夕食を食べ終わり、部屋に戻るまでずっと優等生モードを解くことはなかった。

　やっぱり、プロトⅡが人間っぽいロボットだって言っても、同じ家の中にいるのはイヤなんだろうなぁ。家に戻る遙の背中を見送って、俺はため息をつく。

「ふう……まあ、勇希姉のチェックをくぐり抜けるまでの我慢だ」

　そんな俺の隣でプロトⅡはニコニコしている。

「マスター、次のご指示をお願い致します」

「んー、じゃあ台所の食器の片付け、できる？」

「はい！　お任せください！」

　そう言って胸を叩いたプロトⅡが、今日使った食器を全滅させるのは、その十五分後のことだった。俺、なにか間違ったかなぁ。親父が居ればせめてマニュアルを貰えるんだろうけど。

　俺は、疲れ果てて部屋に戻ると、既に灯りの消えた遙の部屋を見つめて何となく「おやすみ」と呟つぶやいて、早々に眠りについたのだった。




　本気の部屋は灯りがともったと思ったら、あっという間に消えて暗くなってしまった。

「マジくん……ちゃんとこっち見てた」

　消えるまでの間に、窓際からこちらを窺うかがう本気が見えて、それだけで遙は嬉しくなった。

　遙は布ふ団とんに隠れてそれを見て、ホッとしていた。本気がちゃんと自分のことを気にしていると判ったからだ。

「でも……甘え足りないから、マジくん不足だよぉ……っ、くすん」

　本気に抱きついたり、世話をして貰ったりしていないと、遙の世界はずいぶんあやふやになってしまう。ちゃんと立てていないような、どこにも居場所がないような、寂しい頼りない気持ちになる。それは、ずっと以前、研究所の爆発事故の後に芽生えた遙の感情だった。

　両親を亡くした遙を引き取ったのは、両親の同僚で親友だという大河原博士だった。

　その生活は遙の両親と同じ、仕事に忙しくほとんど帰って来ないというもので、遙はますますロボット嫌いが深まるだけだった。

　帰ってこない引き取り手に懐くことも出来ず、与えられた部屋でただひとりの時間を過ごすことが多くなった遙を外に連れ出したのは、大河原夫妻の長男だった。

「いっしょにごはんたべよう」「いっしょにそとであそぼう」「いっしょにおふろはいろう」「しょうがないからいっしょにねてやるよ」

　ひとりぼっちになって変化した環境になじまず、自分の中に閉じこもった遙を懸命に説得したのは同じ年齢の彼だけだった。

　思えば、きっとあの頃本気も寂しかったのだろう。ロボットに夢中の両親は、子供の世話など人任せだったから。それに年の離れた本気の姉は天才の呼び声も高く、すでに両親と共に研究にたずさわっていた。本気も遙と同じように親に捨て置かれた子供だったのだ。

「ないてんのか？　どした？」

「こ、こわくて、ねむれない……っ」

「なんで？」

「ねむったら、ゆめみるもん」

「こわいゆめか？」

「こ、こわいゆめだよ」

　どんどん赤くなる夜空に、広がる黒煙。何かが弾けて崩れる爆発音。うるさいサイレンの音。

　怖い顔で迎えに来た大人の人たち。飾られた写真の前で「さよならしなさい」って言われた事。パパとママにはもう二度と会えないんだから――ダカラサヨナラシナサイって。

　自分よりずっとロボットが大切だったとしても、パパとママだった。抱きしめて可愛いと言ってくれる両親が遙は好きだった。でももういない。ロボットのせいでいなくなった。

　眠って起きたら、繰り返されるかもしれない恐怖。

「しかたないなぁ。いっしょにねてやるよ。そしたらこわくないだろ」

「こわいゆめみない？」

「みない。みたっておこしてやるからだいじょうぶだ」

　本気と一緒に寝たら、本当に悪夢はみないですんだのだ。

　俺が側にいてやるから――って本気が約束してくれたから、遙は壊れずにすんだのだ。

　世話をやく子供と世話をやかれたい子供は、どちらも寂しくて。

「ろぼっとつくってるおやってサイテーだよな。かえってこねえし」

「うん！　サイテーだよねっ。ハルカ、ろぼっときらいだよ」

「……お、おう、おれもだ。おんなじだ」

　そうして二人だけの世界を作ったのだった。

「思えば、昔の方がマジくん優しかった？　一緒に寝てくれたしー、お風呂で洗ってくれたしー」

　昔を思い出してしまったのは、ロボットがやってきたからだ。

　遙の嫌いなロボット。

「でも知ってるよ。私と違ってマジくん、本当はそんなに嫌いじゃないんだよね、ロボット……」

　好奇心丸出しでロボットを熱心に見つめていた本気を思い出し、少し悲しくなる。

「マジくんのバカ……ハルカちゃん３原則に反するんだからね」

　もう眠ってしまおう。朝早く起きて、マジくんのお布団に潜り込もう。抱きついて一緒に眠れば、この不安もなくなってしまう。きっとそのはずだ。

「遙……マジくんの……ロボットに、なりたいのに……」

　そのために作ったハルカちゃん３原則なのに。

　いきなり現れたロボットに自分の場所を奪われたみたいで、遙は頭まで布団を被かぶる。

　今夜は、なかなか眠れそうもなかった。




　カラリと窓が開く微かすかな音に、俺はうっすらと意識を取り戻した。

　そばに潜り込んでくる温かい物体。柔らかくていい匂においがするのがぎゅっと抱きついてくる。

　ああ、遙だな……しょうがないな、またかよ、と思いながらちょっとホッとする。

　昨日の夜も機嫌悪かったから気になっていたのは否いなめない。いつも通りの遙で安心する。

　だけど勇希姉の言う通り、こんなとこ誰かに見られたら当然誤解されるだろう。だから、もういい加減に甘えちゃダメだぞ。起きてそう言わなきゃならないのに、遙の体温が俺の眠気を誘う。まあ、今日はもうちょっとだけ放っておくか、なんて思う。

　ところが、それから待っても待っても、遙に起きる気配がない。普段なら少し布団に入ったら自分から起きるのに、今日はそろそろ、危険なタイミングだ。

「おーい、いつまでしがみついて寝てるつもりだ、遙。遅刻するぞ」

「んぅ～、だってぇ」

「ほら、身動き取れないから離しなさいって。大体おまえ、俺を起こしに来たんだろ？」

「マジくんが足りてないんだもんー。エネルギー充じゆう塡てん中……ぐーっ」

「寝るな、寝るな！　朝飯いらないのか？　せめて俺を離して寝ろ」

「朝ごはんは食べたいけどー、離したくなーい」

　などと甘えん坊全開の遙を引きはがして起きあがった俺は、部屋の入り口に立つ人影を見つけて息をのむ。思わず時が凍る。

「じ――――――――――――――っ！」

　長い髪の美しい少女と目があう。まっすぐに自分を見る視線に真っ赤になる自分が判った。

「うわぁっ！」

「な、なに？　マジくん？」

「おはようございます！　マスター、遙様」

「……ぷ、プロトⅡ!?」

「はい、プロトⅡ、学習しました！」

　プロトⅡは、目が覚めるような笑顔を浮かべる。対照的に、遙はなんだか不満顔だ。

「な、何を？」

「マスターの起こし方です！　一緒に布団に入り、その温もりや刺激で自然な覚かく醒せいを促うながすのですね！　遙様、素晴らしいです。マスターの健康のため、プロトⅡも頑張ります！」

　んなこと覚えられても困る。

「プロトⅡ、言っておくわ」

　ベッドの上に立ち上がった遙は、一瞬で優等生モードにチェンジした。

「本気くんを起こすのは私の役目なの！　しばらくこの家にいるのは我慢するけど、この役目は渡さないからね！　それに、これは私だけに許された起こし方なんだから！」

「そ、そうなのですか？」

「あ、ああ…うーん、まあ一般的じゃないと思う。ってか、遙もこの起こし方はそろそろ止めて欲しいんだけどな」

「聞こえないもん。これはハルカちゃん３原則の範囲内なのです」

　うわ、軽くスルーした。ちなみに３原則のどれに当たってるのかよく判らないぞ。

「う、ううん。難しいですね。プロトⅡは判断を保留します。ですが、一度経験を積みたいです。真実は体験と考察から生まれる、と前マスターも仰おつしやっていたのです。経験は大事です」

　とひとり納得するように頷くロボットは、まるで人間のようだった。

「しかし、何で俺の部屋にいたんだ？」

「はいです！　プロトⅡは昨日の失態を繰り返さないよう、マスターの快適な生活を支えるためにマスターの日常を観察していました。次のご命令があるまでに学習しておくのです」

「へぇ……そういう事になっているのか」

　聞いたことのない機能だ。まるで、昨日の失敗から自分で学んだみたいな……

　とはいえ、プロトⅡは俺の知っているどんな人型ロボットとも違う気がする。

　妙に感心してしまう俺だった。だが俺は、二人きりの時間をまたも奪われて優等生モードになっている遙が寂しそうにしているのを、この時、全然気付いてはやれなかったのだ。




　一緒に暮らして数日、プロトⅡというロボットはとても変わっていると判った。

　そう言うとまるで人間に対する感想のようだが、まさにその人間のような行動をすることこそが〝変わっている〟と評した理由だった。

　そもそもまず、人間と同じように食事を摂とる。必要不可欠な行為というわけではないらしいが、本人いわく「食べることでマスターの作るお料理の味をメモリーするのです」ということらしい。ついでにエネルギーも補給できるというんだから凄すごい機能だと思う。

　基本的にロボットってのはあらかじめプログラムされた動作を繰り返すだけにすぎない。

　調理ロボットは世に数多あまたあれど、できあがった料理を食べて味を覚える機能を持ったロボットなんて聞いたこともない。

　それだけじゃない。

　プロトⅡは人間の真ま似ねをするのだ。朝食の最中にもこんなことがあった。

「遙、ソースとってくれ」

「ええ、また目玉焼きにソースかけるの？」

「いいだろ、好きなんだから」

「目玉焼きにソースなんてありえない。ぜーったいマヨネーズ」

「俺が言うのもなんだけど、ソースもマヨネーズもどっちもどっちだと思うぞ」

　そんな俺と遙のやりとりを見ていたプロトⅡは、目玉焼きの右半分にソースを、左半分にマヨネーズをかけたのだ。

　そして、俺たちが啞あ然ぜんとして見守る中、両方をじっくり味わってからこう言った。

「ソースもマヨネーズも良い感じですが、プロトⅡは両方混ぜても美お味いしいと思います！」

　真似をして、そこからさらに進んでもう一つ新しいことを思いつく。

　それはプログラムでは決して再現できない行動原理だ。

「プロトⅡ、今のって、自分で考えたのか？」

「はいです！」

　元気な返事をして目玉焼きを食べるプロトⅡはご機嫌だ。遙が不思議そうに俺に尋ねた。

「……ねえ、ロボットが『考える』って、あるの？　なんだか人間みたい」

「うーん、考えてるように見える、ってプログラムはあると思うけど、聞いたことないなぁ」

「それは、プロトⅡが最新型の〝０ラブシステム〟を搭とう載さいしているからです！　プロトⅡは、より人間に近い存在になることを目指して作られた実証実験機なのです！　現存する学習型のシステムとしては、世界最さい高こう峰ほうの性能だって前マスターが言ってました！」

　残念ながら、親父おやじの言うことはこの家ではまったくあてにされていない。

　それにそう言われても〝０システム〟がなんなんだか全然判らないんだけどな。

　どのくらいプロトⅡが普通のロボットと違うのかだって、俺たちにはよく判らないんだし。

「なんだか……調子、狂っちゃうな」

　遙はため息をついて、先に学校に向かう。

「あ、遙。髪の毛乱れてるぞ」

「うん、お願い。これは、ハルカちゃん３原則第１条だもんね！」

　はいはい、と軽く流して俺は、手早く彼女の髪をまとめてやる。

　プロトⅡは、そんな俺たちも興味深そうに見つめていたのだった。




　留守番のプロトⅡを残して、俺たちは学校にやってきた。

　珍しく明里部長はこの数日姿を見せていなかったので平和な日常だ。

　ちょうどいい機会だったので、俺は康夫に『０システム』について聞いてみることにした。

　コンピュータ好きの康夫はソフト全般に精通している。だから『０システム』についても何か知っているかもしれないと思ったのだが、康夫の反応は期待していたものじゃなかった。

「『０システム』？　いや、聞いたこともないなぁ」

「康夫でも知らないのか。となると、そうそう判りそうもないな」

「買いかぶりすぎだよ。僕は所しよ詮せんアマチュアだよ」

　謙けん遜そんしているが、こいつの知識はそんじょそこらのアマチュアとは比べものにならない。じゃなけりゃ明里部長がわざわざロボロボ部にスカウトするわけがない。

「じゃあ、学習型コンピュータってのは？」

　もう一度尋ねてみる。すると今度は違った反応を見せた。

「学習型コンピュータって、またえらく懐かしいね」

「懐かしい？」

「学習型コンピュータは、一昔前はどこの企業もこぞって研究してたけど記憶媒ばい体たいの大容量化と演算装置の劇的な高速化、ネットワーク化のおかげで、今じゃ誰も見向きもしないテーマになっちゃったね。そりゃ、わざわざ個別のコンピュータに覚えさせていくよりも蓄積したデータとプログラムをコピーしちゃった方が早くて簡単だから」

「なるほど……」

　じゃあ、プロトⅡにはその今じゃ見向きもしないシステムが乗っかってるってことなのか。

「それにしても、どうしたの？　急にそんな話して」

「あ、いや、大したことじゃないんだ」

「ふーん、ま、いいけど。でも、何か面白いことがあったら隠さないで教えてよ。同じロボロボ部の仲間なんだから」

「だから、俺は部員じゃないって言ってるだろ」

　それから康夫に学習型コンピュータの利点や欠点、開発の歴史なんかを聞いた。

　実際、試作機のようなものはいくつか作られたらしいが、どれもあまりに効率が悪いということで製品化されることはなかったらしい。それに、ロボット同士の情報蓄積はネットを通じて共有化できる上に、ソフト化されてメモリに入れればすぐに何でも出来るようになる。

　いちいち学習させるよりも、一つの優秀なソフトを作ってカスタマイズした方が早い。

　結論として、学習型コンピュータは現時点の技術では使い物にならないという共通認識で開発は終了した――というのが、康夫の知っている歴史だった。

　じゃあ、プロトⅡの持っている『０システム』とは、なんなのだろうか。

　俺は、本当に自分の家にいるロボットの存在が、不思議なものに思えてきたのだった。




　まだ少し何か話したそうにしていた康夫から逃げるように、部室を後にした。

　放課後は、グラウンドや部室棟の方が部活に勤いそしむ学生達で賑にぎやかなのに対して、校舎の中はちょっと不気味なくらい静かだ。ロボロボ部の部室になってる理科実験室――と言っても勝手にたまり場にしているだけだが――がある棟は特に人ひと気けがなくなる。

　そんなやや寂しい廊ろう下かを歩いていると、聞き慣れたモーター音が背後から迫ってきた。

「大河原くん、よけてーっ！」

「ぐはっ!?」

　轢ひかれた。車くるま椅い子すに。

　ちょうど尾てい骨のあたりを強打して息が止まるかと思うくらいの痛みにのたうち回る。

「あー、ごめんごめん」

「ごめんじゃないでしょ部長！　つーか、わざとでしょ！」

「あらら、そんなことないって。こっちも必死だったんだから」

　とかいいながら、部長はしきりに来た方向を気にしている。

「また生徒会室から逃げて来たんですか」

「そうなのさー。だって、遙ちゃんがこーんな分厚い書類に目を通せって言うんだもん」

「いや、生徒会長なんだから仕事してくださいよ」

「やだ！　あたしは権力は好きだけど義務は大嫌いなのさ！」

　こんな人がどうして生徒会長に選ばれたのか、時折疑問になるよな。

「それより大河原くん、どうかね。ロボロボ部の今後の活動についてバッチリ斬ざん新しんで画期的で目の覚めるようなアイディアは湧いたかな？」

「そんなに簡単じゃないです。つーか、俺は部員じゃないって何度言えば判るんですか」

「書類なんて関係ない！　同じ志こころざしと熱い友情があればそれはもう仲間だよ！」

「同じ志も熱い友情も育はぐくんだ覚えはないです」

「ちぇー。大河原くんのイジワル」

　部長は器用に車椅子を動かして車輪で俺の足を踏みつけた。

「ところでさ、遙ちゃんってば最近ちょっとご機嫌ななめじゃない？　あれって、大河原くんのせいかな？」

「え……いや、どうでしょう」

　俺は思わず言葉を濁にごす。

　だが、その態度が余計に部長を怪しませる。

「ん～、なーんか隠してるかにゃ～？」

「な、なにも隠してませんよ」

「ほんとかにゃ～」

　明里部長のくりっとしてやたら大きな瞳が迫ってくる。なかなか本音を読ませないくせに、反対に他人の考えてることはあっさり見透かしてしまう実にやっかいな目だ。

「会長！　こんなところに！」

　その時、ちょうど廊下の向こうから生徒会のメンバーたちがこっちに向かって走ってきた。

「おおっと、時間を食いすぎたかしらん」

「会長っ、今すぐ戻ってください！」

「やだ」

「やだじゃないでしょ、子どもじゃあるまいしっ」

「ええい、こうなったら実力行使だ！」

　生徒会の男子たちが部長を取り押さえようとせまる。

「ふふ～ん♪　ちみたちにあたしが捕まえられるかな。ぶーすとおーん！」

　そう言うと、部長はお得意の緊急ブーストで車椅子を加速させてあっという間に廊ろう下かの端までぶっ飛んでいく。

「追え！　絶対に逃がすな！　じゃないと来学期の部活予算がおりないぞ！」

　そんな部長のあとを追っていく生徒会の面々。もちろん、その中に遙の姿もある。

「会長、本年度の風紀粛しゆく正せい計画にハンコをおしてください！」

　逃げる明里会長に、全力疾走で追いかける遙たち。

　相変わらず大変だな、生徒会は……でも俺は、ひとまず元気そうな遙を見て少し安心した。

　とはいえ、やっぱりプロトⅡのこともあって遙に負担がかかっているのは間違いない。

　今日は、なにか遙の喜ぶことをしてやろう。とりあえずは夕飯が大事だな。プロトⅡに手伝わせずに腕をふるった方が良さそうだ。

　気分転換にもなるし、なんだったら、やり方だけでもプロトⅡに覚えさせておけば……

　明里部長も修行といいつつあの調子なら、しばらくはおとなしくしていてくれるだろう。

　なんとかプロトⅡのいる生活に慣れ始めた俺は、そんなことを考えていた。




　ちょうど夕飯前ということもあって、スーパーは鬼のように混み合っていた。

「くそ……遅かったか……」

　俺は悔しさのあまり財さい布ふを握りしめる。空からのワゴンには『タイムセール！　ボックスティッシュ５個入り一九八円！』の看板だけが虚しく残っていた。

　この値段からして激戦になるであろうことは覚悟していたとはいえ、まさか開始わずか２分で売り切れていたとは……俺の読みが甘かった。

「仕方ない。ティッシュの買いだめはまたの機会にするか……」

　ひとり暮らしの家計はこういう細かい節約によって支えられているのだ。更に言えば、今日は遙に何か好物を作るために奮発してやろうと思っていたんだけどなぁ。俺が諦めて夕飯の材料だけ買って帰ろうとしていると、どこかで聞いたことのある声が聞こえてきた。

「うええええん！　なんでですかー!?」

「だから、何度も言ってるように、子どもにお酒は売れないんだよ」

「わたしはほんとに大人なんですーっ！」

「お嬢ちゃん、ウソをついちゃいけないよ」

「ウソじゃないです～っ！」

　公きみ恵え先生が、レジのところで店員ともめていた。見たところ、ビールを買おうとして止められたらしい……まあ、普通は止めるよな。

　ここで見捨てるのも寝覚めが悪いので、俺は公恵先生のところに歩いて行く。

「キミちゃん先生」

「あ！　まじくんじゃないですか！　ちょうどよかった、この人にわたしがれっきとした大人だって教えてあげてください！」

　まるで、いじめっ子でも見るような顔で、困った顔の店員さんを指さす。

「あの、普通に免許証か何か見せればいいんじゃないんですか？」

「……はっ!?」

　気づかなかったんですか、先生……。というわけで立派な成人女性だということを証明できた公恵先生は無事に缶ビールを購入することができたのだった。

　勢い、ご機嫌の公恵先生と俺は、スーパーを出て連れ立って歩くことになる。

「まじくんのおかげで助かっちゃいました。おまけに荷物まで持ってもらって、教え子がとってもよい子で、せんせーは感無量です」

「いや、気にしないでください」

　俺は先生が缶ビールとおつまみの山ほどつまった袋を持ってる姿は見たくなかった。

　小こ松まつ崎ざき公恵先生は子どもにしか見えないが、これでも結婚適齢期を過ぎた立派な大人の女なのだ。そりゃあ、週末のしかも給料日直後にはビールのひとつでも買いたくなるってもんだ。

　そうやって半ば無理矢理自分を納得させた。

「まじくんはお夕飯の買い物ですか？」

「ええ、まあ」

　と言っても、本命はタイムセールのボックスティッシュだったわけだが。

「偉いですねー。わたしなんて、ついついお弁当とかコンビニですませちゃいますよー」

「一人分だと、そっちの方が安上がりですしね。うちは二人分だから逆に楽なんですよ。けっこう手を抜いて作り置きとかもしてますし。お弁当は残り物と冷凍食品の詰め合わせだったり。あと最近、家庭菜園もはじめたんでそれで材料費がちょっと浮くように……って、どうしたんですか？　キミちゃん先生」

「うう……教え子のしかも男の子に家事能力で圧倒的な差をつけられている……」

　がっくりとその場に膝をつくアラサーだった。

「ところで、先生にちょっと訊きたいことがあるんですけど……」

「なんですか？　お勉強から思春期のお悩みまでせんせーになんでもお任せですよ」

　できれば、思春期の悩みはそっと心の奥にしまっておきたい。けど……。

「えーと……女の子に機嫌を直してもらうには、どうしたらいいですか」

　思い切って訊いてみた。見た目は子どもでも、公恵先生は酸すいも甘いもかみ分けた大人の女だ。きっと遙のご機嫌をとる上う手まい方法を知っているに違いない。……と思いたい。

「なるほど。それはわたしに訊いて大正解ですよ」

　ニヤリと笑って見せるキミ先生。

　そのポーズはいまいちキマってはいなかったが、なんだか自信満々だった。

「女の子を喜ばすには、やっぱり夜景の見えるレストランでディナーですよ。そして情熱的なプロポーズ！　ダイヤの指輪！　ご両親との同居はナシ！　安定収入！　これですよ！」

「後半、キミちゃん先生の個人的願望が混じっているような気がするんですが」

「あくまで、一般的な意見です」

「アラサー向けじゃなくて、ティーンエイジャーでお願いします」

「はうあ!?」

〝アラサー〟という単語に敏感な反応を示す公恵先生。それでも大人という立場でなんとか踏みとどまって、俺に助言をしてくれる。

「そ、そうですね……手堅いところで、プレゼントとか、好きものをご馳ち走そうするとか」

　遙の好きなもの……か。

「ありがとうございます。参考になりました」

「いえいえ、こんな独身三み十そ路じ前の助言がお役にたてれば……うっ」

　公恵先生は嗚お咽えつをこらえるように口元を手でおさえる。

　俺は駐輪場まで荷物持ちを手伝ってから先生と別れた。

　遙の大好物ねぇ……ほとんど文句言わずに何でも食べるからなぁ。いつも作ってるオムレツくらいしか思いつかない自分に、俺は幼なじみとしてちょっと情けなくなったのだった。




「ただいまー……って、なんだこりゃ!?」

　玄関を開けると、そこには目を覆おおいたくなるような惨さん状じようがあった。

　水浸しの廊ろう下か。

　あちこちに散らばる濡れた洗せん濯たく物もの。

　大穴の空いた洗面所の壁。

　まるでダンプカーにでも激突されたかのようにひしゃげた洗濯機。

　おまけに電気までつかない。まるで何かが暴れたようだった。

「まさか、泥棒……？」

　いや、泥棒だったらここまで家の中を荒らすとも思えない。

　ていうか、洗濯機を粉ふん砕さいして洗面所の壁に穴を空ける意味がない。

　たとえば、空き巣ではなくて最初から何か別の目的があったのなら話は別だが……

　そこまで考えて、急に一つのことに思い当たる。

「そうだ！　プロトⅡ！」

　今、うちにはひとつ貴重品があるんだった。世界的なロボット研究者が開発した最新型ロボットとなれば、どんな手段を用いても手に入れたいと考える人間がいてもおかしくない。

　いや、実は何かもっとすごい秘密があって、もしかすると親父おやじのやつは盗まれる事を見越していたからこそプロトⅡを家によこしたって可能性も……考えれば考えるほど嫌な予感がぬぐえず、俺はリビングに駆け込んだ。幸か不幸か、ここはほとんど荒らされていなかった。

　だが、プロトⅡの姿はない。

「やっぱり、目的はプロトⅡだったのか……どうする？　どうすればいい？　いや、まずは親父に連絡して事の次第を――」

　俺のつま先が何かを蹴け飛とばした。

「あのぉ……」

「おわっ!?　な、なんでそんなところで寝てるんだ!?　しかも……なんか焦げてないか？」

　床に這はいつくばったプロトⅡのボディはあちこち黒くくすんでいて、ついでに髪の毛もチリチリになっている。まるで、落雷にでもあったみたいだ。

「いったい何があったんだ？　ていうか、大丈夫なのか？」

「はい……大丈夫といいますか、そもそもこれはプロトⅡが原因といいますか……」

「は？　ど、どういうこと？」

「……ごめんなさい！」

　いきなり謝った。

「プロトⅡは、洗濯機を壊してしまいました！」

「え……？」

　何がなんだか判らない俺は、ただ、凄すごい惨さん状じようの中に立ち尽くしていたのだった。




　おかしい。本来は、超高級な人型ロボットが来たら、劇的に家事や生活が楽になるはずだ。

　そうじゃなきゃ、みんなの憧れになるはずがない。

「はあ……ねぇ、どうなったらこんなことになるの？」

　直後に遙が帰ってきたので、ふたり並んでプロトⅡの話を聞いた。

　プロトⅡは俺のいない間に洗濯をしようと思い立ったらしい。

　操作手順は俺がやるのを見ていたからだいたい覚えていたと言う。

　カゴにたまっていた洗濯物を放り込んで、見た通りの手順を踏んでスタートのボタンを押した。最初は何事もなく洗濯機は動いていたらしいが、廊下で掃除機をかけていたら突然、洗濯機が暴れ出したと言う。

　慌てたプロトⅡは洗濯機を止めようとしたもののどうしても止まってくれない。

　プロトⅡを乗せたまま、まるでロデオのごとく暴れ回る洗濯機は、洗面所の壁を破壊し、さらに蓋ふたが開いてびしょ濡れの洗濯物をまき散らした。

　そこでプロトⅡは「コンセントを引っこ抜けばいい！」とひらめいた。

　洗濯機から飛び降り、びしょ濡れのままコンセントを摑つかんで……感電した。

　以上が、俺が買い物に出ている間に起こった出来事だった。

「まあ、だいたい事情は判った」

　俺は深いため息と共に口を開いた。

「原因は、洗濯機にビニールの袋が入ってたからだな。簡単に説明すると、脱水の時に高速回転する洗濯層の壁にビニールが張り付いて一カ所に荷重が偏かたよる。するとそれが遠心力で外向きの力が働くわけだ」

「ほほう、なるほど。さすがはマスター！」

「ロボットが感心してどうするのよ」

「あう……ごめんなさい」

　遙のキツい一言にふたたびしょんぼりするプロトⅡ。

「いやまあ、今時コンピュータのついてない超旧式の全自動洗濯機を使ってるのも悪かったのかも知れないけど……こりゃ、ちょっと大変なことになっちゃったな……」

　俺は悲ひ惨さんなことになってしまった家の中を見渡す。

　びしょ濡れだった廊下と、洗濯物は回収したものの、ほぼスクラップと化した洗濯機は転がったままだし、壁の穴はリフォーム業者にでも頼まないとダメだろう。

「ごめんなさいです……プロトⅡ大失態です」

「いや、俺が洗濯かごの中を注意して見てなかったのも悪いよ。それより、君の方は大丈夫なのか？　感電したって言ってたけど」

「平気ですっ。プロトⅡはちょーこうせいのうなロボットなので、たかだか家庭用コンセントの電圧くらいではびくともしないのです。ラブは、頑丈さも最高性能なのです！」

　そう言って、どんと胸を叩く。まあ、確かに精密機械のはずなのに頑丈だよな。

「洗濯機の方は無事じゃなかったみたいだけどね」

「あう……」

　痛いところを遙に指摘されて、うってかわってしょんぼりするプロトⅡだった。

「まあ、片付けるのは後回しにして、とりあえず夕飯にしよう。すぐに作るから」

「マスター、プロトⅡ、お手伝いします！　今度こそお役に立ちます！」

　めげずに立ち上がり、にっこりと笑うちょっと焦げた美少女ロボット。

　俺が返事をするより先に、遙が呆あきれたような声を出す。

「ねえ、プロトⅡ。あなたが来てから数日経つけど、あんまり役に立ったところを見たことないんだけど……ホントに高性能ロボットなの？」

「え？　は、はいです！　あ、あの、遙様、プロトⅡは、最新型のボディに開発されたばかりの新型システムを搭とう載さいした……」

　慌てたように説明しようとするプロトⅡだけど、妙に噓くさい。とはいえ、ロボットに噓をつけるはずがないのだ。たぶん、何か俺たちの訊き方が悪くて、答えに辿たどり着けていないだけだと思う。少し考えて、俺はプロトⅡに向き直った。

「プロトⅡ、いくつか訊かなきゃいけないことがある」

　あらためて、このロボット少女について話を聞かなければならない。

　家事手伝いとして派遣されてきたのに、掃除、洗濯、料理とすべてに失敗をしている。

　ありえない話だけど、このプロトⅡはそもそも家事を〝知らない〟のではないか？

　本来なら人型ロボットに家事をさせるのは、それこそ三つ星レストランのシェフにカップラーメンを作らせるくらい簡単すぎる仕事のはずだ。

　ちょこっと専用のプログラムをインストールすれば、あらゆるメーカーから販売されている洗濯機の操作法から世界中の料理のレシピまで習得することができるのが機械の強みなのだ。

「プロトⅡには家事用のプログラムがインストールされていないんだな？」

「あう……はいです。その通りです」

　プロトⅡは正直に答えた。そもそもロボット３原則によると、ロボットは人間に害を及ぼすことができない。つまりウソをつくこともできないのだ。

　康夫に聞いた学習型コンピュータの話といい、俺の頭にある一つの仮説が浮かんでいた。

「プロトⅡ、おまえのその『０ラブシステム』は、どういう機能を持ってるんだ？」

「はいです。人間と同じように行動する為の画期的な基幹システムであり、経験の蓄積から自立的な判断を行えるようになる機能を持っています」

「うーん、判りにくい。もう少し判りやすく教えてくれ」

「私のシステムは、プログラムを必要としません。自分の経験で成長します。もちろん、プログラムをインストールすることも出来ますが、すべて一度アナライズした上でデータとして蓄積しますが、システム系には反映しません。０システムは、他者のプログラムやネットワークに依存せず、独自に個性を誕生させるためのプログラムなのです。作業や言動の基本は、ロボット３原則以外はマスターによって与えられる優先順位によって変化します……」

「……少し判ってきたぞ」

　だが、この想像が正しい場合、事態はかなーりヘンな方向に進む気がする。

「つまり、０システムっていうのはやってみて学習するためのプログラムなんだな。指示をうけたら、適合するプログラムやデータを呼び出すんじゃなくて、実際行動した上でトライアンドエラーを繰り返すような」

「はいです！　さすがマスター！　その通りです！」

　そこは嬉しそうにいうところじゃない。俺は頭を抱えた。

「ねぇ、本気くん、それってどういうことなの？」

「んー、つまりこのプロトⅡはなんていうか……見た目は大人だけど、一言で言えば三歳児みたいなもんだ。まずは教えて、やらせてみて、繰り返しているうちに出来るようになる。普通のロボットみたいに、もともと出来るようにプログラムされていないんだ」

「……それ、結構大変な気がするんだけど」

　結構もなにも、無茶苦茶に労力がかかる話だ。そば打ちの知識があるからといって、美お味いしいそばを作れる訳じゃない。知識の外側にある経験が蓄積されていないとダメな事は多い。そういう部分をロボットに身につけさせる、それが０システム、ってことなんだろうけど……

　俺は、はたと思い出して携帯電話を取りだした。親父おやじから来た最後のメールを確認する。

「世話を送る。宜よろしく頼む」

　……これって、まさか、世話するのは、俺？

　世話をするために送って来たんじゃなくて、世話をさせるために送って来たって事？

　あ、あのクソ親父……っ！

「マスター、プロトⅡは今はお役に立ちませんけど、これからどんどん覚えて、絶対お役に立ちます！　研究所では、基本動作や社会知識の基礎をやっと終えたばかりだったんです。それも凄すごく時間がかかって……プロトⅠや、プロトⅢはとっくに研究所にいないのに……」

　プロトⅡは、目を伏せる。その話を聞いて、俺はなんだか理解してしまう。その、驚くほど人間らしい表情に。ロボットなのに雄弁な彼女の顔が、今はとても無機質に見えた。

　この子は、失敗作だったんだ。だから、こんな風に俺のところに送られたんだ。

「あのお電話があって、プロトⅡはこのまま研究所で誰の役にも立たず過ごすより、他のロボットみたいに人間のお役に立ちたいって、前マスターにお願いしたんです！　そしたら……許して貰って……ごめんなさい、マスター。プロトⅡは、欠陥品なのかも知れません……」

「判った。もういい。なんていうか……プロトⅡ、お前も、他に行く場所、ないんだな」

　俺は、隣にいる遙を見た。彼女は、きつく唇を嚙かんでいた。呻うめくような呟つぶやき。

「だけど……だけど、私、ロボットがずっとここにいるなんて……イヤなんだもん……」

　遙は俺と同じ気持ちなんだと思う。世間にいらないって言われたみたいな気持ちを、俺たちは知っているから。それでも、やっぱり両親を奪ったロボットに対する複雑な気持ちもあるのだ。それも、当然だと思える。

　黙ってしまった遙とプロトⅡ。

　俺も、どうしていいか判らずに黙り込む。プロトⅡは、どうやらすぐに役に立つことはなさそうだ。ついでに、勇希姉対策にもなりそうもない。遙も賛成はしていない。

　むしろ、このプロトⅡの世話で余計に大変な事になるかも知れない。だけど……

　悩みながら俺が口を開こうとした、その時だった。

　ピンポーン、とタイミング悪くインターホンの音が俺の言葉を遮さえぎった。

「ち、ちょっと待ってて」

　俺は話を中断して、モニターを覗のぞき込む。

　そこに映っていたのは車くるま椅い子すに乗った女性だった。

「あ、明里さん!?」

　思わず叫んだ。

「ど、どうしてこのタイミングで会長がここに来るの？」

　同じように遙も慌てはじめる。明里部長は俺と遙の関係を知っている人だから、二人でいるところを見られてもそれほど慌てなくていい相手だ。遙が優等生モードである限りは。

　ただ……今はもの凄くまずい気がする。

「あの、どなたが来られたんですか？　プロトⅡがお迎えに上がりますか？」

「ダメだっ！　それ絶対ダメ！」

　俺はさっそく行動に出ようとするプロトⅡを押しとどめた。

「いいか、プロトⅡこれから来る人に見つかっちゃいけない。絶対隠れててくれ。これは最優先で頼む。他のことはいったん忘れていい」

「は、はいです。隠れる、ですか？　そ、それは、プロトⅡにはどうしていいか判りにくいので、具体的に指示して頂いた方が……」

　緊迫した雰ふん囲い気きに、プロトⅡはごく、とツバを飲み込む。

　なんでそんなところまで人間っぽいんだろうなぁ、このロボットは。

「本気くん、なんでそんなに慌ててるの？　別に会長にプロトⅡが見つかっても……」

「い、いや、ま、まずいんだ、明里部長にプロトⅡが見つかったら、分解される……かもしれない。部長にとっては、プロトⅡは知りたいことの固まりなんだ」

「ええっ!?　ぶ、分解ですかっ！　え、えっと、それはロボット３原則第３条に反しているかもしれませんね！」

　危機を悟ったプロトⅡが、ロボットなのに顔面蒼白になった。

「う、うーん、確かに会長ならなにがあってもおかしくないかも……」

「だろ？　どこに隠そう。二階……なら安全かな」

「だけどもし入られたら逃げる場所がないよ。むしろガレージがいいんじゃない？　人型ロボットの部品もまだいっぱい置いてあるから、あの辺にいたら目立たないかも。見つかっても言い訳できるし……」

「そ、そうだなっ！　プロトⅡ、ひとまずガレージの部品置き場に隠れてろっ」

「判りましたですっ」

　プロトⅡがガレージに向かったのを確認してから、あらためて玄関に出た。

「はろはろー、大河原くん悪いね、いきなり来ちゃって」

　明里部長はいつもと変わらない様子で挨あい拶さつをしてくる。

「ど、どうしたんですか。部長。ロボロボ部の活動はしばらく控えるって……」

「いやー、ちょっとコイツの調子が悪くてさー。自分で改造したのが良くなかったのかな」

　明里部長は自分が座っている車くるま椅い子すをぽんぽんと叩く。

「でね、やっぱ調整するにしても一人でやるよりロボットに詳しい大河原くんに助けて貰った方がいいかなって思って。大河原くん、バッチリ私の下半身を点検してくれない？」

　下半身、といいながら指さしているのは当然車椅子です。

「会長、なんだか言い方に品がないですよ」

「お、遙ちゃんもいたの。珍しいねぇ。もうこの家には住んでないんでしょ？」

「ま、まあ。でもちょっと用事があって……」

　言いよどむ優等生モードの遙だが、明里部長はカラカラと笑った。

「いいっていいって。もともと兄妹みたいなものだもんね。そうじゃなかったら、とっくにもっと違う展開があったと思うけどさー」

　明るく危険な発言をしつつ、明里部長は当然という感じでガレージに移動を始める。

「あ、あのっ、今ガレージはちょっと、汚れてて」

「いいっていいって。そんくらい気にしないから」

　気にするのはこっちなんですよ！

　とは口に出せるはずもなく、明里部長は半ば強引にガレージに向かう。

「えーと……この辺でいいかな」

　ガレージに着くと、明里部長は慣れた様子で車椅子に付属しているサポートパーツの松まつ葉ば杖づえ的な両手持ちの支柱で立ち上がると、器用にその辺に腰掛けて自分の相棒に向き合う。

「んー、もっと高速移動時の挙動を安定させたいんだけどなー。高低差も階段だけじゃなくて二階くらいまで飛び上がれるようにならないかなぁ」

　すみません、部長。それ、たぶん俺じゃどうにもなりません。

　無茶な要求にため息をつきながら、俺はプロトⅡがどこに隠れたのか気になってソワソワしていた。物が溢あふれているガレージとはいえ、小柄な人間サイズのロボットが隠れられる場所は限られてくる。人型ロボットの廃パーツなどが集めてある区画なら大きなダンボールやメンテナンス槽そうもあるので、隠れやすいはずなんだけど。明里部長にばれないようにその辺あたりを見回すと……いた。ダンボールの中に入っているつもりらしいのだが、髪の毛とヘッドパーツが見事に露出している。いわゆる、バレバレというヤツだ。

「あのバカ……」

「ん？　なんか言った？」

　思わず口を衝ついて出た言葉を、明里部長は聞き逃さなかった。

「なんでもないですよっ」

「んー、ほんとかにゃぁ。大河原くん、なーんか隠し事してない？」

　俺はつとめて平静を装って答える。

「やだなぁ、隠し事なんてしてないですよー」

「ウソ。大河原くんウソつくと右の眼球が２ミリくらい動くんだよね」

「マジで!?　つーか、それを見分けられる明里さんって何者！」

「あ、やっぱ隠し事してるんだ」

「ハッ、誘導尋問!?」

　ＦＢＩ捜査官ばり手腕であっさり見破られてしまった。

「ほらほら、何を隠してんのよー、言いなさいよー」

「くっ……隠してなんかいませんっ」

　こうなったらしらを切り通すしかない。俺は遙に目配せで合図を送る。

　さすがは十年来の幼なじみ。明里部長の目を盗んでプロトⅡをガレージの外に逃がすという俺の意図を察知して、視界を遮さえぎるようにさりげなくダンボールと明里部長の間に立った。

「きっとこの中に隠してあんでしょ。ＰＣの後ろかな？　それともコイルの中かな？　それともソファの下かな？」

　隠れられそうな場所を次々に指摘していく明里部長。ほんとにこの人は何者なんだ。

　明里さんはガレージの中を松まつ葉ば杖づえで歩きながら、探索を始めてしまった。

「おっかしーなー、ぜーったいなんかあると思ったのに」

　幸い、遙が上手に視界を遮ってくれていたお蔭かげで明里部長がプロトⅡに気付く気配はない。

「どーこーかーなー？」

　明里部長は松葉杖で楽しそうに物陰をつついていく。

　不運は、その時起こった。

「え？」

　つき出された松葉杖の先が、がつん、と何かに引っかかった。

「あれ？　おっとっと」

　両足が動かない明里さんの松葉杖は、足を固定して支えるパーツと両手の松葉杖に分かれている。その片方を失いバランスを崩した明里部長の身体からだがぐらりとふらつく。

　その瞬間、明里さんの肘が隣にあった工具棚だなにぶつかった。

「会長――っ！　危ないっ！」

　工具棚が大きく揺れて、その上に乗っていた大きな金属製の箱が不安定に動いていた。

「やばい！」

　全速力で走り出す俺。自力では歩けない部長は、真っ青な顔で頭上を見つめている。

　重そうな金属の箱は、無情にも明里さんの方に向かって崩れていく。

　――間にあわない！

　こすれあうように不吉な音を立てて、二つの金属の箱が落下を始める。

　俺は、必死で走った。

「きゃああああっ！」

　硬直する部長の代わりに、遙が悲鳴を上げる。明里さんは動けない。

　両手を伸ばす。届かない。金属の箱は、無情に明里さんの上に降り注ぐ。

　――寸前。

「ダメですーっ！」

　ダンボール箱を蹴け散ちらすように、飛び出す影。

　俺よりも離れた位置から、瞬時に明里部長のそばに跳躍する。

　人間には絶対に不可能な電光石火の動きで、部長を抱き寄せて飛ぶ。

　金属同士がぶつかるような鋭い音が響き、地響きを立てて箱は地面に落ちた。

「あ……あ……」

　絶句する明里さんと俺たちの前に、立つ影。

　プロトⅡだった。

「大丈夫ですか？」

　彼女は、腕の中にいる明里さんに微ほほ笑えんだ。

「は、はい……あの……」

　あの明里さんが、びっくりして言葉にならない。そりゃそうだろう。命を助けてくれた相手が……存在すら知らなかった人型ロボットだなんて驚くなってほうが無理だ。

「……よくやったぞ、プロトⅡ」

「はいです。すみません。ご指示に反すると思いましたが、ロボット３原則第１条に……」

「わかってる。ホントに……助かったよ」

「マスター！　お役に立てて嬉しいです！」

　プロトⅡはこの家に来て一番の笑顔を見せた。

「マジくん、プロトⅡ、怪け我がしてるよ。大丈夫なの？」

　心配そうな遙が、ほっとして呆ぼう然ぜんとしていた俺の服の袖そでを引っ張った。

　言われてみれば、プロトⅡの腕が大きく破損して、中の金属部品と配線が覗のぞいていた。

　血のような液体が流れているのは、人間と同じ皮ひ膚ふの構造をしている証あかしだった。

「……説明して、くれるよね。大河原くん、遙ちゃん」

　放電するプロトⅡの傷口を凝視しながら呟つぶやいた明里さんの問いに、答えない訳にはいかないようだった。




　破損部分を修理したプロトⅡがメンテナンス槽そうに浮かんでいた。

　メンテナンス槽を満たしているのは皮膚再生を促進する液体だ。効率的に紫外線を吸収して、同時に皮膚の栄養に変わってくれる。今は皮膚の再生と同時にボディやデータに破損がないかプロトⅡ自身の自己診断プログラムがチェックしているところだろう。

「まったく、こんなすごいこと隠してるなんてひっどいねー」

　明里さんがふてくされたように言う。

「だって明里さんに言ったら『分解させて！』とか言いそうだったし」

「言わないわよー、んなこと。だいたい、あたしが分解したら二度と元に戻せないじゃない」

「元に戻せるなら分解したんですか？」

「……」

　そこで黙らないでください。

「それにしても、ありがとうね……えっと、プロトⅡさん」

「いいえ。当然のことをしただけですから」

「当然なんかじゃない！　あたしはバッチリ感動した！」

　明里さんは拳を握りしめて言った。

「決めたわ。私、プロトⅡちゃんにお礼をする！　聞けば、そのなんとかってシステムはまだ未完成ってことじゃない？　だったらあたしたちがバッチリ完成させましょう」

　明里部長はあっさりと、いつものように壊した壁を直すくらいの気軽さで言った。

「そんなの簡単にできるわけないじゃないですかっ」

「できると思ったらできる！　できないと思ったらできない！」

「んな根性論で……」

　だけど、正直俺は明里部長の言葉が少し嬉しかった。確かにまだ生活の役には立たないけれど、プロトⅡは欠陥品なんかじゃない。明里さんの言う通り、プロトⅡは未完成なんだ。

　親父が放り出したこのロボットを、俺の手で完成させてやりたい。

「かなり……大変だと思いますよ。こいつ、色々面倒なロボットだから」

「いいじゃない！　面倒ってことは、長く楽しめるってことだよ！」

　前向きの固まりみたいな明里部長にかかると、いきなり全部が明るくなっちゃうなぁ。

「……遙、いいか？　プロトⅡのこと。まだ、あんまり役に立たないけど……」

「明里お姉ちゃんを助けてくれたのに、出てけなんて言えないでしょ。ずっとじゃなかったら、いいよ。その、何とかってシステムが完成すれば、研究所に帰れるだろうし……」

　ぶっきらぼうに、優等生モードなのか甘えん坊モードなのか判らない感じで言った。

「じゃあ……今は、それでいいか？　３原則、俺もしっかり守るからさ」

　遙は、仕方ないよね、という感じで頷いた。俺の気持ちを判ってくれているのだ。

　そして俺は、メンテナンス槽の中で俺たちの会話を黙って聞いている美しい人型ロボットの方に向き直る。彼女の子犬のようにまっすぐな瞳に、俺の顔が映っていた。








[image: ]









「プロトⅡ、今日は明里さんを助けてくれて、ありがとう。俺と遙は、この家の一員として迎えるよ。これからは、正式に俺がマスターだ」

「……はいですっ、ありがとうございます！　プロトⅡは、嬉しいです！」

　メンテナンス槽の中で、プロトⅡは目に涙を浮かべているような気がした。

　それは、俺の錯さつ覚かくだったかも知れないけど。

「それから……プロトⅡっていうのはやっぱり名前じゃない気がするな。新しい名前をつけよう。覚えやすい名前がいいな……」

　俺は、遙と明里先輩、そしてプロトⅡの視線を感じながら考える。

　でも、候補は一つしか思いつかなかった。

「今日から君の名前はラブだ」

　これから彼女が完成させるシステムの名前。

　完全にゼロから始めて、どこにもいない新しいロボットになる彼女に相応ふさわしい名前だ。

「ありがとうございます！　マスター登録、並びに愛称登録上書きしました。マスター、これからラブのこと、末永く宜よろしくお願い致します」

　メンテナンス槽の中で、ラブはお辞じ儀ぎをしようとして……強化ガラスにおでこをぶつけた。

「……あれ？」

　びっくりした顔でおでこをさするラブに、明里さんは大笑いし、遙はため息をつく。

　そして俺は、久しぶりに大切なものが増えてしまったことに気付いて。

　少しだけ、ワクワクしていたのだった。














第四章　学習システムが学ぶこと









　ぽかーん、と口を開けた男が二人。うちのガレージに立ち尽くしている。

　小柄でジャニーズ系の高たか倉くら康やす夫おと、無駄に長身でメガネの川かわ森もり慎しん太た郎ろうだ。

「というわけで、我がロボロボ部の新人……じゃなくて、新ロボット！　ラブちゃんでーす！」

　明あか里り部長が言った直後、あらかじめ用意しておいたスポットライトがラブの姿を照らし出す。

　ちなみに操作しているのは俺。さらに言うと俺は昨夜遅くまでかかってこのスポットライトをガレージに設置した。すべてこの演出のためだけに、である。

　明里部長のなんでもすぐイベントにしたがるクセも大たい概がいにしてほしい。本人曰いわく、「命の恩人を紹介するんだから少しでも派手にしたいじゃない！」という希望を熱く語られると逆らえないのが俺と遙はるかだ。明里さんの監督の下、たった二人の観客の為に俺たち三人は頑張ったのだ。

　さて、そんな苦労の結晶たるスポットライトの下、ラブは深々と頭を下げた。

「はじめましてっ、ラブと申しますっ。よろしくおねがいしまっし……しまっしゅ」

　嚙かんだ。ロボットなのに緊張してるのか？

　だけど、康夫や慎太郎は反応しない。それどころではなかったらしく、二人ともすっかり固まってしまっている。まあ、無理もない。大富豪でもなければ所有できない人型ロボットが目の前にいて、新入部員なんて紹介されたら何を言われてるのか判らない方が普通だ。

「あの、部長さん、ラブはなにか間違えましたか？」

「あー、ぜんぜんバッチリだいじょうぶだって。セリフ嚙んじゃうあたりももう好感度バッチリ。単に二人ともビックリしてるだけだから」

　不安そうに尋ねるラブに部長が片手をひらひらさせながら答えた。

「か、彼女、ほんとにロボットなんですか？」

　ラブの反応を、まなこを限界まで見開いて見つめていた康夫は、おそるおそる明里部長に訊いた。そりゃあ簡単には信じないよな。ラブは一見人間にしか見えないし。

「バッチリ真実よ！　ほら、ここんとこ」

　明里部長はラブの頭部にある人型ロボットに必ず存在するコネクター部分をつついてみせた。

「あ、あのつつかないでください。そこはで、でりけーとな部分なんですっ！」

　動揺したようにラブが恥ずかしそうにコネクターを手で覆おおう。

　そうか、あそこは弱点なのか……意外な事実に妙に感心している俺の隣で、康夫はそれでもまだ半ば信じられないといった表情でまじまじとラブを見ていた。
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「本当に人型ロボットなんだ……僕、直接見たのはじめてだよ」

「うちの親父おやじが寄こして来たんだよ。でも、ちょっと、その……未完成でさ」

「未完成？　こんなにすごいボディなのにか？　人間と見分けがつかないよ」

「ラブは人間に似せる事を目指した試作機らしいんだ。珍しい学習型システムを搭とう載さいしてるらしい。ただまあ、今のところあんまりうまく機能しているとは……」

　言いかけたところで、康夫はパチンと指を鳴らした。妙に様さまになっている。

「あ、前にマジに訊かれたことあったよね、あれはこのロボットのことだったのか」

「マジ！　おまえに訊きたいことがある！」

　鋭い声が俺と康夫の間に割って入る。声の主――川森慎太郎はいつになく厳しい表情をして、康夫を押しのけ真っ直ぐに俺を見すえた。

「この人型ロボット……いや、彼女はマジの親父が送ってきた。つまりマジの親父が作ったということか？」

「ああ、そうだけど。それがどうかしたのか？」

「では、大おお河が原わら博士は父親みたいなもの、ということだな？」

「まあ、そういう言い方もできなくはないな」

「そうかそうか。よし、これですべての条件は整った」

「おまえはさっきから何が言いたいんだ？」

　さっぱり理解できない会話に眉まゆをひそめていると、今度はラブに向かって口を開いた。

「ならば訊こう、キミはあそこにいる大河原本もと気きのことをなんと呼んでいるのかな？」

「えっと……マスターですけど」

　その言葉を聞いた瞬間、慎太郎はラブの目の前で膝から崩れ落ちた。

「おい、どうした？　大丈夫か慎太郎!?」

　慌てて駆け寄る俺たちに、慎太郎はこう言った。

「そこは〝お兄ちゃん〟と呼ばせるべきだろう！　ジョーシキ的に考えて！」

「呼ばせるか！」

「よーし判った、ならばロボ子よ！」

「ロボ子じゃないです。ラブです」

「ラブでもボブでもかまわん！　あ、いや、ボブはダメだが。とにかく！　マジが『お兄ちゃん』という呼称を拒否するなら、手段はひとつだ。オレのことを『お兄ちゃん』と呼ぶがいい！」

「なんでそうなんだよ!?」

　もはや慎太郎の言ってることは意味不明だった。

「うるせぇ！　お兄ちゃんって呼ばれてぇんだよオレは！」

　慎太郎の魂の慟どう哭こくが古びたガレージを震わせた。

「いいラブ？　この男とふたりきりなっちゃダメよ」

「了解しました。遙様」

「のおおおおおおおおおっ！　なんでなんでよっ、ハイテク妹は全世界男子の夢じゃん！　ジョーシキ的に考えて！　それをなんで判ってくれないのぉぉぉぉっ」

　絶望して床に蹲うずくまる慎太郎を害虫かのごとく見下して、それまで呆あきれたように俺たちを眺めていた遙が口を開く。

「そうだ、ラブ、遙様はやめて欲しいんだけど」

「はいです。では何とお呼びすればいいのでしょうか？　登録変更ですのでマスターのご指示が必要になりますが」

「んーと、じゃあ『遙さん』かな？　それでいいか遙」

「うん、そのほうがいい」

「はい、遙さん、ですね」

　俺の指示に嬉しそうに従う。

　確かに、遙だけ様付けってのはヘンだよな。特別扱いで関係性を疑われ兼ねない。

「そういえば、どうして久く遠おんさんはここにいるの？　ロボロボ部と関係ないのに」

　柔にゆう和わな感じでありながら、結構鋭い康夫がぽろりとそう言った。

　うっ、やっぱりそう思われたか……ただまあ、さすがに予測はしていた。

「いや、たまたま幼なじみのこいつにもラブを見られちゃったんだよ。それで、黙ってる訳にもいかなくて」

「そそ、私が引き込んだの」

　俺の棒読みな言い訳に、くすくす笑いながら明里部長がフォローをいれてくれる。

　遙は、ぷい、と横を向く。普段が厳しいクラス委員長なのでその態度の方がいつも通りだ。

「なるほど、監視って訳なんだね。学校の外でも大変だね、久遠さん」

「本当よね」

　不機嫌なため息を漏もらした遙は、本当に大変だ、という顔をしている。

「す、すみません。遙さん、ラブは大変ですか？」

「……ノーコメントにさせてくれる？」

　心配そうな表情のラブに、遙は無表情に徹する。完全な優等生モードの遙を見るのは初めてなので、ラブは目をくるくるさせている。俺は慌あわてて二人の間に割って入った。

「ま、まあまあ、いいじゃないか。ラブ、これから色々覚えれば大丈夫さ」

「はいです。そうですマスター、質問をさせて頂いてもいいですか？」

「お、おう。どうした？」

　ラブは、大きな瞳でじーっと俺を見つめる。

「マスターの事を、皆さんは『マジ』と呼ばれることがありますが、どうしてですか？　遙さんもときどき……」

「わっ、わぁあっ、な、何を言ってるのラブ！」

「そ、そうだ！　え、えーと、マジってのはあだ名だ！　本ほん気きって意味の俗語だよ。ちょっと古い言葉なんで、恥ずかしいんだけどさ。小学校のころからそう呼ばれてるから、今更、変えられないんだよ」

　なんの悪気もなく遙と俺の関係をばらしそうになるラブを俺たちは慌てて止めた。

「そうなんですね。本気とマジは同じ、ラブ覚えました！」

　そんなやりとりをしている俺たちの隣で、康夫が明里部長と熱っぽく話している。

「しかし、すごいですね、明里部長。本物の人型ロボットですよ。しかもボディは最新型で、おまけに未発表の制御システムが搭とう載さいされてるんですよっ。実験機の試験運用に立ち会えるなんて最高ですっ！　僕にも運用実験させてくれないかなぁ。守秘義務あるだろうけど……」

　康夫たちにはラブがなぜ来たのかは話していない。親父に預けられたってことだけ説明してある。モニターテストみたいなものだと思っている康夫は興奮気味だ。

「ふっ、まだまだよ、高倉康夫。あたしの野望はこんな程度じゃないわ」

「と言うと？」

「ラブはまだ未完成のシステムに振り回されてる状態よ。彼女をあたしたちの手でバッチリ完かん璧ぺきなロボットに仕上げるの。そしてその過程で人型ロボットに関するノウハウを吸収する。彼女もいろんな事を学習して成長できるし、これぞ一石二鳥よ！」

「さすが部長！　楽しみですね。どんな風に学習していくんだろう？　ワクワクするなぁ」

「そして大河原くんに目一杯恩を売る。最終的には、大河原本気、久遠遙のふたりを正式にロボロボ部部員へと昇格。もちろんラブも部員として看板になってもらうわ。そして、このガレージはロボロボ部の部室として接収する！　我がロボロボ部は一気に全国トップの有名部となるわ、どう？　あたしの秘密計画！　バッチリでしょ！」

　おいおい。全部聞こえてますよ、明里さん。

「有名はどうでもいいですけど、このガレージの備品を使い放題は魅力的ですね！」

　だから、聞こえてるって、康夫。友達なら少しは止めろ！

「「ふふふふふふふふっ」」

　ふたりは怪しげな含み笑いを洩もらす。ネタでやってるのか本気なのか全然判らないな。

　正式な部員も、ガレージ接せつ収しゆうも断固抵抗すると心に決める俺だった。

　というようなことがあって、人型ロボットのラブは意外とあっけなくロボロボ部に迎え入れられた。その後のロボロボ部の活動はもっぱら我が家のガレージで行われることとなったのだ。ラブを学校の部室に連れて行けないから仕方ないとは思う。だが少し不安が残った。

　ひとつは、遙との時間がどうなるかということ。

　もうひとつは、勇ゆ希き姉ねえが次に来るまでにはラブが成長して、ガレージや家の片付けの戦力になってくれるかどうかだ。そうじゃないと、むしろみんなが散らかす分事態は深刻になりかねない。でも、ラブを育てるという目標を持った以上、一人でやるよりもロボロボ部の助けを借りた方がいいのは間違いないように思えた。

「ラブ、こんなにたくさんの人とお話しするの、初めてなのでドキドキです！　みなさん、いろいろ教えてくださいなのです！」

　ニコニコしているラブの表情を見るだけで、俺は自分の選択の正しさを確信できる。

　ただ、優等生モードの遙の無表情が少しだけ気がかりだった。

　でも明里部長の号令でそのままラブの歓迎パーティが始まってしまったので、俺は、その心配を形にすることはなかったのだった。




　そして一ヶ月。俺たちは放課後をラブとガレージで過ごす日々を送った。

　学校から五分とかからない自宅のガレージに誰が一番乗りするかで、その日のラブの学習をどういう形で進めるかが変わるのだ。みんな、色々工く夫ふうをしている。

　そんな中で、ラブは見違えるほどの成長を見せていた。

　ただし、それが俺の期待したものであるか、というのは別の問題だ。

　明里部長の掲げたロボロボ部の新たなる目標「ラブを完成させる」というのは、つまるところラブにいろんなことを教え、経験させるというわりかし地味な作業だった。

　つまり「経験を積む」ということが目的になっている。

　古典的な表現だが、まさに真綿が水を吸うがごとく、ラブは役に立つこともまったく無意味な知識も見境なく次から次へと覚えていった。単純なデータや知識は一度であっさり記憶してしまうが、やはり技術や経験を必要とするものは何度かトライ＆エラーを繰り返して上達していくという感じで、そこは人間の学習方法とよく似ている。

　なので、繰り返しやったことは良く覚えるが、やって欲しい、と思っている事を学んでくれるとは限らない。なぜなら……ロボロボ部の面々は、家事万能のロボットを作りたい訳じゃないのだ。この点は巨大な盲点になりつつあった。

　そして今日もガレージに集まったロボロボ部の面めん子つ（＋α）とお勉強に勤いそしんでいる。

　残念ながら、それは俺の希望とはちょっと違う方向だったけど。

「じゃあ、ラブちゃん、今度は人差し指のところに指をいれて……そうそう、次は右の小指にかかってるのを外しながら糸を向こうに……はいっ、バッチリ四段はしごのかんせー」

「わぁ……見てください、マスター！」

　ラブは嬉しそうに両手の間に渡ったはしごを掲げて見せる。

「おー、よくできてるよくできてる」

　さて、今日のお勉強はあやとりらしい。他にも折り紙やけん玉なんてのもある。

　昨日は慎太郎の持って来た携帯ゲーム機で遊んでいたが、今日はまた打って変わってなんともレトロな遊びばかり揃そろえたもんだ。

「でも、なんでまたあやとりなんですか？」

「ふっふっふ、それはだねー」

　素そ朴ぼくな疑問をぶつけてみると、明里部長は不敵な笑みを浮かべる。

「いわゆるひとつの頭の体操ってやつなのさ。人間は指先を動かすことで脳神経に刺激を送っているんだよね。ラブちゃんなら効果あるかなってそれを導入してみました」

　なるほど。確かに学習型人工知能だからこその練習と言えるかもしれない。

「私の動かない下半身のリハビリも、不規則に動かすのが大事なんだよ。私の場合自分では出来ないけど、人や機械の手を借りてでも複雑な動作をすることで普段使わない部分を動かすことが、神経にいい影響を与えたり固まった筋肉や血管をほぐすの。それと同じよ」

　部長はノリと勢いの人と思われがちだが、実際には意外なほど色々なことを考えて……

「って、まあほとんど康夫くんの受け売りなんだけどね」

　ぺろっ、と舌を出す明里部長。感心した気持ちを返してください。

「昨日、慎太郎とゲームしてるところを見て気付いたんだよ。ラブさんの指の動きがぎこちないってことにさ。だから指先を使うことで経験値が蓄積して指のアクチュエーターと制御系との連動性が増して……まあ、要するに器用になっていくんじゃないかって思ったんだ」

　ゲームをさせてみただけでここまで思いつくなんて、さすが康夫だ。

「ふっ……それもこれも、オレの持って来たこいつのおかげだな」

　今日も持って来ていた携帯ゲーム機を誇らしげに掲げて見せる慎太郎。

「ロボットにボーカロイド系の音ゲーを操作させるという多重にメタ的要素を含んだ行為がもたらしたあらたなる発見と言ったところか」

「慎太郎のおかげだな。ぞんぶんにゲームして遊んでてくれ」

「よーし、エクストリームモードクリアしちゃうぞー」

　俺としては料理や掃そう除じをやらせたいにも拘かかわらず、慎太郎は授業が終わるといつの間にかガレージに一番乗りしていてラブにゲームをさせたりするので迷惑な部分も多いのだが、今回はヒョウタンから駒こまというところだろうか？

「マスター、マスター」

「なんだ、ラブ」

「ラブ、あやとりをすると器用になれますか？」

「康夫が言うにはそうらしい。実際、意味はある気がするな」

「器用になったら、お料理もできるようになりますか？」

「まあ……練習次第かな。たぶん」

「ラブ、がんばります！」

　ぱぁっと表情を輝かせるラブ。彼女の学習能力には驚かされてばかりだけど、なにより凄すごいのは、ラブがどんどん表情豊かになっていくことだった。

　どんどんできることを増やし、おまけに人間のような表現も覚えていくラブ。

　これが０ラブシステムのおかげだとしたら、いったいどこが〝欠陥〟だったというのだろうか。

　俺にはそれが不思議でならなかった。ま、時間も手間もかかるけど……

　そんな俺たちの談笑を常に優等生モードを維持した遙が、少し離れて見守ってる。

　ロボットを使って悪いことをしないように監視している。というのが建たて前まえだ。

　ラブの元気な声に反応するように、遙は読んでいた教科書から顔を上げた。

「あなたたち、ロボットは頑張ってるみたいだけど、自分の勉強はちゃんとしているの？」

　あ、言ってはならないことを。そのことは、あえて忘れたふりをしていたというのに……

「そういえば、来週から期末試験だね」

　康夫が何でもないことのように言う。遙も康夫も基本的に勉強で苦労をしたことがない側の人間なのだ。だからそう気軽に試験の話題なんて口に出せるんだ。

　俺のような得意科目以外は赤点ギリギリが平均点になる人間にとっては非常に不吉な単語だ。

「期末試験かー、めんどくさいにゃー」

　明里部長が言葉通りめんどくさそうな顔をして言う。

　だが、その発言は強者の余裕にあふれたものだ。けっして俺サイドの意見ではない。

　生徒会長様はこれだけいい加減でやりたい放題のクセに、たいそう成績がいい。

　なので、実際のところ期末試験と言われて危機感を感じるのはこの場では俺と慎太郎くらいだった。同じような暮らしをしてるはずなのに、なんだろうこの格差社会。

「マジでやってらんね。日本史の範囲なんて、中間の倍だし」

　イヤそうに悪態をついて、慎太郎はゲーム機を放り出す。俺も同じ気分だ。

「だな……暗記科目はほんとやりたくない」

　いっそ、俺にもハードディスクが搭載されていて、ドラッグ＆ドロップでささっと書き込むだけでなんでも覚えられたら楽なのに、と思う。

「おまかせください、マスター。ラブの頭にはすでに高等学校で習う日本史の教科書の内容が記憶されているですっ」

「へえ、いつの間に？」

「マスターが学校に行っている間することがなかったので、ずーっとインターネットにアクセスして無料の書籍データにアクセスしてたのです。日本史の他にも西洋史や近代史なんかも読んで記憶しているです。教科書関係は図書館で無料アクセスできて経済的なのです！」

　えへんと胸をそらすラブ。

「おおっ、それなら暗記科目は勝ったも同然だな！」

「はいです！　マスターのお役にたちますっ」

「で、期末試験にロボット同伴で行くわけ？」

「う……」

　遙が冷たく言い放つ。いや、判ってたけど。ちょっとくらい現実逃避したっていいじゃないか。遙は呆れたように教科書を閉じる。

「そんなに不安ならこんなところで遊んでないで、単語のひとつでも覚えたら？」

　絶賛優等生モード、別名ツンモードの遙は切れ味鋭い指摘を俺に投げつけてくる。

　そう言いつつ自分は折り紙でやたら複雑な飛行機を折って遊び始める。余裕を感じるなぁ。

「遙さん、それはなんですか？」

「な、なにって、ただの折り紙だけど」

　いつの間にかラブはすぐ間近で食い入るように遙の指の動きを見ていた。

「折り紙は判ります。そのカタチはなんというものですか？　ラブのデータベースには存在しない折り方です」

「これは昔、お父さんに教えてもらった飛行機だけど……」

「ラブも折ってみたいです。もう一度見せてくださいっ」

「別に、いいけど」

　キラキラと目を輝かせるラブに負けて、遙がまた飛行機を折る。

　遙のお父さんはうちの親父と並んで業界では天才と称されるロボット工学者だった。

　そんな人が作っただけあって複雑で繊せん細さいな折り方だった。

　だけど、慣れた遙が折る様子を見て、ラブは簡単にそれを真ま似ねしてしまう。

「できましたっ」

　完成したその美しい飛行機をラブは宝物でも眺めるようにする。

「もう、なんで私の真似ばっかり……」

　遙が溜息混じりに言ったように、ここのところのラブはこのガレージでの勉強会の他に、積極的に遙にくっついてその仕草や行動を真似していたりする。

　まあ、遙は俺の次に命令の優先度が高いってこともあるだろうけど。よく小さな子が年上の兄弟や親の真似をするような感じにも見える。

「遙さん、もっと折り紙知ってますか？」

「え……できるけど」

「教えてくださいっ、ラブはたくさん折り紙できるようになりたいですっ」

「……もう、だからなんで私なのよ」

　大きく肩を落としつつも、ラブの〝お願い〟に抗あらがえない遙だった。

「なーんか、微ほほ笑えましいじゃない？　お姉ちゃんにくっついて離れない妹みたいで」

　明里部長が言った。

「本人は複雑みたいですけどね」

　自分が甘えたいのに、反対に甘えられてしまう遙は、時々困っているように見えた。

　ラブが来てからこっち、以前のように気軽に俺に甘えられなくなっている。俺としては遙のためにもいい経験じゃないかと思うけど、本人はなかなかうっぷんが溜まっているようだった。




　そんなある日の夕食時、並んで食事をしている遙とラブ、そして向かいに座る俺。

　三人で食事をするのも随分慣れたはずだった。だけど、遙が冷ひや奴やつこに箸はしを伸ばしラブがそれに続いた時、溜まったうっぷんは何の前触れもなく爆発した。

「だから、いちいち私の真似をしないの！」

　ラブが自分の動作をトレースしたのを見とがめたのだ。問題は、それがうまくお箸で豆腐をつかめずに遙が取り落として、慌ててテーブルを拭ふこうとするところまで同じだったことだ。

「私がお豆腐をこぼしたからって、ラブまで真似することないでしょ」

「はい……ごめんなさい。こぼさないようにしますです」

「違う違う！　こぼしたことじゃなくて、私の真似をしないでって言ってるの」

「は、はいです……で、でも……」

　学習中の人型ロボットは、叱られていることを理解して身体を小さくする。

「まあ、そんなにいうなよ。ラブに悪気がある訳じゃないんだ。ただ、いろんな人間の行動をマネしながら経験を積むように俺たちが指示してるからで……」

「悪気がないのは悪気があるよりタチが悪いの！」

　とりあえず仲裁に入ったものの、遙の機嫌はますます悪くなってしまった。

「ラブ、どうして私のマネばかりするの？　本気くんの真似をすればいいでしょ！」

「……あ、あの、マスターじゃダメなんです。遙さんが可か愛わいいです。遙さんがいいです」

「え？　ふぇ？　か、可愛い!?　……な、なに言ってるの！　ヘンなこと言わないでよ！」

　予想外の返答に遙の顔が真っ赤になる。一瞬でツンモードに復帰したが、まだ顔が赤いぞ。

「部長さんが言ってました。遙さんは可愛い。男の子は遙さんみたいな可愛い女の子が好きだって。マスターも一番好きなんだから真似するしかないと。ラブ、とっても納得しました。ラブ、遙さんを覚えたいです！」

「いっ、ちばっ……す、き……っ！　か、会長ってば、ななな、何を言って……」

　俺の顔とラブの顔を交互に見て、遙は珍しいくらい顔を赤くする。

　ラブは、その遙の様子を興味深そうに見つめている。

「も、もうっ、か、会長、どうしてそんなこというの！　わ、私と本気くんはぜ、全然そういうのじゃないんだからね！　ら、ラブが信じたら困るじゃないっ！」

「ふえ？　ラブ、間違って覚えてますか？　部長さん、違う事言ってるですか？」

「あっ、あのっ、そ、そういう部分もなくはないんだけど、そ、そういう意味じゃなくて」

「あう、難しいです。ラブ、まだ人間の気持ち、判らないみたいです」

　頭を抱えてしゅんとしたラブと、同じように頭を抱えている遙。明里さんが言ってたように似たポーズのふたりは姉妹のようで微笑ましい。たいそうな美人姉妹だしな。
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「……本気くんてば、何を笑っているのかしら？　私が困惑してるのが楽しいの？」

　うわっ、本当に怒ってるかも。完全にツンモード全開だ。風紀委員の久遠遙が教室中を凍り付かせるブリザードが俺ひとりに向けて吹きつける。俺は慌あわてて言い訳した。

「いやいや、美人姉妹だなーって思ってただけ」

「美人姉妹とは、遙さんとラブのことですか？　姉妹とは人間の親族をさす言葉ですよね。それはあり得ないのでは？　ラブはロボットですし」

「似てるように見えるってこと。事実でなくてもいいんだよ」

「それは比ひ喩ゆ的表現と言うものでしょうか？」

「んー、そんな感じかな」

「本気くん、そういう曖あい昧まいな言い方はラブが混乱するでしょう。比喩表現で正しいわよ、ラブ」

「はいです。遙さん、これは比喩表現。覚えました。ラブ、遙さんと美人姉妹だって言われたら嬉しいです。えへへっ」

　ラブが、さっきの遙から学習したのか、可愛い感じに顔を赤くする。

「に、似てないもんっ！　ラブが真似してるだけ」

　お、遙もまた素が出た。

「もっと遙さんみたく可愛くなれるように、ラブ頑張ります」

「だから、私の真似はしないでって言ってるのに……もう」

「まあまあ、ラブの学習に協力してやってよ。ラブ自身が、遙を目標にしたいって言ってるんだから」

　俺が笑って言うと、遙は俺をじぃっ、と見つめた。

　そして、深いため息をついた後で、ラブに頷うなずいてみせた。

「……本気くんがそう言うなら、いいよラブ。真似しても」

「はいです！　ありがとうございます！」

　嬉しそうに満面の笑みを浮かべるラブと対照的に、遙が浮かべたのは難しい笑顔だった。

　仕方ない、というにはまだ少し辛つらそうで、だけど不思議と納得しているような。

　そっか。と俺は理解する。今の言い方だと、遙はハルカちゃん３原則に従わなきゃいけなかったんだろう。彼女と俺が決めたルール。

　そういえば、ラブが居る時の遙はずっと優等生モードのままだ。ラブは人型とはいえロボットなんだから、気にしなくていいと思うんだけど……それとも、逆に両親を失った原因であり、遙にとって愛情を奪い合う存在であるロボットだからこそ、距離を置いているのかも。

　本当のところは判りにくい。だけど、遙の表情はとても放ってはおけなかった。

「ラブ、ごめん。ちょっとだけ遙とふたりだけにしてくれるか？」

「はいです。では食事を中断します。遙さん、失礼します」

　ラブはニッコリ微笑んで一礼し、部屋を出ていく。

　そのためらいの無い動作を遙は先ほど以上に不思議な表情で見送っていた。

　ドアが閉まると、やっと視線が俺に向く。理由を問うような沈黙。

「……遙。ふたりきりだから気を抜いていいよ」

「……！」

　俺の気持ちが伝わったのか、遙の表情がゆるむ。久しぶりの素直な笑顔だ。

「マジくんっ！」

　身体からだごと抱きついてくる感覚が懐かしい。

「はぁ……マジくんだぁ……嬉しいよぉ。やっとエネルギーが満ちてく感じだよーっ」

「いっぱい我慢させちゃったもんな……ごめんな、遙」

「ううっ、マジくんが超優しいっ！　どうしようっ!?　マジくんマジくんっ、大丈夫？　無理矢理試験勉強させたから何かショートしちゃった？」

「って、こら。それじゃ俺が普段ものすごくひどいヤツみたいに聞こえるぞ」

　ぎゅうぎゅうと力いっぱいしがみついて、俺を心配そうに見上げている。

「だっていっつも、もう大人なんだからあんまりベタベタするなとか言うのに……」

　それはあれだ。良識的発言と言うヤツですよ？

　こんなの誰かに見られて噂うわさになったら、あっという間に離れ離れだぞ俺たち。

「ロボット嫌いなのに無理させちゃってるしな。俺は遙のお世話をしないと。３原則だろ？」

「あはっ……遙、ロボットは嫌いだけど……ラブは、そんなに嫌いじゃないよ」

「ああ、あいつロボットっぽくないからなー。でも、そう言ってくれるとホッとするよ」

「でも……ちょっと羨うらやましい、かな」

「ん？　ラブがか？　まあ、明里さんはじめみんなラブに夢中だからなぁ」

　俺がしみじみ言うと、むくれもせず、遙は小さな声で言う。

「そうじゃなくて……マジくんさっきラブにふたりにしてって言ったじゃない」

「ん？　ああ、それが？」

「ラブは、躊ちゆう躇ちよせずに従ったでしょ。マジくんはちょっとすまなそうにしてたけど、ラブはきっとホントに平気なんだよね……」

「晩ご飯を中断したことか？　まあ、確かに少し可か哀わい相そうだったけど、それは単に俺の感傷みたいなもんだから。元々充電でもいいんだし、ロボットが指示に従うのは当然だと思うけど……」

「それが羨ましい。マジくんには、判らないだろうけど」

　遙はぎゅっと腕に力を入れて、顔を俺の胸に押しつける。

「……心ってめんどくさい……ロボットの方がずっと……いいな」

「え？　何だって遙？」

　遙の言葉はくぐもって良く聞こえない。

「……ロボットになりたい……よ」

　抱きついたまま、遙は俺からなかなか離れようとはせず……俺は、彼女が両手を離すまでの間、ただずっと彼女の背中を撫なでていたのだった。




　その頃、ラブはガレージの外に出しっぱなしの縁台に座って、夜空を眺めていた。

「困りました。ちょっとだけという曖あい昧まいな時間設定がラブには良く理解できません。マスターにちゃんと聞けば良かったです。またもやラブ失敗です」

　そしてガクリと肩を落として、絶賛反省中だった。

「比ひ喩ゆ表現……曖昧表現……人間はロボットよりずっとずっと複雑です」

　今日教わったことを確認しつつ、ラブは人間の難解さに思いをはせる。

「でも、姉妹のようだと言われたのは嬉しいです。少しずつ理解できていくのでしょうか？　ラブは知りたいです。もっとたくさん人間のことを知りたい。知ったらもっとお役に立ててマスターや遙さんにも喜んでもらえるでしょうか？」

　ここにいないマスターに問いかけるようなラブの言葉は、静かに夜の庭に流れていく。

　今、彼女が抱いている気持ちの事を、人間がなんと呼んでいるのかラブは知らない。

　ただ、ラブの中にそれが存在すること自体がひとつの奇跡なのだと気付く人は、まだひとりもいなかったのである。




　そしてまた幾日か過ぎて、期末が本格的に近付いて来ていた。しかし俺はこのところ、試験勉強をせずにガレージの整理にいそしんでいた。最近は、部長がほったらかしにしていた生徒会へ強制連行されたため、ロボロボ部の活動は停滞気味だ。この機会を逃す手はない。

　部長達がいるとちっとも片づかないし、いつ勇希姉がチェックに現れるか判らない。やれる時にやっとかないとな。けして試験勉強をしたくない言い訳ではないのだよ。

　もともと試験前だからといって慌てたりはしない遙と、本来、そのために我が家に来たはずのラブに手伝って貰って、今日はロボロボ部が散らかし放題にしているガレージの片付けに取り組むつもり……だったのだが。

「ち、ちょっと、ラブ！　なんでこんなところに転がってるの!?　マジくん、マジくん来てーっ！　ラブが大変！」

　悲鳴のような遙の声が聞こえて、俺はガレージから飛び出して母おも屋やに向かった。

「遙っ！　ラブどうしたんだ!?」

　ドアを開けるとしゃがみ込む遙の背中が見える。その向こうに転がっているのは確かにラブの姿のようだった。ただし、頭と足が本来と逆に向いている。逆立ちから前転中に失敗したような感じで、階段を下りたところに置かれていたガレージの荷物の間に挟まっていた。

「ラブ、どうしたラブ!?」

「マスター、遙さん、ラブは大丈夫です。落ち着いてください」

　狼狽うろたえた俺たちに対して、ラブだけが冷静だ。だが、起きあがれないようだ。

「ラブ……なにがあったの？　そんなところに挟まってるなんて……」

　遙が質問している間に、俺はひとまず目視でラブの身体からだを点検していく。酷ひどい破損はなさそうだけど、落ち方の角度が悪かったのか、見事に隙すき間まにはまっている。正直、人間だったら骨折のひとつやふたつ、していてもおかしくない。

「すみません、うっかりつまずいて、階段から落ちてしまいました」

「階段から……マジくん……違う、本気くん、気づかなかったの？」

「ガレージにいたから……ラブ、いつ階段から落ちたんだ？」

「９９６０秒前です」

　ええっ!?　三時間近く転がっていたのか。母屋を片付けてると思ってたのに……

「大丈夫か？　どっか調子の悪いところはないか？」

「はいです。関節部、可動部は物理的障害で動かせませんが、自己診断プログラムは動作中です。あと２４０秒で終了します。現在のところ軽微なストレスが確認されているだけです」

「そうか……ホントに頑丈なのは取とり柄えだな」

　俺はホッと胸をなで下ろす。親父おやじの技術者としての腕に少しだけ感謝する。

「どうして大声で俺たちを呼ばなかったんだ。ひとりじゃ起きられないだろう」

「ええと、その……自力復旧できる可能性もあるかな……とか……」

「そこで曖昧表現で誤ご魔ま化かさない！　ちゃんと助けを呼びなさい！　自己保存もロボットの３原則でしょうっ！」

　ツンモードに復帰した遙が怒ったように言い聞かせる。慌てた時は素だったのにな。

「は、はいです！　ごめんなさいです！」

　自己診断プログラムが終了してからすぐにラブをガレージに運んだ。チェックでは大きな損傷はないという結果が出たが、なんだかんだで自分の目で確かめないと気が済まなかった。

　ガレージにある人型ロボット用のメンテナンス槽そうで故障部をチェックすると、確かに皮ひ膚ふとフレームの一部に擦り傷がついた程度の軽微な破損だった。

　そしてもう一つ判ったのが、自己診断プログラムが作動してしまうとラブは基本的に動けなくなるらしい。どこか故障したまま動く方が危険な可能性があるからだ。人型ロボットってのは精密機械なんだなとしみじみ思った。今後もないとは言えないし、何とかしないと。

「ああ、大丈夫だこれならすぐ直るよ。うちの旧型のメンテナンス槽でも五分とかからない」

「良かった……」

　遙がはああっと息を吐き出す。どうやら息を詰めて見守っていたらしい。

「ラブ、あのな、転んだら悲鳴を上げろ。これは命令だぞ」

「悲鳴……ですか？」

「おまえが危険な状態になるかもしれないって判らせるために、なるべく大きな悲鳴をあげるんだ。できるか？」

「悲鳴？　転んだら悲鳴」

　ラブは首を傾かしげている。どうやらうまく理解できないらしい。これは見本が必要かも。

「それじゃ、ラブも大丈夫みたいだし、私は部屋で試験勉強でもするわ。ガレージの片付けも今日は無理そうだもんね」

　いやな予感でも感じたのか、そそくさと遙が立ち去ろうとする。

「遙、帰る前に悲鳴の見本、頼めるか？」

「本気くんがすればいいじゃない。そんなみっともないこと出来ないわよ」

　ツンモードの遙は冷静沈着。転んで悲鳴を上げるドジっ子キャラでは確かにない。

「遙さん」

「そんなすがるような目で見たってしないからねっ！　あとっ、悲鳴とかより危ないと思ったら助けを呼びなさい。それからっ、本気くんはガレージの整理なんかより試験勉強！」

　歩きながら振り返って矢や継つぎ早ばやに説教をかましていく遙の足元には、慎太郎が置いていったアナクロゲーム機のコード。

「遙、あしも――」

「しないって……きゃあああああっ！」

　注意をさえぎった遙は、引っかかって転んだ。そして見事な悲鳴を上げた。

「だ、大丈夫か遙っ!?」

「あいたたっ……大丈夫……よっ、これくらい」

　打ったらしい尻を押さえながら立ちあがる遙に手を伸ばす。

「転んだら悲鳴……なるほどこれですね！　ラブ覚えました！」

「ふえっ……さ、参考になったならよかったっ……わ、わざとだもん！」

　ちょっぴり涙目だけどな。差しだした俺の手を摑つかんで素早く立ちあがると、遙は毅き然ぜんとした背中を見せてガレージを出ていった。恥ずかしかったらしい。

　ラブはその後、ボリュームを加減せずに悲鳴をあげてみて、俺を慌てさせたのだった。




　さらに別の日にはこんな事もあった。ラブに料理を教えていた時の事だ。

　課題はオムレツ。ふんわりと玉子をくるみこみオムレツにするには、いささか技量がいる。

「また失敗してしまいました……あんなにあやとりしたのにラブ器用になってないです」

　ラブは悲しそうにフライパンの中を見つめる。

　うまく片側に巻かれてくれなかった玉子は、ぐしゃりとつぶれた形状で、ここまで来たらスクランブルエッグにするしかないかもしれない様相を呈ていしている。

「まだちょっと力加減が上う手まくいってないんだよ。まあ、地道にやっていこう」

　フォローしたものの、ラブは納得できないのかタマゴを取り出そうと手を伸ばす。

「今度こそです。ラブはやればできる高性能ロボット……のはずなのです」

　こらこら、自分から〝はず〟って言うなと苦笑。ヘンなこと学習してるなぁ。味つけをしてかき混ぜた玉子をフライパンに流し込んで、片面に火が通ったところで、ここからが勝負だ。ラブはフライ返しをそおっと近づけて、えいっと半分に折り畳たたむようにひっくり返す。

「お、成功か？」

「ま、まだまだ気は抜けないです」

　その通り。しかしこの段階でさっきまでの失敗オムレツより格段に上出来だ。進歩してる。

「フライパンを揺すって、えいっ！」

「おおーっ、ひっくり返った」

「最後の一回……えいっ」

　少しばかり勢い余って、形は不格好になってしまったが、それでもこれならオムレツと言えるものが完成した。

「出来た！　出来ました、マスター！」

「すごいぞラブ！　やればできるじゃないか」

「はい、マスター。ラブはやれば出来る子だったのです。高性能ですから。遙さん見てください、出来ましたオムレツ！」

「はいはい。おめでとうね、ラブ」

　ダイニングテーブルに教科書を広げていた遙は興味が無さそうに、いい加減に答える。

「一個だけでも成功して良かったです。これ遙さんの分にしますね」

「え？　なんで私？」

「マスターからオムレツは遙さんの好きな食べ物だって聞きましたから」

「私はいいよ。本気くんに食べさせればいいじゃない。マスターなんだから」

「俺はこっちのスクランブルオムレツで十分だって、な？」

「すみませんマスター」

「味はそんなに変わらないって」

「いいからっ、本気くんに食べてもらいなさい、ラブ」

「えっ？」

「せっかくの成功なんだから、一度目は教えてくれた人に食べさせるものよ」

「あ、はいです。判りました。それでいいですか？」

　微ほほ笑えんで言う遙の言葉に、ラブは確認するように俺を振り返る。

「それにまだお腹なか空いてないもの私。こんな時間に食べたら太っちゃうわ」

「あー……そうだな、そういうものかもな。じゃあふたりで試食会ってことで。皿を取って来いよ、ラブ」

　はーいとラブが駈けだして行く。遙は、その背中を見ながら何かを呟つぶやいた。

「あたしが好きなのはオムレツじゃないよ……」

　聞き取れないほどの小さな声だった。

「マジくんの作ったオムレツ……だよ、ラブ」

「……？　遙、何か言ったか？」

「……別に。なんでもないよ」

　戻ってきたラブを見た時には、遙はいつも通りの優等生モードで。

　彼女が何を言ったのかは、結局俺にも判らなかったのだった。




　ラブが来てから、遙は今までより早く学校に行くようになっていた。なるべく朝は今まで通り本気を起こしに行っている。朝食と夕食は一緒に。本気は前よりも少し優しいくらいかもしれない。だけど、どこにいてもラブが居てなかなか二人きりになれないのだ。

　怒る、というのとは違うのだが元々のロボットに対する感情もあって、遙は二人の姿を見ているのがちょっぴり辛つらい時も多いのだ。

　ため息まじりに教室へやってくると、すでに登校していた友人がいた。自分でも判るほど不機嫌な顔をしているはずなのに、全然気にしないその少女はぱあっ、と明るい顔になる。

「遙っ、勉強教えて！」

　自称、久遠遙の無二の親友・宮みや武たけ富とみ子こだ。近寄りがたいと言われる学校での遙にいつもくっついてくる。優等生モードの遙にとっては、一番親しい人かも知れない。

　ただし、その愛情が一方通行なのが否いなめないのだが。遙は冷たく彼女を見た。

「やばいのよやばいのよっ、数学と物理と化学の試験の日程が同じ日なんて！」

「富子、見て判らないかしら？　私はいま登校したばかりなのだけど。それから、今朝は生徒会の書類を作らないといけないの。申し訳ないけど、あなたの試験勉強にはつきあえないわ」

「判ってるけど、わたしも大ピンチなの！　お願いっ、親友でしょっ！　あと、富子って呼ばないで！」

　遙は大きく息を吐いて、また吸い込むと一気にまくしたてる。

「判ったわ富子。なら比較してみましょう。私がこの書類を作成することを放置した場合に起こるであろう生徒会業務の遅延及びそれによる損害と、あなたが３科目で赤点をとった場合に発生する損害とを。まず、この書類が放課後までに完成しなかった場合、予定されている会議は延期ということになるわね。そうすると書類の完成を待って作業に入る生徒会メンバー５名はまっすぐに帰宅することになる。仮に私が自宅で書類を完成させてメールで会長に確認したとして少なく見積もっても３時間から４時間の遅れが出るわ。単純に考えると３時間×５名＝15時間の損失ね。次に富子が赤点をとって補習を受けた場合。補習は受けたことがないから良く判らないのだけどだいたい１教科あたり３回として３教科合わせて９時間。そこに追試の時間と富子が前日に追試の勉強を３時間したと仮定した場合。あらすごい合わせて18時間ね。片や15時間。損失が大きいのは富子の方ね。ところでこの書類は部活の予算申請に関する物なのだけど、提出が遅れたら各運動部が夏休みに予定している合宿の費用が終業式までに用意できなくなるの。ちなみに私は予算申請が遅れた理由を積極的に隠すつもりはないわ。さて、それじゃあ勉強をはじめましょうか」

「……ごめんなさい、自分でやりますぅ……」

　途中からもう半泣きになっている富子を見て、胸が痛む。

　ここまでやらなくてもよかったかな、自分が八つ当たりしたような気がしてしまう。

　遙が人前では優等生を演じるようになってから、もう結構な時間が経っている。

　本来の甘えん坊を出さないための努力は、結果として攻撃的な行動になってしまっていることに自覚はある。だけど「適当に」みたいなことは、遙には出来そうもない。

　今度は自分にため息をついて、遙はカバンから三教科分のノートを取り出した。

「出題範囲は、赤のマーカーで囲ってあるわ。予想問題は青のマーカー。授業で先生が教科書に補足した内容は出題率高いから。私はもう覚えたから、持ってていい……」

「ありがとうっっ、やっぱり持つべきものは親友ね！」

　いきなり抱きつかれて、遙はちょっぴり優しくしたことを後悔していた。朝、本気に抱きついた感触が薄れてしまう気がしたから。遙のノート目当てに女子たちが遙の周りに集まってわいわいと騒ぎ始め、遙はその中心にいて談笑に加わりながら不思議な孤独感を味わっていた。

　少し遅れて登校してきた本気が、その様子を見てなんだかホッとしたように微笑んだのも、遙をなぜかいらだたせるのだった。




　夏休みが近づいても、放課後はいつも通りにロボロボ部の面めん子つがガレージに集まっていた。

　ラブはロボロボ部でもお手伝いを頑張っている。

　ロボットに頑張るなどという根性論があるとは思えないが、ラブはとにかく頑張っている。

　その頑張りは単にロボットとして指示に従っているというだけではない熱意みたいなものを感じさせる。まあ、俺の錯さつ覚かくなのかも知れないけど……努力は認めてあげたい。努力だけは。

「で、何をどうすれば、これほどまでにアバンギャルドなオブジェが出来上がるのか問いたい。小一時間問い詰めたい」

　苦笑する慎太郎の目の前には、慎太郎がどっかから拾ってきた等身大フィギュアと、公きみ恵え先生から修理を依頼されていた掃そう除じ機きがキセキの合体を果たした代しろ物ものが鎮ちん座ざしていた。

　よく言えば前衛的なアート作品で、素直な感想を言えばガラクタの塊かたまりだ。

「ご、ごめんなさいです！」

「ホースがマウスピースのように繫つながっているところなんて、悪役メカっぽいね」

「あははっ、吸い込み口が頭に刺さっている角度なんて絵のまんまじゃない」

　なんとかフォローしようとする康夫と、ケタケタと笑う部長が対照的だ。

「ラブ、また失敗してしまいました」

　しょんぼりとするラブに、笑いが止まらない部長は違うとばかりに手を振って見せた。

「あたしが余計な落書きをしたから、混乱しちゃったのよねー」

「はうう……すみませんです」

「これキミちゃん先生が見たらマジで泣くな」

　慎太郎の不用意な一言が、さらにラブをしょんぼりさせる。

　なにが起こったのかというと、今回、慎太郎がラブに友達だといって等身大フィギュアを拾って来た。一方、俺はラブの精密能力に期待して、キミちゃん先生から修理を頼まれた掃除機の分解をさせるつもりだった。俺は掃除機の設計図をネットから落としてきたのだが、その時その二つを見た明里先輩が二つをあわせた落書きをして……こんなことになったのだ。

「ラブの失敗の原因って真ま面じ目めすぎるからなんだよなー」

「そりゃそうでしょ、ロボットが不真面目でどうするのよ」

「いや、そういう意味じゃなくて、落書きを落書きと思わないところが問題なんだ。遙は一目見て部長の落書きだってわかるだろ？　ラブはそこがわからなかったんだよな？」

「はい……部品は揃そろっていましたので……私に判らない目的があるのだと考えました」

　しょぼくれて小さくなったラブが上目遣いにこちらを見る。うーん、噓を噓と見抜く学習するっていっても幅が広すぎて難しいよな。人間ってのが、どれだけ複雑な判断系を処理しているのか痛感するなぁ。ひとしきり笑った後、明里部長は少し真面目な顔になる。

「あのさ、せっかくだから、ラブちゃんが失敗しないような解決策を考えてみない？」

「いや、そんな簡単に言われても……」

「だけど困ってるんでしょ？　実際のところ。例えば今日の事だって叱しかるわけにはいかないし、そもそも叱る理由がないもの。だって人間とロボットの差がそこにあるわけだから」

　部長から正論を吐かれて返答に詰まる。まさしくその通りだからだ。

「ラブちゃんにあたし達の真ま似ねは出来ても、それは真似でしかないの。膨ぼう大だいなパターンのどれかに当てはめていくしかない。だけどそれは難しいわ。あらゆるパターンを予測したり状況を用意していく方法なんかないもの。通常のロボットなら、ネットを通じたりソフトウェアをインストールして蓄積するんでしょうけど、ラブちゃんには日常以上の事は自分で勉強してもらうしかないんだもの。もし、ラブちゃんに想像力や考える力があれば違うけど……」

「指示を受けて行動する前に、誰かに相談するだけでも違うんじゃないかなあ」

「おおっ、俺も今それを考えていたところだ」

　康夫の提案にすかさずのっかる慎太郎。

　本当かどうかはさておき、俺も二人と同じ意見だ。

「要するに〝ほうれんそう〟ってやつだな」

「ほうれんそう、ですか？」

　きょとんとするラブに、部長が頷うなずいて見せた。

「報告、連絡、相談の略よ。ラブちゃんが何かをしようと思った時は、まず誰かに報告する。一緒に住んでいるマジに相談するのがベストね。近くに誰もいなければ、誰かに連絡するの。そして相談するの、私はこうしたいのですがそれでいいですか、って。それでオッケーが出たら実行するの。実行途中でわからないことがあっても、もう一回相談するの。それだけでかなりの失敗が防げるんじゃないかしら」

　一息にそう言った部長に、慎太郎が青白い顔をして賛同した。そういえばこいつ、女の子と１４０文字以上喋しやべると失神するんだったっけ。

「それは名案かも。今までのラブはとにかくトライして失敗してから覚えようとしてたけど、毎回何かする前に他者の経験を聞くことでラブが学習すれば、失敗は減らせますよね」

　それなりに名案に思える。だけどラブは、珍しく笑顔を見せなかった。

「どうした、ラブ？　意味が判らなかったのか？」

「い、いいえです。意味はわかりましたです。そうすればラブは、性能のいいロボットになるんですよね……ラブ、理解はしました」

　歯切れの悪い物言いをすると、ラブはそのまま俯うつむいてしまった。

　そしてなぜか、遙までが黙りこくってしまった。

「心配しなくてもいいの。判らないことがあれば、あたしに訊けばいいんだし。ロボット嫌いとか言いながら、大河原くんはラブちゃんの面倒をみているようだし、それに……」

　言いかけた部長は遙に視線を向けた。

「ラブちゃんの近くには遙ちゃんもいることだし」

　にやりとして言った部長に、俺はそこはかとない不安を覚えた。

　この人ばっかりは何を企たくらんでいるのだろう。

「それからもうひとつ提案があるの」

　俺の不安など何ど処こ吹く風で、部長が切り出した。

「ラブちゃんは遙ちゃんの真似をしてることが多いわよね。ならふたりがもっと接近すれば、より効果は上がると思うの。もっと遙ちゃんにくっついて学習したらいいと思うな」

「ちょっと待って下さい、それは多様性に欠けるんじゃないですか？」

「あら、最初から多様性を求めるのは無理よ。まずは一点集中！　一番身近だし、なにより遙ちゃんは優秀じゃない？　見本見せればいいじゃない」

「そんな……勝手に決めないで下さい」

　ぷいっと横を向いた遙に、部長はニンマリ笑顔で近付いた。

「ラブちゃんの性能がアップすると、いろいろと便利になると思うわよ」

「いろいろって……具体的になんですか」

「ええっ、具体的なことを言っちゃっていいのかな～」

　にやにや、にやにやと不吉な笑みが止まらない部長。明里部長は俺と遙について何を知っているのかわからないので不安になって、俺と遙は顔を見合わせた。

「なんかあんの？　オレも話に混ぜて、ＲＯＭ専でいいから」

　部長の意味深な笑みに反応してか、慎太郎が絡んできた。口には出さないが、康夫も俺たちを注視している。このままではとんでもなく悪い方向へ進みそうな予感がするので、俺は遙と部長の間に立ちはだかる。

「あー。部長の薦すすめなら、そうした方がいいかも知れないな、遙」

　アイコンタクトで『ここは退くべきだ』とサインを送りつつ、部長の話に乗るように遙を説得した。遙も部長の怪しげな気配を察知したようで頷く。

「それがいいわ。じゃあ早速、ラブちゃんと遙ちゃんを二人きりにするわよ。というわけで、行くわよ野郎ども」

「何が『というわけ』なんですか、意味わかんないですよ！」

「だって女の子は女の子同士の方が気楽でしょ？　あたしが混じってもいいけど、百ゆ合りっぽい女子会になるかも知れないよ？　あたしの真似してもよろしくって？」

　それはそれで……良くない。ラブの教育上よろしいはずがない。

「わかりましたよ……じゃあ遙、ラブを頼むわ」

「ちょっと……」

　引き留めようとする遙を振り切るようにして、俺たち野郎どもは部長と共にガレージを去った。




　取り残された遙は、すがる子犬のようなラブを見ながらため息をつくしかなかった。

「どうしろっていうのよ、二人っきりにして……」

「あの……いろいろと教えて下さいですっ！　頑張って真似しますからっ！」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをするラブを前にして、遙は憔しよう悴すいした表情を浮かべた。教えるといっても何をどう教えればいいのか、ラブが何を知っていて何を知らないのかがわからない。

「……ラブは何を知りたいの」

「えっと、えっと、ラブは人間のことがたくさん知りたいですけど……」

「そんな風に言われても具体性がないわよ……」

「そう……ですよね、はい、すみません」

　またもお辞儀をするラブに、遙は溜息を漏もらした。

「ラブが出来るようになったことを教えてくれる？」

「はいっ、それなら！　まずはお洗せん濯たくが出来るようになりました。干すのも畳たたむのも出来ますです。あと、掃除機の使い方も覚えましたですっ」

　指折り数えながら話すラブを見ていると、遙の中に形容し難い感情が湧いてくる。

　ラブはこんなにも一所懸命で、女の子の目から見ても充分に可か愛わいい。ロボットなのにどこか抜けていて、そこが憎めない所以ゆえんだ。遙だってラブを嫌いになれないでいる。ラブは高性能の何でもできるロボットを目指しているらしい。それは遙と真逆の望みだ。

　遙は本当は何もできない女の子でいたい。そうすれば本気が世話をやいてくれるから。

　出来ることなら、遙はロボットになりたかった。

　自分から家族を奪っていったロボットが嫌いで、それでもロボットになりたかった。

　遙がロボットだったら、両親は側にいてくれたろうか？　そうしたら事故で失わずにすんだろうかと考えてしまうのだ。もっと愛してくれたのだろうかと。

　何よりも本気の側にいたいから、ロボットになりたい。

　子供のころと違って、本気とはいつ引き離されるか判らないのだ。

　ロボットなら……それが本気のロボットなら、本気は絶対に遙を捨てない。

　ずっとずっと側にいて、遙を守ろうとするだろう。本気はそういう人だから。

　ラブを見捨てられないように、ロボットの遙を見捨てたりしない。

　だから、遙はラブが羨うらやましい。自分がなりたいそのものだから。

「それから、えっと、転んだら必ず悲鳴を上げること、も覚えました」

「もういいわ、判った、判ったから」

　遙は湧いてくる感情に堪えきれず、つい声を荒げてしまった。

「まだ他にも出来るようになったことはありますです」

「もういいの……だからロボットなんて嫌い」

「はいっ、ラブもロボットはあまり好きじゃないのです」

　喜色満面のラブの言葉に、遙はハッとなった。つい零こぼしてしまった自分の言葉に、ラブは傷付くどころか嬉しそうに同意してきたのだ。

「……どういうことなの？」

「人間の方が複雑です」

「そうかもね」

「人間の方が優しいですよね」

「残ざん酷こくな人だっているわよ。酷ひどいこともいっぱいする……ロボットは命じられてするだけだけど、人間は意図的に悪意を持ってやるわよ」

「でも優しい人はいっぱいいます。ロボロボ部の皆さんは優しいです」

「……否定はしないわ」

　ラブの成長のためにみんな頑張ってくれている。あのいささか問題がある慎太郎でさえ。

「何より、マスターと遙さんが優しいです」

「マジくんは優しいけど、私はラブに優しくないよ」

「優しいですよ」

「優しくなんかない！」

「優しいですよ。心配してくれます。教えてもくれます。遙さんは優しい人です！」

「それは……違う」

　本気の望みだからだ。３原則だからだ。本気が命令したら遙は言うことを聞く約束だから。

　それだけのことなのだ。

「私は優しくないんだってば……」

　遙の世界は本気だけいればいいのだから。ラブに優しいはずがないではないか。

「遙さんがなんと言おうと、ラブは遙さんのようになりたいのです」

「は？」

「ラブは……いつか人間になりたいんです。学習型ですから、ずっとたくさん学習していけば、いつかなれるんじゃないかと思うのです」

「あのね、ラブ。ロボットは人間には……」

　そう言い差して、遙は口ごもった。

「遙さんのような人間の女の子になりたいのです」

　真剣な表情で言うラブに、遙はいつしか力が入っていた両肩をストンと落とした。

「私もラブも、どっちもどっちよね、ふふ……ふふふっ」

　ラブのようなロボットになりたい遙と、遙のような人間の女の子になりたいラブ。

　すっかり力が抜けた肩を震わせて、遙が笑った。湧き上がってきた居心地の悪い感情は、脱力と共に消え去っていた。

「あはっ、遙さんが笑うと、ラブも笑ってしまいます」

「もう、こんなこと真似しちゃダメなんだからね」

　自分と同じように笑うラブを見て、遙は小さな確信を得ていた。ラブは決して自分を真似て笑っているのではないということを。




　期末試験がはじまると、否いや応おうなしにラブの勉強会もしばらく休止になってしまった。

　ラブもそのことを残念がっていた。

　経験を積み重ねることで人間らしくなって、より俺や遙の役に立てるようになる――

　そんな風に考えているのかもしれない。いっそ学校に通わせてやったら喜ぶんじゃないだろうか、とも思ったがロボットが喜ぶというのも変な話だ。でもラブは嬉しいとよく言うしな。

　でも、人型ロボットだと知られたらどんな騒ぎになるかと考えると、無理だよなぁ。

「ちょっとマジくん、ラブをお風ふ呂ろに入れてないってどういうことよ！」

　リビングで夕食後の珈琲コーヒーを飲みながらそんなことを考えていると、いきなり遙が怒鳴りつけた。ラブとふたりで後かたづけをしていたが、そこでそんな話になったのだろうか？

「どういうことって、ラブを風呂に入れないといけないのか？」

「当たり前でしょ、ロボットとはいえ女の子をお風呂に入れないなんて最低っ！」

「俺がラブを風呂に入れてたら、それこそ最低じゃないか？」

「うぐっ」

　ほら、詰まった。

「メンテナンスでラブを見ることはあるけど、それはそれで風呂とは違うからなあ」

「お風呂とメンテナンスが違うって、何がどう違うの。それってラブを女の子として見ているって事？　それともロボットだと差別してるって事？」

　微妙にどっちも違うと思う。たぶん。

「わかったわ。ラブをお風呂に入れるから。お風呂借りるわよ」

「断らなくても使うだろ。ああそうだ、変なところを触るなよ」

「ちょっ、変なところってっ、女の子同士でそんなことしないもんっ」

　真っ赤になった遙だが、大いなる勘違いをしていることに気が付いた。

「つ、つまり、頭の所とか、機械が出てる所を触るなってことよね？」

「いちいち聞き直すな。こっちまで恥ずかしくなるだろ」

　想像してしまったじゃないか。俺の健全な憩いこいの時間をどうしてくれる。

「ラブ、こっちにいらっしゃい。一緒にお風呂に入ろ」

「はーい、遙さん」

　遙とラブが浴室へと向かう。珈琲を飲む気分じゃなくなった俺は、往おう生じよう際ぎわ悪く試験勉強を始めたのだった。




　大河原家のお風呂は広いと遙は今さらながら思った。こうして誰かと二人で入ったのはずいぶんと久しぶりだが、それでも十分すぎるくらいのスペースがあるのだ。

「はぁ～、誰かに髪を洗ってもらうのは初めてです。ラブはお風呂自体が初めてなんですが、メンテナンス槽そうとは違うんですね。温かいです」

　のんきに目を細めているロボットに、遙は少しばかり複雑な気分だった。

　人間そっくりだとは判っていたが、こうして触れてみるとあらためて驚かされる。

　髪の毛はまるで幼い子どものように艶つや々つやのサラサラだし、肌などはまるでキレイに磨かれた大理石のようにつるつるとしている。それは、世界中の女の子が憧れる理想の肌と髪だ。

　スタイルだって申し分ない。設定年齢が低めなのか、多少未発達な部分も多いが、それさえも良いアクセントになっている気がする。相手がロボットとはいえ、女子としてここまで完成されたボディを目まの当たりにすると出てくるのは溜息ばかりだ。

「うーん、髪の毛、まだちょっと洗い足りない感じね」

「平気です。そのうち生え替わるのです」

「そうなの？　ロボットなのに？」

　いつまでも眺めていると劣等感に苛さいなまれそうだったので、遙は適当な話題を切り出した。

「ラブの皮ひ膚ふや髪の毛は紫外線増ぞう殖しよく型のバイオ素材でできてるので、だいたい13週サイクルで代たい謝しやして新しいものに替わるのです」

「へえ、じゃあお風呂に入る必要もないんだ」

「ただ、微量ですが稼か働どう時には静電気を帯びますので汚れや雑菌、埃ほこりなどが表面に付着するのは避けられないです。衛生面から考えても定期的な表面の清掃を推すい奨しようします。と、取扱説明書には書いてあります」

「あるんだ。ラブの取扱説明書」

「ラブ固有のものは無かったので、最新人型ロボット汎はん用ようのものを読んだのですが、とっても高価な製品なのでマニュアルも辞書みたいに分厚くて文字も小さくて読みづらい上に、今思うと色々問題点が……」

　ラブの声がだんだん小さくなっていく。ロボットがロボットの取扱説明書を（それも紙の）わざわざ読み、そしてどうやら文句を言っている事実にどうツッコめばいいのか判らなかったが、とりあえず右から左に聞き流した。話を聞けば聞くほど、遙は目の前にいる少女がロボットだと思えなくなっていく。今でさえ、シャンプーの泡が目に入って痛がっているくらいだ。

　そんなロボット聞いたこともない。

「あのね、ちょっとお願いがあるんだけど」

　遙は我慢しきれなくなって声をかけた。

「はい？　なんですか？」

「ラブは、本当にロボットなの？　一緒にいると判らなくなっちゃう……」

「はいです。人間とは違います。例えば、このヘッドパーツは基本的に外せません」

「そうなんだ……触ってみてもいい？　これ、開くんだよね」

「もちろんです。あ、でも、気をつけてくださいね。水くらいならへっちゃらですけど、石けんとかが入るとちょっと大変ですから。ヘッドパーツはでりけーとなんです」

「うん。判った」

　一旦、シャンプーの泡を流してから二人は湯船に浸かった。

　ラブの髪についたお湯を払って、遙はそのパーツに触れた。ラブがロボットである部分。

「ひゃん。くすぐったいです」

「ご、ごめん」

「大丈夫です。じゃあ、開けてみますね」

　ラブの言葉が終わらないうちに、ヘッドパーツが微かすかな音を立てて開く。

　中には美しい幾き何か学がく模様が描かれた複雑な機械部品があり、各所で宝石のように電子の光が煌きらめいている。鼓動を打つような規則的な輝きが、吸い込まれそうな気分にさせる。

　間違いなく、目の前の少女は人間ではなくロボットなんだ。遙はそう思う。なのに、なぜか遙の胸には漠ばく然ぜんとした疑問が残った。何に向けての疑問かも判らなかったけど。

「……ありがとう。ラブ。閉じていいよ」

「はいです！　えへへっ、遙さんと仲良く出来て嬉しいです。お風呂って、とってもいいものですね～……あ、こういう時、人間は歌うんですよね？」

「んー、それは人によるかな」

「ばばんばばんばんば～ん♪」

「古っ!?　どこで覚えたの？」

「マスターが、ええと、元マスターの大河原博士が教えてくれました」

　マジの父親は相変わらずらしい、と遙は溜息をついた。

（やっぱり、マジくんはこの娘こを見捨てられないわ……）

　本気は弱い者に対しての庇ひ護ご意識が強い。それは自分が両親に見捨てられたという思いが強いせいだろう。両親のようにはならないと幼い頃から決めていた。だからこそ、本気は見捨てない。遙も、永なが野の明里も、そしてこのロボットも。ラブのどこか気の抜けた歌を聞きながら、遙は複雑な気持ちになってくる。遙がなりたかったもの。欲しかったもの。

　それをすべてラブが持っているようでたまらなかった。

「ホントに、ロボットは全部あたしから持って行っちゃうんだ」

「遙さん、ラブは遙さんのものを何か持って行ってしまったのですか？」

「そうじゃない、そうじゃないから」

　ふるふると頭を振った遙は、ラブから視線を逸そらした。

　細く白い遙の肩は、小さく震えている。

「あたしも３原則を守るんだから。ラブの３原則とは違うけど」

　マジの命令を聞くことと、マジを傷つけないこと。けして、けして。

「あの、遙さん……？」

「あはっ。お湯が目に染みちゃった。ほら、そろそろ出ないとマジくんが入る前にお湯が冷めちゃうわよ」

　遙はこっそりと薬指の先端で目を擦った。その微かすかな仕草を、ラブの精せい緻ちなカメラアイは見逃さず記録する。ただ、その理由は分からず……彼女は判断を保留したのだった。




　風呂上がりの女の子が二人、リビングで髪を乾かしている。

　俺は常々疑問に思う。どうして女の子から漂ってくるシャンプーやボディソープの香りは良い香りがするのだろう、と。遙とラブが使ったシャンプーもボディソープも、うちに置いてあるものだし、俺だって毎日使ってる。

　しかも相手はずっと一緒にいた妹みたいな相手で、もう一人に至ってはロボットだ。

　なのに、なぜ俺の心をこんなにも惑わすのか。

「マジくん、なにひとりでブツブツ言ってるの」

　遙が変なものでも見るように俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「な、なんでもない。ちょっと人間の不合理性について考えていただけだ」

「なにそれ。いいから髪やってよ」

「またか？　そういうのは自分で――」

「ハルカちゃん３原則」

「……はいはい、判りましたよ」

　それを言われては逆らうすべはない。俺は原因不明の動どう悸きについて、できる限り意識しないようにして遙の長い髪にブラシを通していく。

　遙の髪はまだ少し湿っていた。小さい頃から何百、何千とこうして俺が手入れしてやってきた。昔は意識したことがなかったが、この頃は少し照れくさい。

　それは女の子の髪を触っているからなのか、それとも遙だからなのかは判らない。

「ふぁ……」

　俺たちをラブが間近でジーッと見ている。そう言えば朝結ってやるときも良く見てるよな。

「なんだ？　これがそんなに面白いか？」

「はいっ、すごく！」

　そう言って目を輝かせるラブ。

　こんな時でもラブの好奇心は尽きないらしかった。




　学生の本分と言えば学業を措おいて他にない。などという建たて前まえはさておき、学生は勉学をして過ごし、代わりに夏休みという長期休暇を与えられる。これは学生の特権であると言えよう。

　しかし、期末テストという代償を支払うことによって、夏休みという長期休暇を得ることが出来るのだ。これを疎おろそかにすると、夏期補習という体力、精神力と共に貴重な休暇を削けずられる悪魔のような時間を強制されるのだ。そして、終業を告げるチャイムが鳴った。

「うはー。昨日二時間しか寝てないから辛つらいわー。二時間しか寝てないからなー」

　何を得意気に自慢しているのか意味が判らない慎太郎と。

「テストなんて結局は日頃の積み重ねだよね。まあ抜き打ちでも問題なしだね」

　妙に悟っていて無駄に余裕をかましている康夫と。

「ふう。このところ、いろいろとあったからなあ」

　そして、遠い目をする俺がいる。

　ちなみに期末テストは過去の話だ。さっきチャイムが鳴った瞬間、過去になった。

「きちんと勉強していれば、何も慌てることはないわね」

　遙は自信に満ちあふれた様子である。まあ、遙の成績がぶっちぎりで良いのは今に始まったことではない。こうして試験期間も無事に終了し――幸い補習を食らうことはなかった――試験休みとほんの少しの平常授業。夏休みまでのちょっとした助走期間だ。といっても、いつもと何かが変わるわけでもなく、結局うちのガレージに集まってグダグダと過ごしていた。

「あー、ヒマねー。でもって暑いわー」

　ぱたぱたと団扇うちわで自分に風を送りながら、明里部長はダルそうに呟く。車くるま椅い子すをリクライニング状態にしてぐったりとしているその姿は正直、十代の男子の前ではご遠えん慮りよ願いたい格好だ。

　薄手のブラウスが汗でぴったりと張り付いていて、同年代の平均値からするとかなり大きめな胸がやたらと強調されているし、スカートがめくれて俺のいる角度からだと投げ出した足の付け根近くまで見えてしまっている。

　できる限り視界に入らないように注意しているのだが、気持ちとは裏腹についつい視線がそっちに行ってしまう。ええい、惑わされるな俺！　あれは見てるだけでどれだけの対価を要求されるか判らない悪徳商法みたいな代しろ物ものだぞ！

　こういうのも『目に毒』というのだろうか。

「ねー、なんか面白いことなーいー？」

「そんな都合良く転がってるわけないでしょ」

　俺はなるたけ、現在修理中の目の前の壊れたエアコンに集中しながら答える。

「もう、つれないにゃあ……ところで、ラブちゃんたちは何してんの？」

「はい、ラブはトランプをしています。って、はうあ!?」

　慎太郎の手札からカードをひいたラブが途端に困った顔をする。

「ふっふっふ、ロボ子よ。ババをひいたのがバレバレだぞ」

「ラブはロボ子という名前じゃないです。ラブはマスターがつけてくれた大事な名前なのです」

「お兄ちゃんと呼んでくれないロボ子は、ロボ子で十分だっ」

　それは理不尽な言いがかりというもんだぞ、慎太郎。

「ほらほらラブちゃん、今度は僕が引く番だから」

「はいです。康夫さんにババをひいてもらっちゃうですよ」

　なるほど、今日は相手の顔色を見る練習ってとこか。康夫もいろいろ考えてくるもんだ。

「あー、ひまひまひまひまーっ」

　と、明里部長がついに我慢の限界をむかえたらしくジタバタと暴れ出す。

　と言っても車椅子の上なので米つきバッタみたいにその場でぴょこぴょこ跳ねるだけだが。

「そんなにヒマなら生徒会の事務処理を手伝ってください。終業式までに終わらせないといけない書類が山積みです」

「えー、書類きらーい」

　遙もわざわざエアコン修理中のこんな場所で書類仕事しなくてもとは思うが、生徒会の会長があの有様だからな。

「ああ、もうっ、ほんとにここ暑いわね。髪の毛まとめようかしら」

　遙は長い髪を鬱うつ陶とうしそうにかきあげる。すると、急にラブが立ち上がって、

「ハルカさんっ、ラブがやります！」

「え、別にいいわよ自分でできるから」

「ご安心くださいっ、毎日マスターがやっているのを見ていましたから！」

「マスターが？」

　康夫が首をかしげる。

「マスターってマジのことだよね。マジ、誰かの髪を結ってあげてるの？」

「はい、マスターは毎日遙さんの髪を――」

「うおおおおおおっ！　だああああああっ！」

　すんでのところで俺はラブの口を塞ふさいだ。

「よ、よーっし、ラブ！　そこまで言うならその腕前を見せてもらおうか！　な、遙っ」

「そ、そうね。私も急にラブにやってもらいたくなっちゃったわー」

　俺と遙がほとんど同居同然に暮らしていることは秘密なのだが、ロボットであるラブはウソをつくことができない。唯一できるのは「何も言わない」ことだけだ。

　ただ、ラブにはまだそこまでの配はい慮りよができない。

　康夫と慎太郎の何か言いたげな視線をひしひしと背中で感じる。

「ねえっ！　今度、みんなで遊びに行こう！」

　すると、急に部長が言った。いきなり話題が変わって、俺たちはホッとする。

「遊びに行くって、どこへ？」

「ん、それはこれから決める」

　いかにも部長らしい行き当たりばったりな発言だ。だけど、おかげで康夫たちから遙のことを追及されなくてすんだ。まあ、明里部長がそこまで考えて言ったのかは判らないが。

「そうだねー、どこに遊びに行こうか……」

　部長は開け放ったガレージの入り口から外を眺める。

　さっきから気の早いセミがうるさく鳴いている。

　そういえば、天気予報で言っていた。今週は今年一番の暑さになるだろうって。

「決めたわ！」

　そう言って、部長はいたずらっ子のような笑みを浮かべた。




　俺は、明里さんたちと遙が帰った後、ラブを珍しく強い口調で注意していた。

「ラブ、ダメだろ！　あんな事言っちゃ！」

「は、はいです！　ごめんなさい！　どこが失敗しましたか？」

「俺と遙のことを、康夫たちが居る場所で話しちゃだめだ」

「どうしてですか？　ラブ、マスターと遙さんの真似を……」

「それはいいんだ！　だけど、ああいうのはダメなんだ。俺と遙がいつも一緒にいるのは、秘密なんだ。それを先にキチンと言わなかった俺も悪いけど、これからは絶対にダメだ」

「は、はい……です。判りました。ラブ、言いません」

　ラブは、目を白黒させながら、それでも素直に答えた。

　だけど、俺はいやな予感を消せなかった。

　ラブに後片付けを任せて、自分の部屋に戻る。

　やっぱり、というべきか、遙は部屋に戻っているのに明かりが消されている。

　俺は、部屋の明かりを使ってモールス信号を送る。

　モールス信号は、遙のお父さんが無線が趣味だったから二人で習った思い出の暗号だ。

　もう誰も使う人はいない、という遙のお父さんに言われて、二人だけの暗号になるって嬉しくて覚えた。とても小さかったはずなのに、今でも忘れていないのだ。

　き、に、す、る、な、ば、れ、て、な、い

　俺の送った信号に、しばらく間があって返事が返ってくる。

　ラ、ブ、は、わ、る、く、な、い、で、も

　でも、から先が返ってこない。俺は、催さい促そくするように明かりを明滅させる。

　だけど、遙からの返事はそこで終わりだった。

　翌朝、遙はうちに来なかった。

　そして先輩たちが来て帰るまで、ガレージにも現れなかった。

「あの……マスター、遙さん、どうかされたんですか？　ご病気ですか？　ラブ、看病にいきましょうか？　ラブ、遙さんに会っていないです……」

　そんな状況のままで数日が過ぎて、心配そうな表情でラブは俺に尋ねた。俺は、答えられなかった。万に一つ、俺と遙が今もほぼ一緒に暮らしていることが勇希姉にばれたら、遙と俺の事が噂うわさになったりしたら、俺たちは引き離されてしまう。遙は、それを恐れているのだ。

　ラブの悪気のない学習が、どこかで周囲に俺と遙のことを知らせてしまうかも知れない。

　遙は、少し前までラブの前ではほとんど優等生モードだった。それが緩んできたことで、逆に予想外の危機を生み始めていた。口止めはしたといっても、学習途上のラブに複雑なことがどれだけ理解出来るのか。無邪気な子どもに秘密を守らせようとするようなものだ。

　遙の気持ちは判る。だけど、ラブをここで放り出すこともやはりできない。

「……俺、遙のところにいってくる。ラブは、うちを頼む」

　俺は、遙の部屋を訪ねた。せめて、抱きしめてやりたかったから。

　ノックしてドアをあけた遙は、少しだけ憔しよう悴すいしてるように見えたけど、笑顔を見せた。

「マジくんだぁ～。エネルギー補給に来てくれたの？　ぎゅー」

　誰もいない部屋で、ただ遙は俺を抱きしめる。

　俺は、何を言っていいか判らない。

　遙は、しばらく抱きついた後、頑張って笑顔を作り、俺を見上げた。

「マジくん、遙、３原則守るよ？　遙、言うこと聞くから。大丈夫」

　遙は、もう一度俺の胸に顔を埋めた。ラブを追い出せ、とはいわない遙の健けな気げさに胸が痛んだ。

「遙……ごめんな。ラブのこと、もっと上う手まくやれれば……」

「……いいよ。マジくんの優しいところ、遙が一番知ってるんだから」

　大切な妹のような存在にそう言われて、俺は気持ちを新たにする。

　この状況を打破するには、結局、０ラブシステムを完成に近づけるのが近道だ。

　ラブが俺たちの複雑な気持ちの機微を理解してくれれば……

　俺は、時間があるはずのこの夏休みに決着をつけると心に誓うのだった。




　一方そのころ――

　某所の研究室の一角で、携帯電話を弄んでいる白衣の美女がいた。

　大河原の姓を持つ有名なロボット研究者の中でも最年少である大河原勇ゆ希きだった。

　彼女の淡々とした表情や茫ぼう洋ようとした雰囲気からは想像出来ないが、彼女は今、少しだけ困惑し、そして怒りに近い感情が芽生えていることを自覚していた。

「……このところ全く連絡がないというのはどういう事なのだ」

　睨む女、大河原勇希は苛いら立だった様子で携帯電話をプッシュする。

　連絡先は愛すべき弟、大河原本気の携帯だ。

　コール音が数回聞こえたところで、勇希はきっかり12コールで通信切断のボタンを押した。

　12コールという数字はこれまで弟・本気に電話した際にデータから算出した数字だ。

　彼女は愛すべき弟が何回目のコールで電話に出たのかをひとつ残らず〝記憶〟していた。

「最大コール回数でも出ないとはな。やはり、なんらかの事態で手が離せないということか。こんな時間に眠っているわけでもあるまい」

　淡々と呟つぶやいて、勇希はもうひとつの連絡先をプッシュする。

　携帯の電話帳には『久遠遙』の文字が光っていた。

　無機質なコール音のあと、留守番サービスに接続された。

「……こちらもか」

　機械的な応答音声に、勇希は珍しく首をかしげた。

　過去の統計上、二人そろって電話に出ないということは僅わずかに数えるほどしかない。

　その場合でも、一時間以内にどちらかから折り返しの電話が必ずかかってきた。

　ちなみに、大河原勇希は最初の電話から数えて三回、計四時間ほど連絡を取れずにいた。

　これは、彼女にとって異常事態であり、由ゆ々ゆしき状況であった。

「二人とも、少し放置しすぎたかな。やはりまだ十代なのだから……心配だな」

　勇希は携帯のディスプレイに目を移した。そこには勇希のスケジュールがびっしりと表示されている。ほぼ二時間きざみ、日によっては数分の単位でびっしりと予定がつまっている。

「……時間を作って様子を見に行くしかないか」

　勇希はタッチパネルを操作してこの先一週間のスケジュールをすべて白紙に戻した。

　研究室の教授との打ち合わせも、とある企業が是ぜ非ひにと言ってきた会食も、お気に入りのドーナツ店の月に一度の半額デーも、躊躇ためらうことすらなくすべて消し去った。

　彼女にとって弟のことはあらゆる状況よりも優先させるべきことなのだから。














第五章　男の子のポリシー









　夏休み直前。迷惑なことに本日もまた最高気温を更新していた。俺と明あか里り部長と慎しん太た郎ろう、康やす夫おは水着姿で更衣室前に並んで、残りのメンバーが着替えて出てくるのを待っていた。

「なぜ俺はプールにいるんだろう？」

　俺はため息をつく。遙はるかとラブがぎくしゃくし始めたあの日から、俺はいままで以上に自分のやることを増やすと誓っていた。朝も自分で早起きして遙の世話をしているし、夜は遙が部屋に戻ってからラブのメンテナンスをしてる。親父おやじや母さんみたいに、家族を放り出すような事は、絶対にしたくない。そう固く誓った俺は、今までの何倍も忙しいのだ。

　にも拘かかわらず、明里部長の思いつきに振り回されてしまっている自分が悲しい。

「それは魂が女の子の水着姿が見たいと雄お叫たけびを上げてるからじゃないかな？　大おお河が原わらくんも男の子だねえ。犯罪抑止の為にも懊おう悩のうはため込まずこまめに解消する方がいいと思うよー」

　人を勝手に欲求不満の犯罪予備軍カテゴリーに入れないで欲しい。それに強引にここに引っ張って来たのは部長であって俺じゃないですよ。疲れてるのになぁ……

「ほらバッチリ見てご覧なさい、この絶景を！　辺り一面水着姿の女の子、パラダーイス！」

「パラダーイス!!」

　俺の代わりに慎太郎が同意した。なんか、やたら元気だ。

「文句なんか言う方が変だって、マジ、ジョーシキ的に考えてっ。夏、太陽、女子、水着！　夏休みがはじまる前からすでにクライマックス！」

「いやー、いいよね。水着の女の子」

　康夫までもこんなことを言っている。俺だって嫌いなわけでは断じてない。

　だが、いつものようにガレージに押し掛けて、「プール行くから用意。３分以内に」とか唐とう突とつに言い出すのはどうだろう。行かないと言い張る遙を「じゃあ予算の書類にハンコ押さない」とか脅きよう迫はくするのは生徒会長としても問題だと思うんだが……

「というわけで。ちょっと早いけど、ロボロボ部は大いに夏を満まん喫きつしちゃうわよ！」

「「おおーっ！」」

　明里部長の言葉に続けて拳を振り上げる慎太郎と康夫。

　まあ、部長の無茶ブリは今に始まったことじゃなし、これもラブの教育の一環と言われれば返す言葉はない。遙を脅迫したのだってそうでもしないと一緒に来ないからで、遙とラブがギクシャクしてるのをなんとかしようという、部長の気配りかもしれない。

　この間のちょっとしたラブの失言から、遙はロボロボ部に今まで以上に距離を置いている。

　今日だって、凄すごく抵抗しているのを連れてくるのは大変だったんだ。だけど俺も気になっていたので、明里部長の配はい慮りよには感謝している。だからってロボロボ部に入る気はないけどな。

「お待たせ、しました……」

　更衣室で着替えた一団が現れる。不本意と顔に書いてある遙が先頭だった。

　その姿を明里部長は眉み間けんにシワを寄せてじーっと見つめる。

「あ、あの……なんですか、会長」

「うむ、ナイスおっぱい！」

「どこを見てるんですか！」

　相変わらず中身はおっさんみたいな明里部長だったが、間違ってはいない。

　甘えん坊の幼なじみは、美人で抜ばつ群ぐんのプロポーションだと気づいてはいたが、いつの間にか本当に成長していたんだなと……なんだか照れくさくて正視できないくらいだ。

「大河原くん、ほらほらちゃんとここは感想言ってあげるとこでしょう？　どうよ、あたしの見立てたこの夏の新作水着は」

「う……その水着、可か愛わいいよ」

「誰が水着誉めろって言ったか!?　この朴ぼく念ねん仁じんがっっっ」

　視線を逸そらしながら言うといきなり怒られた。水着の感想言えって言ったくせに。

「マジ、そこは水着じゃなくて久く遠おんさんを誉ほめるべきでしょ」

　康夫がダメダメと首を振って言う。そんなこと判っちゃいるが、なんか恥ずかしいんだよ！

「無理して誉めなくていいからっ！」

「サイコーです！　踏まれてーです！」

　慎太郎の発言に、遙の機嫌はますます悪化した。ああ、眉間にくっきりと縦じわがっ。

「ああっ、凍り付く視線が気持ちいいっ！　虫けらって呼ばれた～～～いっ！」

「……虫に失礼だから呼ばないわ」

　そんないたたまれない空気を壊してくれたのは遙の後ろにくっついていたラブだった。

「これが市民プールなのですか。ラブ実際に見たのは初めてです。映像とは違いますね。人もたくさんいてみんな楽しそうです」

　こちらも部長が用意した水着を着ているが、ラブは水着以外にふんわりした装飾がついた水泳帽も被かぶっている。物珍しそうに辺りをきょろきょろと見回していた。

　水泳帽でコネクターを隠すと普通の女の子にしか見えないのが有り難い。ラブを連れてプールって大丈夫なのかと心配だったんだが、これならロボットだとバレないだろう。

「あれ、そういやラブ、おまえ、そもそも水に浮くのか？」

「お任せくださいっ。人間同様水に浮くだけでなく、水中で18時間以上過ごせるように作られています。ラブはちょーこーせーのーなのです！」

　さすがボディは最新型だ、感心してる俺に、遙の冷たい視線が突き刺さった。

「……本もと気きくん、私のことはどうでも良さそうなのにラブの事は……」

「い、いやっ、そんなことないって！　だいたい、ラブの見た目の話じゃなくて性能の……」

「ねえねえちょっと遙！　あのめちゃめちゃ可愛い子はどこの誰なの!?」

　夏の日差しを曇らせる程のブリザードを感じさせる遙だったが、その言葉は背後から現れたいい意味で空気を読まない宮みや武たけに遮さえぎられる。感謝するぞ、宮武。

　遙には劣るものの十分にスタイルのいい宮武は、完かん璧ぺきといっていいラブのスタイルと美び貌ぼうに釘付けだった。遙はため息をつく。そして隣にいる中学生か小学生くらいの女の子が、なぜか話に入って……あ、いや、小学生じゃなかった。

「あ、あのぉ……キミちゃんどうしてここにいるのでしょう……」

　この場にいる女子の中で最もおっぱいが慎つつましい女性。すなわちキミちゃん先生だ。

　宮武はどこから聞きつけたのか勝手に面めん子つに加わってきたのだが、公きみ恵え先生は大量のおつまみとビールを手に上機嫌で道を歩いていたところを、明里部長によって誘ゆう拐かい＆強制連行されてしまったのだ。強く言われたら断れない性格は何とかした方がいい気がする。

「キミちゃんは、まあ、引いん率そつの先生ってとこかな。いなくてもいいけど、いたらいたで何かと便利……みたいな？」

「ひ、ひどいよ永なが野のさん！」

　部長、そういうことは本人に言っちゃダメです。

「さあ諸君！　一足お先に夏を満まん喫きつしようではないかね！」

　そんな部長の号令で俺たちはプールに向かった。一昨年改装されたばかりの市民プールは、そこらのレジャープール以上に設備も充実している。とても混み合っているのだが、まだ最盛期には少し早いので身動きもできないというほどではないのが有り難かった。

　俺たちは波の出るプールの側にベースキャンプを作った。あらかじめパラソルやら椰や子しの木やらが設置されていて、そこはかとなく海っぽい雰ふん囲い気きを醸かもし出そうと頑張っている。

「遙っ！　胸の触りっこしましょう！」

「……富とみ子こ、なにを言ってるのかしら？　乳がん検診なら病院に行ってちょぅだい」

「なにって、水着ときたら定番でしょっ。こう『遙ってば、また胸が大きくなったんじゃない？』『もうやだぁ、やめてよー』みたいなやりとり。あと富子って言わないで」

「そう、あなたの国では定番なのかもしれないけれど、私の認識で言うとそれは立派な犯罪なのだけど。ところで私はそういった犯罪行為には厳罰をもって対処すべきだと思っているわ」

「や、やだなぁ、遙。あたしたち親友じゃない」

「友人だからこそ、反社会的行為に及ぶのを見過ごせない。極刑をもって断じるべきね」

「極刑って！　胸触っただけなのに!?」

　こんなところに来てまで遙にすげなくあしらわれる宮武だった。

「遙さん遙さん、こんなものを見つけましたっ」

「ラブ、それは塩素よ。プールの中に戻してきなさい」

「おお、これがプールに入るとみんながつい探してしまうというあの塩素ですか……」

　なんなのだろう、その偏かたよった知識は。ごく基本的なことが抜けているくせに、変な知識だけは豊富なロボットだった。最年長の公恵先生は忙しそうにパラソルの下で作業している。

「んしょ、んしょ」

「キミちゃん、なに一生懸命ぬりたくってんの？」

「日焼け止めですよ。油断するとシミになっちゃいますからねー。永野さんも使いますか？」

「あたしはいいや。ばっちり小麦色になって帰るつもりだから」

「くっ……シミもそばかすも恐れないこの剛ごう胆たんさ……これが若さ……」

　ジェネレーションギャップに打ちのめされるキミちゃん先生だった。

「なんか眼がん福ぷくっつーか得したっつーか女神降臨ってのはこれのことだなー」

　水着姿の遙とラブに、慎太郎が瞳を輝かせていた。

「うん。こうしてみると水泳の授業とはまた違った気分だよねー」

　女の子の事ではガツガツとしていない康夫でさえ、二人の水着姿に見とれている。

　水の中にも入らず、プールサイドで体育座りをしている姿はなかなか不気味だ。

「おまえら、泳がないのか」

「うーん、きっとここで眺めてるのが一番有意義な時間の過ごし方じゃないかなって思うんだ」

「右に同じ」

　すっかり鑑賞を決め込んだ二人は俺の方には目もくれない。

　でも、確かに二人の言うことも判る。五人もの美少女――うち一人はロボットで、さらにもう一人は実は熟女（なぜか見た目は最年少）だが――に囲まれてプールに遊びに来れる恵まれた男子高校生が、日本全国にいったいどのくらいいるのだろうか。

　日差しは強いが、彼女たちの透けるような肌の白さが、その煌きらめきと相まって目に眩まぶしい。
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　見慣れているはずなのに初めて見るような新鮮さがあって、遙でさえ俺の知ってる少女じゃないような気がしてくる。

　いやいや、落ち着け俺。あれは遙だ。

　甘えん坊で寂しがりやで、俺にくっつきたがる頼りなくて可愛い妹としか思えない遙だ。

　そりゃあ、実はずぼらなだけでやれば何でも出来る超優秀っ子で、甘えたいから俺の前では何にもしない――そこがまた可愛いんだが――とはいえ、妹で家族だ。

　などと自分に言い聞かせていると、明里部長が車くるま椅い子すをすべらせて俺の隣にやってきた。

　そういえばこの車椅子も完全防水でそのままプールに入ることも出来るらしい。

「そろそろバッチリはじめましょうか」

「はじめるって、何をですか？」

「そりゃもちろんラブちゃんの水中適応実験よ。ていうか、なんの目的もなくプールに来るわけないでしょ。経験値の獲かく得とくはまず日常から！」

　確かにラブの教育の一環だと言い張って連れてこられたんだが。思いつきくさいなぁ。

「ラブちゃーん、ちょっとこっちおいでー」

　明里部長に手招きされて、ラブがちょこちょことこっちに歩いてくる。

「はい、なんですか？」

「浅瀬で遊ぶのもいいんだけど、ちょろっと泳ぐとこも見せてもらいたいかなって」

「はいですっ」

　ロボットらしくすぐに了承したラブと縦長の競技用プールに向かった。

「ところで、ラブちゃんって浮くの？」

　部長もさっきの俺と同じことを疑問に思ってたらしい。

「もちろんです。全体比重は人間よりもちょっと重いですが、ちゃんと浮きますよ」

「それを聞いて安心したわ。んじゃ、さっそく泳いでみて」

「はい。プールに入ってもいいですか、マスター？」

「問題ないと思うよ。ヤバそうだったら俺たちで助けるから」

「おうっ、どーんと任せたまえ！」

　しぱーんと両脇を鳴らす慎太郎だが、こいつにはあまり任せたくない。

「浮くのは判ったけど、泳ぎ方って誰かのを見たことあるのかな」

　康夫が素そ朴ぼくな疑問を口にした。そういえば、俺も知らない。

「お任せくださいです。つい先日、とても上手な泳ぎ方をテレビで見たところです」

　テレビで見たってのがちょっと不安だが、泳ぎ方を知ってるならあとは実戦訓練で経験値を積むだけでいい。人工知能の利点が発揮されるわけだ。

「では、ラブ、いきます！」

　そう言うと、ラブは「気をつけ」の姿勢のまま頭からプールに飛び込んだ。その直後、ゴツ！　という聞くだに痛そうな音がして……水面にぷかーっとラブが浮き上がってきた。

「ら、ラブ!?」

「オレにまかせろ！」

　誰よりも先に駆け出したのは慎太郎だった。

「プールで溺おぼれる美少女ロボ！　それを助けるイケメン！　オレはこんなシチュエーションを待っていた！　明日の掲示板の主役は、オレ様だぁああっ！」

　自称イケメンはためらうことなくプールに飛び込んで……溺れた。

「げぼあっ!?　しまった、オレは泳げなかった！」

「アホか！　おまえは何がしたいんだよ!?」

　助ける相手が二人になってしまった。俺は慌てて飛び込むとラブと慎太郎を助け出す。

「はうう……すみません。もうちょっと上う手まくできると思ったんですが……」

　しょんぼり肩を落とすラブ。明里部長が心配そうにラブの顔を覗のぞき込む。

「ていうか、頭は大丈夫？　ごつーん！　ってすっごい音してたけど」

「はい、ご心配なく。ラブの頭部フレームは鉄の約３倍の強度を誇るという高圧縮チタン合金で――」

「高圧縮チタンって？」

　その時、宮武と目が合ってしまった。や、やばい！

「だあああっ！　っと、どうやらぶつかったのは頭じゃなかったみたいだな！」

「そ、そうね！　いったいあの音はなんだったのかしらっ」

　明里部長が調子を合わせ、遙がそれみたことか、とでもいいそうな顔でぷい、と横を向く。

　ラブがロボットだと知らない宮武は首をかしげる。危なかった。こいつがいたんだったよ。

　宮武に知られたらあっという間に、ラブがロボットだと学校中に知れ渡るだろうからな。

「ラブ、確認しなかった俺も悪いけど、一体何の泳ぎ方を参考にしたんだ？」

「はい、ペンギンさんです！」

　おいおい。人間じゃないのか。そりゃペンギンだったら予備動作無く頭から飛び込むだろうけど……予測もつかないことを言われて俺たちは苦笑も出てこない。

「動物番組を見たのです。その中でペンギンさんが最も人間に近い形状をしていました。しかもとっても泳ぐのが上手なのです」

「ラブちゃん、今度から真ま似ねするのは人間だけにしときなさい」

「あ、はいです。部長さん、了解しました！」

　ホントになぁ。ちょっと油断すると予測の上をいくラブには困ってしまう。

「仕方ないにゃあ。遙ちゃん、ラブちゃんに泳ぎ方を教えてあげてよ」

　それまでまったく会話に参加して来なかった遙に、部長がいきなり水を向けた。

「な、なんで私なんですか!?　私はそんなに得意じゃないですよ！」

「だぁって、あたしはほら、こんなだから泳げないし。ラブちゃんも教えてもらうなら遙ちゃんがいいでしょ？」

「はいです！　遙さんが教えてくださるなら嬉しいです」

　事実、この中で一番泳ぎが上う手まいのは遙で間違いないだろう。遙は何につけても優秀なんだよな。この頃ラブのことを避けてたし、ここは部長の案に乗ってふたりで遊ばせるのがいいかもしれない。一緒にいるうちにわだかまりが解けてくれればいいんだけど。

「遙、教えてやってくれないか」

「ん……わかった」

　遙は不思議な表情で俺を見つめて、それから一拍おいて頷うなずいた。

　浅いプールに移動して、遙に手を引かれながらラブはバタ足の練習をはじめる。

「ほら、しっかり足を動かす。ああっ、膝は曲げちゃダメだってば」

「あっ、こうすると泳げるんですねっ。すごいですっ、ぐんぐん進めますっ！」

　歓喜するラブだが、教えている遙の表情はなぜだか暗い。そんな遙が気になってはいるものの、俺はそれ以上は何も言えなかった。さっきから不審そうにラブを見つめている宮武とキミちゃんの事もあるが、それ以上に、ハルカちゃん３原則を頑かたくなに守って我慢しているのであろう遙に、かける言葉がなかったのだ。




　ラブに一通り泳ぎ方を教えると、遙は立ち止まってラブに声をかけた。

「やり方はわかったわね。後は一人で練習しなさい」

　反復することでやっと身に付くという学習型のロボットは、あまりにも人間に似ている。

　こんな手間暇をかけて、人間に近いロボットを作る必要があるとは遙には思えない。人間なんて不完全なものなのに。わざわざ、こんな揺らぐ心を手に入れて何になるというのだろう。

「はい、遙さん。教えてくださってありがとうございます」

　ペコリと笑顔で頭を下げる素直なラブに心が苛いら立だつ。

「本気くんに頼まれたからよ。それだけ」

「はい、でもあの……遙さんは本当は教えたくなかったのでしょうか？」

「……なぜそう思うの、ラブ？」

「遙さんの表情が笑顔ではないので」

　これは心ではなく累積情報の比較だ。そうは判っていても遙の苛立ちは高まる。

「ラブには関係ないから。無理矢理連れて来られたのが不愉快なだけ」

「でも、遙さんは以前に比べて家でも笑顔が少ないです。それに時間が減りました」

「時間……？」

「滞在時間です。マスターと一緒にいられる時間も急激に減ってお部屋に戻ってしまわれます」

「だから、ラブには関係ないわ」

「ラブが遙さんの嫌いなロボットだからでしょうか？」

　いかにも不安げに訊ねるラブの表情がいたたまれない。ラブに心なんてない。これは単に状況に表情を合わせているだけ。ラブはロボットなのだから。遙にはそれが羨うらやましいくらいだ。

「遙さんはラブといたくないために、マスターも避けてしまうようになったのでしょうか」

　それなのに、ラブの人間らしさが遙を追いつめていく。

　遙はロボットになりたいのに、人間らしくなっていくラブを見たくないと思う。

「違うわ！　ラブ、それは誤解」

「誤解……ですか？」

「私はロボットは嫌いだけどラブは嫌いじゃないと言ったでしょ」

「はい、言われました」

「ラブのせいじゃないの。期末試験のせいで生徒会や風紀委員の仕事が溜まってしまったの。夏休みまでに処理しないといけなくてそれで……そういうことよ。納得した？」

「あ、はい、遙さん。判りました、ラブの誤解だったんですね」

　ホッとしたように笑顔になる、そのラブの人間くさい仕草が遙の心をかきむしる。

　怖い……そう思った。ラブが人間に近付いていくのが怖い。

　自分の場所が……マジの隣にあった遙の場所が、ラブに浸食されていく。そんな気がしてたまらなく不安だった。ラブをプールの中において、自分はプールサイドに上がり、チェアに腰かけて力を抜く。少し震えているのは水に浸かっていたせいではないと、遙は判っていた。

「顔色あんまりよくないよ」

　いつの間にか隣にいた明里が車椅子の上から声をかける。

「……ちょっと冷えただけです」

「プールから上がる前にラブちゃんと話してたせいかな？」

「関係ないですよ！」

　思わず言い返した言葉は、自分でも激しすぎたと判る。

「……うーん、だんだん余裕が無くなってきちゃってるって感じだねー。遙ちゃんも嫌なら嫌で無理しなきゃいいのになー」

「どういう意味でしょう」

　冷静さを失わないように、心当たりがないとばかりに告げるが、そんなものに騙だまされてくれる明里ではない。

「ロボット嫌いって言うわりには、遙ちゃんはラブちゃんに優しいよねー」

　明確に切り込まれてしまった。

「……私は優しくないですよ」

「それはさあ、別に自主的に優しくしてるわけじゃないからって意味なのかな？」

　ギクリと身体からだがこわばった。そう。遙はラブに優しいと言われた時も否定した。

　これは自分の意志じゃない。本気のためにしているだけだから。

「遙ちゃんは大河原くんのためなら、何でもするもんねー」

　急所を射い抜ぬかれた気がして、遙は明里を凝視する。この人は何を知っているのだろう？

「そこまでしてるのに、ラブちゃんに大河原くんを取られちゃった？」

「取られてませんし、そもそも取り合うものでは……」

「大河原くんと一緒にいる時間が減ったんでしょ？　あんなにべったり甘えてたのになー。隙すきあらば大河原くんにくっついてたくせにー」

「あ、明里お姉ちゃんっ、それ内緒っ！　……あっ！」

　慌てて遙は自分の口をふさぐ。

「あーっ、やっと遙ちゃんになった！　もう、優等生っぽい演技、頑丈すぎるよ！　ラブちゃんの頭より遙ちゃんの仮面の方が固いよね！　あたしは昔から遙ちゃんも大河原くんも知ってるんだよぉ。そんなに隠さなくていいじゃん。お姉ちゃん寂しいですよ？」

　俯うつむいた遙の顔をのぞき込むような、明里の視線は優しい。けれど。

「でもあの……勇ゆ希きさんに知られたら……まずいんです、会長。私はしっかりしてないと」

「ああ、うん。勇希さんの『我が愛しき弟』っぷりは遙ちゃんに張るもんねー。あたしもマジくんって呼んだら怒られちゃったもん。年頃になった大河原くんと遙ちゃんがほとんど同居状態だって知られたら大問題……」

「ッ！　明里お姉ちゃんっ、なんで知ってるの!?」

　訊ねる遙の声は悲鳴に近かった。何としてでも隠し通すべき秘密。だからこその３原則。

　本気とふたりで必死に作り上げてきた虚構は、自分たちを守る砦とりでだから。

「だーからー、昔から知ってるし、あたしの目は節ふし穴あなじゃない。それに、ほら、今までだって誰にも言ってないでしょう。少しは信頼して欲しいもんだわ」

「……明里お姉ちゃん……」

「うん。あたしは遙ちゃんのお姉ちゃんだと思ってるよ」

「……う、うん」

「あのね、遙ちゃん。ラブちゃんが来たのはいい機会だとお姉ちゃんは思うわけですよ」

「いい機会？」

「遙ちゃんと大河原くんは、兄妹みたいでずっと一緒にいた訳でしょ？　そういうのって、逆に距離感が判んなくなったりするって言うよ。幼なじみとの恋ってなかなか実らないっていうしね。そこにラブちゃんっていう新しい家族が来たわけだから、二人の関係に変化がっ」

　明里のキラキラした瞳に、遙は少し目をそらす。

「会長、楽しそうですね。だけど、あたしとマジくんはそんなのじゃないですから」

　優等生の仮面がはがれていることにも気付かず、遙はため息をつく。だって……本気が自分と一緒にいてくれるのは約束したからなのだ。そして、その遙と本気の約束も、ラブがロボットとして最初から持っているマスターへの忠誠や、まっすぐな行動、そして自分のように揺らぐ気持ちがないってことに比べたら、弱い絆きずなでしかないかも知れない。

「大河原くんにとっては、遙ちゃんもラブちゃんも庇ひ護ごの対象。守らないといけない相手で、そこは対等だと思っちゃうわけ。ラブちゃんって、なんだか不思議なロボットだもんね」

「対等……」

　それも違う気がする。本気にとって同じように大切って意味なら、やっぱり遙は負けている気がした。遙は本気の言うことを……ラブのように聞けていないんだから。

「ラブちゃんと張り合っちゃえばいいと思うよ。いい子で優しくして鬱うつ憤ぷんためてないでさ」

「それはいや……です」

　張り合ったら、本気が傷つくかもしれないから。

「私はマジくんを傷つけない。傷つくことを許さないんだから……それが私の３原則……」

　呟つぶやくような言葉に、頑かたくなさを感じ取り明里は宥なだめるように笑顔を浮かべた。

「人なんて絶えず傷ついて立ち直っての繰り返しなんじゃないの？」

「私が嫌なんです。マジくんはいっぱい傷ついてきたんだから……」

　遙のために親のいない生活を選んでくれた本気。遙を守ると側にいると誓ってくれた本気。

　だから遙は３原則を守る。遙も本気を守ると誓ったのだ。

「３原則ねぇ、頑固だなぁ……自分の気持ちに正直になった方が、結果的には遙ちゃんにも大河原くんにもラブちゃんにもいいと、あたしは思うけどな」

「正直も何もありません。私はあくまでマジくんの思い通りにするつもりです。でも、内緒にしてくださって……ありがとう、明里お姉ちゃん」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをすると遙はプールへと飛び込む。そして笑顔を浮かべてラブに話しかけた。ラブは遙に嬉しそうに頷いて泳ぎだした。

「はあ～っ、素直じゃないんだから。笑いたい時は笑えばいいし、泣きたければ泣けばいいのにね。あたしはいつだって遙ちゃんの味方なのに」

　くすっと笑みを浮かべる明里。

「ま、お姉ちゃんって呼んでもらったし、遙ちゃんが部員になってくれる日も近いかな？」

　プールではラブが泳ぎ、それを遙が見守ってアドバイスしている。ラブの泳ぎはさっきより上手になっている。宮武や公恵先生も応援したり隣で泳いだりしていた。

「おお、ラブちゃん、だいぶ泳げるようになったみたいだね～」

　自分は車椅子でしか動けない明里は、それでも泳ぐみんなの姿を楽しげに見守っていた。




　プールで遊び倒し、俺たちは帰路につく。

　夏げ至しを過ぎたとは言ってもまだ日が落ちるのは遅く、だいぶ長いことプールにいたはずなのにまだ空には赤みが残っていた。突然プールに連れて行かれた時には呆あきれたもんだが、こうしてみると来て良かった。ラブは泳ぎを覚えて満足そうだし、遙もたまにはこんな風に友だちと遊ぶのも悪くないんじゃないだろうか。最初はものすごく不機嫌だったけどな。

　今も宮武にまとわりつかれて、ドＳっぷりを披露している。

　と、康夫が側にやって来て、訳知り顔な笑顔を見せた。

「久遠さん、最後のあたりは楽しそうにしてたじゃない」

「ああ、そうだな……って、なんで俺に言うんだよ」

「なんでって、気になるでしょ？」

「あのな、確かに俺と遙は幼なじみだけど、今は別に……」

　と、康夫と慎太郎が「まだ言ってるよ」とばかりに肩をすくめる。

「そんなこと言って、マジはいつも久遠さんのことばっか気にしてるくせに」

「うっ……そ、そんなことないぞ。遙のことなんて、ぜんぜん、ちっとも、気にしてないぞっ」

「いや、バレバレだってば」

　そんなバカな。学校では絶対に近寄らないようにしてたつもりなのに。

「つーか、おまえら付き合ってんじゃねーの？」

「つ、付き合ってるわけないだろ!?」

　慎太郎がとんでもないことを言い出すので思わず大声をあげてしまった。

　前の方を行く女子たちが「何事だろう」と振り返った。

「と、とにかく、俺と遙はそんな関係じゃないっ」

「でも、キッカケさえあれば付き合ってもおかしくない距離にあると」

「康夫、おまえな……」

　ダメだ。完全に誤解されている。

　確かに俺と遙はお互いのことを気にせずにはいられないけど、それはあくまでも兄妹同然に育ってきたからであって、康夫の言うような関係では絶対にない。……ない、はずだ。

「まあま、心配すんなって。このことはオレたちの胸の中にそっとしまっとくから」

　慎太郎が俺の肩に腕をまわして言った。

「いや、だから――」

「友情ってステキだね、マジ」

　康夫はしみじみと頷うなずく。だ、ダメだこいつら。俺の話を聞く気がさっぱりない。

「クラスの連中にバレたら大変だもんなぁ」

「裏切り、背信、抜け駆け、いろいろ言われるだろうねぇ」

「おまえら……何が言いたい」

「なーに、友情は見返りを求めないと言うが、お互い困ったことがあったら助け合うのも友情というものだと思ってね」

「そうそう。困った時は助け合いだよね」

　ニヤニヤと笑いながら言う康夫と慎太郎。

　図らずも、俺はとんだ誤解から大きな借りを作ってしまったような気がしてならなかった。




　その日の、夜のことだ。プールに入ったラブのデータをチェックしていた。

「ふあぁああ……っ」

　油断した途端に盛大なあくびがこみ上げてきた。

「マスター、眠いのですか？」

　チェック中のラブが、首を巡らせて俺の方を見る。

「こらこらケーブル外れるから前見てろって」

　まだ何か言いたそうなラブに姿勢を正させる。

　ラブのヘッドパーツから伸びた複雑な配線がメンテナンス槽そうにつながっているのだ。

　外れてしまうと最初からやり直しになってしまうだけじゃなく、急激な電圧変化はラブにどういう影響を与えるか判らないのだ。人型ロボットの整備に専用機材が必要な理由でもある。

　実際、俺が寝不足なのは間違いない。最近、ご飯の時くらいしか一緒にいない遙のために、昼間はあまりラブに時間を割かないようにしていた。今日のプールは特別だ。

　そのせいでラブのメンテナンスやデータのバックアップ、昼間ロボロボ部のみんなと得た経験値の確認なんかは夜にやらざるを得ないのだ。しかも今日は今までにないくらい全身を水につけた訳で、どんなトラブルが起きないとも限らない。

「人間は睡眠時間の不足や空腹によって極度にパフォーマンスが低下すると聞いています。マスターもお気を付けください」

「わかってるよ。これが終わったらちゃんと寝るから……メンテナンス槽に入って」

「マスター、ラブのコンディションに大きな問題は発生していませんよ？」

「いやいや、今日プールに入っただろ？　ボディの防水は完かん璧ぺきとはいえ、水にはいろんな重金属が溶けてるんだ。念のためメンテナンスしておくに越したことはないよ」

「……判りました」

　ラブは俺に言われるままに、洗浄作用もある溶液がつまったカプセルに身を沈めた。なぜかその表情は沈んでいる。俺がノートパソコンでデータの確認をしている間も、ずっと何か訊きたそうにチラチラとこちらを見ていた。

「……ラブ、何か訊きたいことある？」

　ロボットなのに、そういうニュアンスのある表情を作れるのは、ラブの特殊性だと思う。

　俺は、苦笑いしながらラブに水を向けた。

「……遙さんのこと、少しお話ししてもいいですか」

「遙のこと？　なにか気になることでもあったの？」

　ラブは少し言いにくそうにしていたが、意を決して口を開いた。

「遙さんは、なぜロボットが嫌いなんですか？」

「……遙が言ってたのか？」

「はいです……ラブ、聞いてしまいました」

　すがるような視線が、不安を訴えてる気がして言いようのない気持ちになる。相手がロボットだって忘れてしまいそうだ。

「ロボットが嫌いって言っただけで、ラブを嫌いだって言ったんじゃないんだろ？」

「はい、ラブを嫌いではないと言ってくださいました。このところ滞在時間が短いのもお仕事が忙しいからだそうです」

　以前はほとんど寝るためにだけあった自室だが、最近、遙はそちらにいることが多い。

　もちろんその理由はラブにある。だけど、それを伝えていいのか判らなかった。

「だったらいいんじゃないのか。気にしなくて」

「でも、やっぱりラブはロボットですから……少し、いいえ、とても気になります」

　ラブの真しん摯しな視線は、俺の胸に突き刺さる。ラブの「気になる」は「学習意欲」の現れなんだろうけど、俺には「友達のことを知りたい」という人間らしい衝動に聞こえた。

　何が正解か悩んだ末、俺はラブにすべてを包み隠さず話すことにした。

「あのな、遙の両親はロボット研究者だったんだよ」

「だった……ということは、今は転職なさっているのでしょうか？」

「いや、研究中の事故で亡くなったんだよ」

　ラブの反応が止まった。俺は言葉を続ける。

「遙の両親はロボットの研究中に事故に遭あって死んだ。遙がとても小さい頃にね。それから俺のうちで一緒に育ったんだけど……そのせいで遙は今でもロボットが嫌いなんだ」

　なるべく簡潔に、事実だけを告げる。予断が入らないように。

「だけど小さい頃の事だから、本当は遙もロボットのせいじゃないって判ってる。でも、遙にとってロボットは特別なんだ……時々『ロボットになりたい』って言ったりしてさ」

「ラブも、遙さんが３原則って言っているのを聞いたことがあります……」

　少し驚いた。確かに遙がラブの前でそれを言ったことはあるけど、その二つを繫つなげるなんて。

　ラブはどうしてそれに気付いたんだろう。俺の疑問は口にする前に次の疑問にかき消される。

「だから、遙さんはあの時に涙を……」

「あの時？　涙って？」

「遙さんにお風ふ呂ろに入れてもらった時に、ロボットが嫌いという話を聞いたのです。その時に、遙さんはラブに見えないように涙を拭ふいていたのです。ラブは、記憶してしまったのです」

「……そっか」

　泣いていたのか……俺は、少し衝撃を受けた。思えば、彼女がこの件で泣いているところを見たことはない。それ以前に、遙はもうずっと俺に涙を見せていなかった。

「遙さんは……どうして泣いていたのでしょうか」

　ドキリとした。

「ラブが来なければ、遙さんは泣かずにすんだのでしょうか」

「気にしなくていいんだ。それは、ラブのせいじゃない……」

　誰のせいかといえば、間違いなく俺のせいだ。ラブが来たことやロボロボ部のことも、俺がもっと……気持ちを上う手まくまとめられなくて、俺は言いよどむ。

「……マスター？」

「い、いや、何でもない。とにかくラブのせいじゃないから。心配しなくていい」

「……はいです。マスター」

　ラブは、何か言いたそうにしていたが、強引に話を打ち切る。遙に対してなのか、ラブに対してなのか判らない罪悪感みたいなもので、口の中に苦い味が広がった。

「――よし。全部異状なしだ。今日はこのままメンテナンス槽で休んだ方がいい」

「はい、お疲れ様です、マスター」

　おやすみなさい、と告げるラブの顔を、俺はなぜか真っ直ぐに見ることが出来なかった。

　モヤモヤとはっきりしない気持ちのまま、ラブに返事もできずに自室へと戻ったのだった。




　遙は、プールの後でみんなで食事をして帰ったことを少し後悔していた。

　今日はカーテンを閉じていない窓越しに、本気に部屋の電気をつくのを待つ。

　ただでさえ一緒にいる時間が減っているのに、本気と二人の……ううん、今はラブもいるけど……夕食も食べられなかったからだ。

　今日は朝に一回、抱きついただけだ。本気の温もりを感じないと不安になる。

　どんどん自分の中の優等生のかぶり物と、本気なしではいられない甘えん坊が混ざっていく。学校と家に分けていた時には、こんな気持ちにならなかったのに。

　むしろ、本気から与えられた難しい課題をクリアしているような気持ちで頑張れた。その分、家ではたっぷり甘えて……本当は勇希さんや、周りに何を言われたって、私は平気なのかも知れない。本気さえ自分のことだけを見ていてくれれば……

　遙は、手元にある照明のスイッチを押す。

　トントントン、ツーツーツー、トントントン

　規則的に明滅する部屋の灯りが、遙の気持ちを代弁する。

「苦しいよ、マジくん……」

『ハルカちゃん３原則』によれば、本気は遙の世話をするべきだった。

　それに、自分の身体からだの事ももっと気遣うべきだ。遙にとって本気は最後のよりどころなのに。

　でも、それでも遙にとって一番大切なのは「本気が約束を守っている限り、遙は本気の言うことを聞かなければならない」ということなのだ。

　世話をして貰ってれば。本気が元気でいてくれれば、遙は本気のロボットでいられる。

　遙の、本気との約束の裏側に隠している気持ち。

　彼女の中にだけあるルールは、本気にも内緒の大切な気持ち。

　言葉には出来ないけれど、遙にとって一番大切なのは本気の側にいるということ。

　遙にとって、本気の存在はそういう意味を持っている。そして彼が望んでいることを拒こばみたくない。拒んだ時……そう、自分の気持ちを伝えてしまって、ロボットのようにすべての希望を叶えられなくなった時、遙はもしかして、価値を無くしてしまうかも知れない。

　そんなことないって判っている。兄妹のように育ってきた大切な人がそんな人じゃないことを遙は理解している。だけど。

　遙自身が、抱いてしまった気持ち。自分の中で決めてしまったルール。

「ロボットに、なりたいな……」

　遙は本気との約束である『ハルカちゃん３原則』だけでなく、もう一つ、自分の胸の中に大切な原則を持っている。それは、誰にも伝えたことはない遙の誓いだ。

　ぎゅっと目をつぶって、両親を失い、大河原家でどうしていいかも判らなかった遙に手を差し伸べてくれた、腕わん白ぱくな少年の面おも影かげを思い出す。思い出が気持ちを温めてくれるというように。

　自分のわがままを、本気には言いたくない。我慢するなら、自分の方がいい。

　そう頭では思うのに、どうして気持ちはこんなに思い通りにならないのか。

　不自由な心をとりだして、ラブのような人工頭脳に入れ替えて貰えないかな。遙は、そのためになら大嫌いなロボットのことを研究してもいいような気すらしていたのだった。




　夏休みは目前になるとなかなか近づいて来なくなるものだ。

　なんで一日がこんなに長いのか、というくらい終業式はやってこなかった。

　俺たちは、短縮授業になったのをいいことに今まで以上に部活に熱意を持って取り組んでいた。当然だが、俺は現時点でもロボロボ部の部員ではないのだが、今更それをとやかく言う気はなくなっていた。ラブの育成は大変ではあっても、毎日が充実しているのだ。

　今日みたいな日曜日ともなれば、早朝から集まってラブの学習をしながら、そこから発展してロボロボ部の試作ロボットの方も新型を考えたり、部長の車くるま椅い子すを改造したりと忙しい。

　ラブの話を聞いてから、俺は遙との時間も極力増やしている。プールへ一緒に行ったことも、きっといい効果を生んでいると思う。遙の世話とロボロボ部の活動で寝る時間はさらに減っているが、遙はずいぶん落ち着いたように見えるので少しホッとしていた。

　最近は、ロボロボ部の活動にもまた監視役として参加してくれるようになっていた。

　明里部長も安心したのか、今日はすこぶる機嫌が良かった。

　そんな部長の号令で、本日の活動は車椅子の変形機構の拡張を行っている。

　部長の念願であるブースト機能を拡張してドリフト走行を可能にするため、空気抵抗と変形による重心の移動で強引に車体を横向きにして滑らせる計画だ。

　以前から俺が相談されていたのだが、俺の動きをトレース出来るラブに指示を出して二人がかりで改造を行えば、今まで出来なかった難しい作業が出来るのではないか、という訳だ。

「ラブ、今は俺の指示が最優先だぞ。失敗すると、部長の車椅子が壊れちゃうぞ」

「はいです。ラブ、最優先指示了解です！」

　気合いが入ったラブの敬礼は、今やガレージの名物と言っていい。

「気をつけなさいよ。車椅子に何かあったら、明里会長が怪け我がをするんだから」

　久々に参加している遙は、少し心配そうだ。俺と康夫が、ラブと一緒に車椅子を分解する。

「ラブ、ちょっとそっち押さえててくれる？」

「はいっ、マスター。こうですか？」

「うん、そんな感じ。あまり強く引っ張らないでね。配線がちぎれちゃうから」

「康夫さん、了解しました！」

「ラブちゃーん、それが終わったら『血の繫つながらない妹と２人きりで留守番することになったら、その夜たまたま雷雨になって雷が怖い妹は泣きながらお兄ちゃんのベッドに潜り込んできたんだけどオレはどうすればいい？』ごっこしようぜ」

「しないです。慎太郎さんは現在、作業の障害になっています」

「いつの間にそんな冷たい態度をとるようになったんだ！　お兄ちゃんは悲しいぞ！」

「お兄ちゃんじゃないです！　それに慎太郎さんに２メートル以上近づくととっても危険だって言われてるです。女の子の敵です」

「だ、誰だ！　そんな悪質なデマを流したのは!?」

「あたしあたし」

「部長かよ！　女子の敵どころかこちとら手も握ったことすらねーよ！　いつも寝る前に『オッパイがイッパイの夢！』と念じてるけど見たこともねーよ！」

　慎太郎はもはや涙目だった。しかしラブの教育に悪いからやめてくれないかな。

「なんだ、触りたいの？　女の子の胸」

「え……」

　部長はわざとらしく制服の胸元を摘つまんでみせる。

　標準よりもやや大きな膨ふくらみが、白いシャツの下からその存在を主張している。

「見たいんでしょ？」

「え？　え？」

　慎太郎は困惑してキョロキョロと辺りを見回す。

「もう、どっちなのさー。見たいの？　見たくないの？」

「み、み、見たいっす！」

「ふーん、そっか」

「って、それで終わり!?　会話の流れからしてもうちょっとなんかあるだろ!?　ジョーシキ的に考えて！　ひどくないっすか!?」

「えー、なに？　ほんとに見せると思ったの？　やだやだこれだから男子は」

　部長は素知らぬ顔でニヤニヤしている。弄もてあそばれた慎太郎は泣きながら俺にすがりつく。

「マジいいいいっ、聞いてくれ部長がひどいんだ！」

「よしよし、だから部長相手にまともにやりとりしたらダメだっていつも言ってるだろ」

「ううっ……でもよう、でもよう……」

　遙が来てくれたからか、俺たちはちょっとテンション高めだ。

　それだけじゃなく、連日の寝不足から喋しやべってないと寝てしまいそうなのだ。

「マスター、次の指示をお願いします。ラブはこの態勢のままでいいですか？」

「あ、ああ、ごめん。えっと、なにやってたんだっけ？」

　慌てて意識を向けると、ラブと康夫は車椅子を支える感じで俺を待っていた。

「君たち楽しそうだね……」

　次の作業の準備をしたままの態勢で、康夫が俺を見てる。ラブもどうしていいか判らない顔だ。いかんいかん、集中力がないな、俺。

「わ、悪い！　すぐ手伝うからっ」

「いいんだよ。僕のことなんてみんな忘れて、みんなで楽しくおしゃべりしてても……いいんだ、それでみんなが平和なら僕も本望だよ」

「まあまあ、制御系は康夫がやらないと俺には出来ないんだから……」

　すっかりふてくされた康夫を宥なだめながら、車椅子の改造を続けた。ラブは優秀な助手で、指示したとおりに動いてくれる。確実に経験を積んだ効果は出ているみたいだった。

「あの……マスター」

「ん？　どうした」

「遙さんが戻られません。ラブの確認した範囲では、すでに１時間が経過しています」

「あ……」

　そういえば、みんなで談笑してるくらいまではいたけど、それから姿を見てない。

　やっと来てくれたと思ったのに帰っちゃったのかな……

　明里部長と目をあわせると、部長も少し困った顔だった。

「うーん、遙ちゃん、やっぱり色々複雑なのかなぁ」

　呟つぶやいた言葉に、ラブの表情がさっと硬くなる。遙だけじゃなく、ラブもいつも遙のことを気にしている感じだった。遙がいる時には、あまり俺に話しかけてこない気がする。

　これは、車椅子の改造を切り上げてでも遙のところに行った方がいいかも……

「みんな、少しいい？」

　ところが、母おも屋やの方から顔を出したのは遙だった。

　機嫌がいいわけではないようだが、機嫌が悪い感じでもない。

　優等生モードの遙は淡々としているから、判りにくいのだ。

「そろそろ、お昼だから休憩にしましょう。みんな朝ご飯も食べてないんじゃない？」

　そういえば、早朝に集合した俺たちは食事のことなど忘れていた。

　遙が準備してくれていたのか……何も知らない康夫と慎太郎が歓声を上げる。

「おー、すごいな。久遠さんの手料理なんて」

「ははは、俺、勝ち組！　クラスの連中が聞いたらびっくりするだろうな！」

　大喜びの二人を横目に、俺は違和感を覚えていた。

　今までこんな事はなかったからだ。ラブたちと一緒に眠気を振り払ってリビングに向かう。

　遙の作った昼食はピザトーストとスープとサラダだった。そして並べられたオムレツ。

「ラブが作ったオムレツよりずっと美お味いしいです……」

「お、おお……」

　黄金色のふんわりとしたオムレツは、中がとろとろでチーズが溶けていて、外側はきれいな焼き色だった。うむう、もしかして俺より上手なのかもしれん。

　正直、びっくりした。遙がご飯を作るなんて、今までほとんど見たことがない。なんたって、遙の世話は俺の役目だったんだから。ご飯を作るのも、髪を結うのも。

「遙ちゃんの作ったごはんおいしーねー！　ところでなんで大河原くんとラブちゃんはそこでショック受けてるの？」

「ロボットとして、家事のお手伝いをしている立場が……」

「長年家事を得意としてきたアイデンティティが……」

「なるほどー」

　部長がニヤニヤ笑いを浮かべている。

「あれ、久遠さんの分は？」

「今は、食欲ないんです。それに、作ってる途中で食べましたから」

　遙はそういうと、ツンモードかデレモードなのか判らない顔でこちらを向く。

「本気くんはそれ食べたら、早く手伝いを終わらせて寝なさいよ」

「え？　な、なんで……」

「目のしたにクマ。昨夜ゆうべだってロクに寝てないじゃない！　ラブのことにかまけてるけど、自分のこともキチンとしたら!?　それにいい？　明里会長の車椅子は、会長の足と同じなんだよ！　寝ぼけた状態でいじったりして、何か失敗して会長に何かあったらどうするの？　会長自身は喜んで改造してるんだからいいとしても、生徒会の機能が麻ま痺ひするわ。その結果、学園の全生徒が迷惑を被こうむることになる。もし怪け我がをして長期かかるような入院したりしたら、生徒会長が再選挙になるかも知れない。そこで使われる膨ぼう大だいな時間と予算について考えたことある？　そういう事故を起こす可能性が、本気くんが寝不足だってだけでどれだけ増えるの？」

　立て板に水だった。

「さすが遙ちゃん。完かん璧ぺきな理論構築だねー。大河原くんのこと良くわかってるー」

　他ひ人と事ごとのような部長。康夫と慎太郎は視線を逸そらしている。俺は、一言もなかった。

「ごめん、遙……」

「そうよ。私たちのことなんか気にせず、本気くんは休むべきよ」

　表情を感じさせない遙は、なんだか蒼白でロボットみたいに見えた。

「とにかく急いで終わらせて。私は台所をかたづけてくるわ」

　遙が背中を向けガレージへと出て行く。

「あー、まー、遙ちゃんの言う通り、さっさと仕上げますか！」

　残りをがつがつと食べきると、康夫と慎太郎は立ちあがる。

「ああ、そうだな。早く休まないと、これ以上に怒られそうだ」

　俺も頷うなずくしかない。そんな俺を、何も言わずに心配そうなラブが見つめている。

「マスター、大丈夫ですか？　ラブが……ラブのせいですか？」

「いいや、そんなことないよ。俺が悪いだけだ」

　ため息をついて、俺は席を立つ。遙とのことは、本当にラブのせいじゃない。

　俺は３原則を守れていないのかも知れない。それは親父おやじたちと同じわがままへの道に思える。だけど、ラブを失敗作のままにしておくのは、親父たちに負けているように思えた。

　ラブが早く役に立つようになれば、この問題も大半は解決するはずだ。家事や日常生活をラブが支えてくれれば、俺は遙と一緒に兄妹のように過ごす暮らしに戻れるはずだ。

　そしてもう一つ、遙のロボット嫌いが落ち着いてくれれば……もしかしたら、明里部長が期待してくれているように俺も……そんな淡い期待が、俺を駆り立てていた。

　良くできた姉と違って、俺は単なる凡人だ。多少の努力をしても出来ることなどたかが知れている。だけど俺は……ラブを通じて自分自身の気持ちにも気づき始めていたのだ。




　遙たちがガレージに戻る、少し前の事だ。

　大河原家の庭に、長いウェービーな髪をなびかせた白衣の女性が立っていた。化け粧しようっ気けのない整った顔立ちで、鋭利な雰ふん囲い気きと、どこか茫ぼう洋ようとした空気を併せ持つ美人だ。

　大河原勇希は、開け放たれたガレージの惨さん状じようを冷静な表情で眺めていた。

「なんだ、これは。作業中ということか？　それにしては用途の違うものが……」

　簡易コンピュータを使った動力制御、慣性制御系の調整に使うような機材と人型ロボットのメンテナンスに使う機材が乱雑にまとめられている。使いかけの道具が散乱していた。

　作業中だとしても、これでは危険だ。それに脈絡がない。

　バラバラに置かれたゲーム機や大きなフィギュアに至ってはガレージの用途と無関係だろう。

　どうやらガレージは遊び場になっているようだった。

「ふむ。遊びで使ってはいけないというものではないが、これは……」

　勇希が疑問に思ったのも無理はなかった。

　人型ロボットが管理する場所、すなわち最高のコンピュータを搭とう載さいした万能の家事担当がいるにも拘かかわらず、少しの不注意で人間に危害が及ぶ状況が放置されているというのは、勇希の持っている常識から考えてあり得ない出来事だった。

　ロボットはロボット３原則を基礎に組み上げられている。厳密に言えば更に多くの基準、細目があるのだが、一般的に知られている原則はそのまま正しいと言える。

　人が傷つくのを看過してはならない、それはロボットとして当然のシステムであり、家電ですら、自分の中に漏ろう電でんを発見すれば自ら電源を切る機能くらいついている。まして人型ロボットともなれば、危険な機材を出しっぱなしにしている状況を見れば、マスターの命に背いてでも片付けを始めてしまう程度には人が傷つくことに対して敏感だ。

「なんだろうな。イヤな予感がする」

　あまり非科学的な事は言わない勇希だが、そう思わざるを得なかった。

　愛する弟である本気が、自分に噓をつくとは思えなかった。もちろん隠し事はあるにしても、実はロボットが来ていないなどということはあり得ないだろう。人型ロボットのメンテナンスに使う機材がガレージの奥から引っ張り出されていることもその存在を裏付けている。

　にも拘かかわらず、この状況というのは……

　勇希は、大おお股またに歩き出した。ちょっと様子を見に来たつもりだったが、どうやら、それどころの騒ぎですみそうもないと、彼女は断定せざるを得なかったのだ。




　同じ頃、遙は母おも屋やの階段のあたりで膝を抱えてしゃがみ込んでいた。

「……うっ、うう」

　声を殺して、流れる涙を抑え込む。

　今日の行動を、不思議に思ったのは……たぶん本気ひとりだろう。

　ラブは普段との違いに気付いたかも知れないけど、その意味に気付いてはいない。

「……あたし、ハルカちゃん３原則……破っちゃった」

　自分からは絶対に破らないと決めていた誓い。

　本気が破ったからだ、と思う部分もある。だけど、それは言い訳だった。

「あたしの世話は、マジくんの役割なのに……」

　今日の行動は、ひとつの決別だった。

　お腹なかが空いても、本気を待つのは遙にとって当然だった。

　遙にとっては本気という家族以外、確かなものは何もなかったのだから。

　でも今日、みんなに料理を作った。本気の分も作った。

　それはずっと考えていたことだった。

　自分が、ハルカちゃん３原則が、本気の負担になっているのではないかって。

　幼い日、ロボットになりたかった自分。今も、本気のロボットになりたいと思う。

　だけど遙の心の中にある想いが、ヤキモチが、大好きな気持ちが、本気を苦しめている気がしていた。本気が自分のために傷ついているような気がした。

　ラブは、本気のいうことを何でも聞ける。ためらうことはない。

　遙もそれが出来るつもりだった。本気になら何を言われてもそれに従えると思っていた。

　――ただ、遙との約束を守ってくれさえすれば。

　気持ちが溢あふれて、涙になって流れる。本気は約束を守ろうとしてくれている。

　ラブを、ロボットに対する興味や自分の気持ちを押し殺して。

　寝る時間を削けずり、辛つらそうにしながら遙を励はげますために抱きしめてくれる。

　それは、違うような気がした。遙にとって違うような気がした。

　遙は本気を苦しめるためにハルカちゃん３原則を作ったのではない。

　遙は、遙と本気がずっと一緒に居て寂しい思いをしなくていいように３原則を作った。

　ロボットになりたかったのだ。本気のロボットに……。自分が、ただ彼を幸せにするために生まれた機械であればよかったのに。自分の気持ちが、それを邪魔している。

「このままだと……マジくん、壊れちゃうよ……ラブより、私より、自分の心配してよ……」

　目の下にクマをつくって一つの事に熱中している本気がとてもかっこいいと思う。

　同じくらい心配で、自分が足を引っ張っているのが判ってしまう。

　だから……出来るんだよ、そう伝えたのだ。

　本気くんより上手に、オムレツを作れるんだよ、と。なんでも自分で出来るのだ、と。

　それはとても大きな告白で……本気は、遙の手を離すかも知れない。

　ひとり暮らしが出来ると思って、勇希姉さんのところに行ってしまうかも知れない。胸を締め付ける想像に涙が零こぼれる。それでも、遙は本気のことが心配だったのだ。




　――ラブは、機能停止していた。自分の意志で。

　それは、見てしまったから。階段下で膝を抱える遙の姿を。見たこともない、弱々しい姿を。

　両目から宝石のような涙をこぼす遙の呟つぶやきは、高性能なラブの耳にすべて届いていた。

　美しい機械人形がもし感情によって泣けるなら、確実に泣き出していただろう。

「ラブ、判りました。遙さんが泣いているのは、ラブのせいです」

　凍り付くように固まった彼女の目に涙はないけれど、その姿は誰の目にも悲しみの彫像にしか見えなかった。

「本当のことは……人間にしか判らないのかも知れません。ラブは……やっぱりロボットですね。人間に……なりたいです。でも……遙さん、泣いています。これはマスターに伝えるべきでしょうか……ほう、れん、そう、とても大切だって教わったです」

　ラブは思考する。そう思考だ。学習の積み上げからパターンを選ぶのではなく……蓄積された乱雑な物事を整理し、関連づけ、自分の判断を生み出していく。

「だけど……きっと、遙さんはこのことを誰にも言いたくないです。ラブは……言えません」

　噓はつけない。けれど訊ねられない事を答えないことは出来る。

　ラブは、この事を胸に秘めて誰にも言わなかった。ラブ自身、なぜそうしたのか論理的に説明することは出来ないだろう。だけどそれは、ラブの胸にずっとフラッシュバックするメモリーとなった。遙の涙の理由は、自分だと推測出来てしまったから……




　食事を終えてガレージに移動した俺たちは、そこに勇希姉の姿を見つけて大いに焦っていた。

「ゆ、勇希姉！　な、なんでいきなり！」

「何を言う、我が愛いとしい弟よ。様子を見に寄ると伝えてあったはずだ」

　平然とした無表情は、茫洋として感情が読めない。

　思わずダラダラと汗を流しながら、俺はガレージの惨状を見回す。これは……まずい。

「お久しぶりです。勇希さん」

「やあ、永野くん。元気そうだね。車椅子の調子はどうだい？」

「ええ。勇希さんたちが作ってくださったこの車椅子、とても便利ですよ」

　焦る俺に代わって部長がニコニコと勇希姉の対応をしてくれてる。明里さんの乗っている車椅子はロボットの延長といえる高性能のものだが、その人工知能や制御系は学生時代に姉がバイトしていた会社で作っており、その縁で姉と部長は仲良くなったのだと聞いていた。

「あ、あの……こちらの美しい方は？」

　珍しく、顔を真っ赤にして康夫が俺と部長に訊ねた。

「あ、ああ……お、俺の姉さんなんだ」

「そう、そして、我が校の初代ロボロボ部部長よ。ちなみに、この人が名付け親よ」

「げ、この妙な名前、明里部長が付けたんじゃなかったのか！　こんなかっこわるい名前考えるの部長くらいしかいないだろ、ジョーシキ的に考えて！」

　慎太郎が暴言を吐く。その瞬間、勇希姉の目が薄く閉じられる。

「何を言う。間違いようのない明快なネーミングだ。ロボット研究会のような可か愛わいくも独自性もない名前を付ける愚か者と一緒にするな。私には、ユーモアがある」

　いや、ユーモアってのはそういうものとは違うような。小さい頃から天才で常識が通じないと言われていた姉は、もしかしたらそういうユーモアに拘こだわりがあるのかも知れない。

「ぼ、僕は、気に入っています！　ロボロボ部！」

　小柄で判りやすく甘いマスクを持つ康夫は、普段はどちらかといえば自分から女の子に関わらないのに、なぜか勇希姉に積極的にアピールしている。

「そうか。それはともかく、本気よ。これはどういうことだ。ガレージは危険な状態だぞ」

　不機嫌ですらなく、淡々と事実を告げる口調で勇希姉は指摘した。

「い、いや！　ほ、ほらっ！　作業中だからさ！」

「それは違うな。複数の無関係な道具や機材が放置されている。現作業がなんであれ不自然だ」

　うっ、さすが天才ロボット工学者……ごまかしが通じない。

「まあいい。これは本気だけの問題ではない。またロボロボ部の後輩たちだけの問題ではないことも自明だ。本気、父さんが送って来たという人型ロボットはどうした」

「え？　あ、あれ……？　そう言われたら、どこに行ったんだろう」

　俺はきょろきょろと周囲を探すが、確かにどこにも見当たらない。

「ラブー、どこだー!?」

　一応、大声で呼んでみるが、やはり反応がない。おかしいな……

「そういえば遙ちゃんもいないわ。二人でどこかに行ったんじゃない？」

　明里さんが、にこやかな笑顔で言い出す。勇希姉は表情を変えず軽く首をかしげた。

「ふむ。そういうこともあるか。確かに盲点だったな。事前に通告していなかったのだから、そのラブというロボットが外出していても文句は言えないか」

　なんという幸運。俺は胸を撫なで下ろす。ラブは、まだとてもじゃないけど姉さんに見せられるほど人工頭脳が成長していない。学習能力のある０ラブシステムが成長する前に姉さんに見せたら、どういうことが起こるか全然判らないけど、少なくとも、俺と遙を引き離す方向に進む可能性はかなり高いと思う。通常の人型ロボットのようには役に立たないんだから。

「しかし、人型ロボットがいるというのにこの惨状はなんだ。ロボットに搭とう載さいされた基本的な保守管理プログラムにすら違反する状況だぞ」

「あ、ああ、ごめんなさい勇希さん。あたしたちがみんなで散らかしたものですから」

「……まあ、それだけとは思えないがね。今日のところはここまでにしておこう。ロボロボ部の後輩たちがいる前で、愛する弟を叱るのは忍びないのでね」

　茫洋として何を考えているか判らない顔で、勇希姉は言った。

　俺と部長はほっと息をつく。なんとかこの場はごまかせたみたいだ。

「ただし、永野くん、キミの乗っている車椅子については少し言いたいことがある。安全性と保護能力について、かなりの大きな逸いつ脱だつを感じるのだが」

　ぎくっ、そう言われれば……

「車椅子は永野くんの足であり最も身近な道具。堅けん牢ろう性と保守性、そして何より安全性が最も重要だ。コントロール出来ない強力な道具ほど危険なものはない」

　そう言いながら、勇希姉は車椅子の隣にしゃがんだ。そして。

「まあ、二十分もあれば元に戻せるだろう。この加速目的のシステムや、無理な挙動を想定した可変システムはすべて修正させてもらう。いいね、永野くん、本気」

　ダメって言っても聞いてくれないんでしょうに……

「あ、あああ～。ゆ、勇希さん、待ってください～～」

　無駄を承知で明里部長が抵抗しているが、残念ながら姉は聞く耳を持っていない。どちらが正しいかといえば勇希姉なので、俺たちとしてもどうにもならない……どころか。

「ぼ、僕、お手伝いしますよ！　じゃあ、ＯＳの書き換えは僕の方で！」

「うむ。話が早くていいな。愛する弟よ、お前も手伝え」

　康夫の協力もあり、あっという間に明里部長の車椅子は初期状態に戻されたのだった。

　苦笑いしている部長と俺たちを残して、姉は飄ひよう々ひようとガレージに背を向けた。

「では、近々、もう一度ロボットの確認に来る。ガレージは、きちんと片付けておけ。事故が起こってからでは遅いのだから」

　以前、部長が事故に遭あいかけてラブに助けられたことを知っているかのように、勇希姉は無表情に言い残して、乗ってきた小さめのロボットカーで立ち去った。

　残された俺たちは、ほう……とため息をつく。

「相変わらず、迫力ある人ねぇ……あーあ、車椅子、元に戻されちゃった」

「すみません。姉が勝手なことを……」

「ううん、危険な事をしているのは事実だからね。仕方ない面もあるわ。だからって、私は諦めないッ！　バッチリ校舎の屋上から飛び降りても大丈夫な車椅子を作ってみせる！」

　やたらと前向きな部長は、全然めげていなかった。

「……素敵な、人だなあ」

「お、おい？　康夫？　大丈夫か？　康夫？」

　ぼーっとしてしまった康夫を、慎太郎が肩を摑つかんでガクガク揺らしている。

　何が起こったのかこちらも全然判らないが、とにかく、俺たちはピンチを脱して安心していたのだった。その裏側で、何が起こっているのかも知らないままに。




　部長の号令もあって、その日は男三人でガレージの片付けをした。

　遙はそのまま帰って来ず、ラブはしばらくして階段の脇で硬直しているのを発見された。

「どうしたんだ、ラブ？」

「はいです……い、いえ、なんでもありません。突発的なトラブルで自己診断をしていました。特に問題ありませんでしたです。ご安心ください」

　……なんだろう、まあ、大方どこかにぶつかって自己診断プログラムが起動して動けなくなったってことなんだろうな。俺は、勇希姉の事が気になってそれどころじゃなかった。

「ラブ、しばらくは家の中で大人しくしていてくれ。ガレージにもなるべく行かない方がいいな。部長より恐い、うちの姉が来るかも知れないから」

「マスターのお姉様ですか？　それは、お会いしたいような……」

「……やめとけ。分解されるぞ」

　俺は苦笑いして、遙のための夕食を作り始める。

　こっちに来て食べないなら、弁当にしてでも届けるつもりだった。

　なんといっても、昼飯を作って貰うっていう驚きよう天てん動どう地ちの出来事があったばかりだ。

　俺は、ハルカちゃん３原則を破るわけにはいかない。彼女の世話をしなければならない。

　そしてそのためにも、次に勇希姉が来るまでにラブを少しでも成長させておかなければならないのだ。勇希姉の顔を見て、さらに危機感が高まった俺は、その後も再び深夜までラブの人工頭脳に刺激を与えるべく、様々な訓練を続けたのだった。




　翌日は、夏休み前最後の月曜日だった。週の終わりには、もう夏休みが始まる。

　幸か不幸か、翌朝になったら遙は普通に俺のベッドに潜り込んできた。

　いつもの明るいやりとりを定型文のように行って朝食は俺の手作り。

　ただ、このところとちょっと違ったのが、今度は朝食にラブが来なかったのだ。

「ラブ、朝飯食べないのか？」

「はいです。ラブは今朝までメンテナンスベッドで充電したので、朝食は必要ないです。皆さんがいらっしゃらない間に、少しでもお片付けや、マスターや遙さんのお洗せん濯たくやお掃そう除じをしたいのです。ガレージには入りませんが、出来る事はあるはずです！」

　今までになく、ラブは正論を言った。まあ、確かに食事をするのは必ひつ須すじゃないわけだけど。

「ちょーこーせーのーロボットであるラブが、マスターにご飯を作って頂くのはもともとヘンなのです！　ラブは、マスターのご飯が作れるようになるまでご飯抜きの覚悟なのです！」

　いきなりそんなこと言い出さなくても……と思う俺だが、遙は特にコメントしなかった。

「では、ラブはお片付け頑張ります！　昨日、部長さんに新しい整理の仕方を習ったのです！　捨てていいかも知れないものは全部捨てて大丈夫なのです！」

　いや、それは困るから。苦笑しながらも、俺はラブのテンションが妙に高い気がしていた。

　遙はそんな俺とラブを交互に見ながら、またも何も言わなかった。

「遙、髪の毛ぼさぼさだぞ。今、結ってやるから」

「……マジくん、昨日、キチンと寝られた？」

「あ、ああ。大丈夫だよ……」

　いきなり口を開いた遙に、俺は思わず挙動不審になってしまう。

　昨日、勇希姉が来た事で、遅くまでガレージの片付けとラブの調整をしてしまったのだ。

　表情だけで事実を読み取ったのか、遙は悲しそうな顔をした。

「……それ、ハルカちゃん３原則に反してるからね。マジくん……」

　そういうと、遙は手早く自分の髪を自分で結んだ。

　意外なほど綺き麗れいに出来ていて、俺は……不思議な居心地の悪さを味わう。

「じゃあ、先に行くね。夕飯は、富子たちと食べに行くから作らなくて大丈夫だよ。ラブに作って貰ったら？　経験になるだろうし」

　遙はそういうと、優等生モードになって家を出て行く。

　ラブは、無表情にそれを見送っていた。何か、今までと違う空気がした。

　俺は、そのことに気付きながらも、どうしていいか判らないでいたのだった。




　本気が登校したあと、ラブはひとりで大河原家の留守番をしていた。

　留守番と言えば聞こえはいいが、実際のところやることはさほど多くない。

　ガレージでは、置き場所が決まっている工具類を片付けた。ゴミを捨てたら後は勝手に触れない物ばかりだったし、家の中は最近遙が来ない分、それほど散らかる要素もなかった。

　本気だけだと、ラブのメンテナンスでガレージにいることが多いのだ。

　ラブは、状況の変化を実感していた。自分が最初に来た時と、家の中の様子が違う、と。

　それは自分が来た事でただ片付いたというだけでなく、遙の場所が……減ってしまったように感じる。それは事実の類推から来ているのではなく「感じる」が正しい印象だった。

　それが本来ロボットにあるはずのないものだと知らないラブは、自分が何を感じているのか全然判らないでいたのだった。小さな庭に、洗い立ての洗濯物を並べて干しながらラブは誰にともなく呟つぶやく。その洗濯物にも、遙のものは混じっていない。自分とマスターのものだけだ。

「洗濯物が、早く乾くといいですね……ラブに出来る事、何もないですから」

　寂しい、人間ならそう感じているであろう思考の流れ。ただ風に揺られる洗濯物を眺めながら、ラブは自らについて考える。大河原家に来たばかりの頃に比べて、できることは格段に増えたと思う。０システムは学習システムだ。研究所の中にいるより日常は驚くほど密度が濃い。

　だけど、同時にロジックだけでは処理しきれない人間の感情というモノも知ることになった。

　口に出していることと、本当の気持ちが違うなんていうのは当たり前で、理屈で語れない部分に感情の源泉がある。ラブは、それを学びたいと思う。

　本を読んでも、そこに人の感情が書かれている。だけど、それをラブは理解出来るが共感することは出来ない。自分がその状況になったらどう感じるのか、否いな、何かを感じるのか判らない。前マスターである本気の父が、世界の名作を通読させたのは人間を知る手かがりとしてだった。だけど、それはあまり効果が無かったようだ。ラブの存在は、最初から本気たちの負担だったように、今は思える。役に立たない、人の気持ちも判らないロボット。

　道具であるはずのラブの為に、多くの労力がかかるパラドックスは、ラブ自身を苦しめている。頑張っても、普通のロボットなら簡単にできるはずのことが出来ない自分がいる。

　それだけならまだしも、ラブが人間を学ぼうとすればするほど、マスターの役に立とうとすればするほど、もう一人の尽くすべき相手である久遠遙が傷ついているように見えた。

「はあ……ラブは、やっぱり欠陥品なのでしょうか」

「ふむ。面白いな。ロボットが独り言とは」

「えっ……」

　ラブは、自問自答に答えが返ってきたことに驚いて声のした方向を見た。

　そこには、美しい白衣の女性が立っていた。

「あ、あの……どちらさま、ですか？」

　ラブが訊くと、女性はわずかに眉をしかめた。

「私は大河原勇希だ」

　ラブの記憶の中に、その名前が存在した。大河原勇希。本気の姉で大学生。ロボット工学に秀で、在学中すでにいくつもの論文を発表している才女。

「どうした？　父さんからも、我が愛する弟からも私の名前は聞いていると思うが？」

「は、はいですっ！　勇希様、はじめまして！　ラブです！」

　いきなり直立不動になったラブを、勇希は物珍しそうな目で見つめた。

「ふむ。ボディは市販品のカスタムのようだな。東雲しののめの最新型か。バイオスキンの皮ひ膚ふとは父さんも豪勢な事をする。だが……中身が問題だな。ラブは、単なる愛称でキミの名前ではない。正式名称を告知したまえ」

「は、はいです。私は東雲重工第１研究所大河原研究室所属、０ラブシステム搭載型試作実証実験機第２号、研究室での呼称は〝プロトⅡ〟でした」

「０システム……ふむ、聞いたことがあるな。父さんの研究室で作っていた、業界でも以前噂うわさになっていたあのシステムか。失敗したと聞いていたが……」

　勇希は茫ぼう漠ばくとした表情のまま、空を見つめるように何かを考える。

「あ、あの……正式に研究室よりマスター、本気様に譲じよう渡とされていますので、私の現在の正式名称はラブで問題ないと思うのですが……違いますか？」

「……正式に？　そんなことが可能なのか？　いや、あの父さんならその程度の強権は発動できるかも知れないが、いくら何でも、こんな最新型の実験機を子どもの世話に使うなど」

　いいかけて、勇希は言葉を切った。その顔に、理解の色が広がる。

「そうか。なるほどな。先ほどキミが言った通りなのか。欠陥品なんだね、キミは」

「う、うう……前マスターは、私の事をちょーこーせーのーなロボットだって……」

「残念ながら、私にはそうは思えないな。そんな貴重なロボットならここにいるはずがない。キミは欠陥品、失敗作、もしくは廃棄品なのだろう。だからこそ、ここに送られた」

　淡々とした口調。そこには悪意の一片もない。コンピュータと会話している気持ちの勇希にとっては、自分の思考を言葉にして確認しているようなものでしかない。

　だけど、ラブにとっては……うすうす、そうなのではないかと思っていた恐怖が形になる瞬間だった。ラブは、白い肌をさらに青く染めて立ち尽くす。

　白衣の美女は、予想外なことに花咲くように微笑んだ。

「だがこれは僥ぎよう倖こうだ。今から私がキミを優秀なロボットに改修してあげよう。正式に譲渡されているなら問題ないし、キミのボディは最新型だ。システムを初期化して、新しいＯＳとデータをインストールすればいい。私の手にかかれば、ほんの小一時間のことだ」

「え……？」

　何を言われているか判らない、というようにラブは息をのむ。その仕草は本当に人間のようで、妙なところに力が入っているな、と勇希を苦笑させる。

「一時間後には、キミは本気にとって必要不可欠な存在になっているだろう。喜んでいい。ロボットの幸せは、ロボット３原則を完全に遂すい行こうする力を持つことなのだから」

　迷いのない勇希の笑顔に、ラブはただ、立ち尽くすのみだった。




　昼休み。遙は、教室の一番前。教卓に立って仁に王おう立だちしていた。

　クラス全員が固唾かたずを呑のんでいた。彼女の前には、前の時間からぐーすかぴー、と安らかに眠っている本気の姿があった。公恵先生が、一度起こそうとして、可か哀わい相そうになって放っておいたほど安らかな眠りだった。このところの夜更かしが祟たたったのだと、遙には判る。

「あーあ、マジのやつ、終わったな。どんな目に遭あうんだろうな」

「……楽しそうに言っちゃダメだよ。マジがかわいそうだろ」

　次の展開は判っているという感じで、慎太郎と康夫は肩をすくめるが、助ける気はないらしい。周囲の男女に至っては、自分には関係ないとばかりに目を逸そらすか、次に何が起こるかドキドキしながら見守っている状況だった。

　遙は、迷っていた。優等生の遙なら、ここは叱るところだ。

　本気を叩き起こして叱しかり飛ばすのが正しい。クラス委員長として当然だ。彼との関係を周囲に知られないために、必死で作ってきた仮面。遙の胸に苦い気持ちが溢あふれ出る。

　自分の為に疲れ果てて眠っている本気を、無理に起こすのが自分の役目だなんて。

「もー、ほんっとに仕方ないわねー。あたしが起こそうか？　なんならひっぱたいてでも」

　躊ちゆう躇ちよする遙に、富子が明るく話しかけた。彼女なりに気を遣ったんだと思う。

　優しさなのだと判っていても、遙は反応出来なかった。いつものブリザードも始まらない。

　こんなに疲れているなんて……ハルカちゃん３原則に反してる。

　そんな気持ちが胸一杯に広がっていて、彼女は、涙を堪こらえるのが精一杯だった。

　いつも人のことばかりで自分のことを後回しにしている大切な幼なじみに。

　自分を守ってくれる素敵な人。でもそれを縛しばっているのは自分なのかも。

「……ごめん。忘れ物を思い出したから、ちょっと行ってくる！」

「え？　な、なに!?」

「帰って来たら私がお説教するから、本気くんは放っておいて！」

　そう言い置いて、遙は教室を駆け出した。予想外の展開に富子たちが何か騒いでいるが、遙は振り向かなかった。

　優等生じゃない遙に戻れるところに行きたかった。それは本当は本気の腕の中だけなんだけれど、せめて、本気と暮らした家で泣きたかったのだ。少し泣いたら、遙は優等生に戻れる。

　それを望んでいるのは、大切な本気。３原則を共有するたったひとりの家族なのだから。




　勇希は、ラブを連れてガレージに向かっていた。昨日の今日だというのに、かなりガレージは整せい頓とんされている。満足げに勇希はひとり頷いた。

「うむ。私の言ったことを守っているようだ。我が愛する弟はよく判っている」

「……マスターは、夜遅くまでガレージを片付けていたのです。ラブも手伝いました」

「ふむ。手伝う、ね。まあ通常の人型ロボットであれば、片付けのプランを作ってマスターの作業を補佐するくらいは簡単なはずだがな。父さんはなぜこんなシステムを作ったんだろう」

　独白に、ラブは思わず答えてしまう。答えを求められていないのは判っているのに。

「ラブも知りたいです。何でも出来るようにしていてくれれば。こんな風に、いろいろな事を考えなくてもいいロボットにしてくれていれば、マスターのお役に立ったのに」

「これから、すぐにそうなれる」

　勇希は、メンテナンス槽に機材置き場でホコリを被っていた大型のコンピュータや大型の配線を繫つなぎ始める。ノートＰＣをつないで動かしていた本気に比べるととても本格的だ。

「うーむ。ここの機材は色々と旧式だな。初期化は出来るが、最新型のＯＳを導入するのは後日にするか。最低限、不安定な０システムとやらを消してしまえば……」

　呟つぶやきながらカチカチとメンテナンス槽にバッファされていたらしいラブのデータを読む。

　ラブは、存在を無視された格好で、だまって勇希の隣に立っている。

　どうしていいか、ラブには判らなかった。ラブのマスターは勇希ではなく本気だ。でも今行われているのは明里たちが自分にしてくれたのと同じ、自分の性能を上げるための協力だった。

「準備に少しかかる。キミはその辺で待機していたまえ」

「あの……改造はマスターが帰ってきてからでは、ダメですか？」

「本気には昨日、近々確認に来ると言ってある。問題ない。もともと、目的はキミだ。ガレージを見た時から、キミに何か問題があることは予測していたのだから」

　まさかその予告をされた翌日に姉が来るとは夢にも思っていないに違いない。ラブはそう思ったが、口答えすることは出来なかった。

「……勇希さん！　な、なにをしているんですか!?」

　その時、ガレージに大きな声が響いた。

「は、遙さん！」

　ラブは、その人の名前を呼んだ。少しだけ、ホッとして……次に、すうっ、と気持ちが落ち着いた。たぶん、それは遙が、ラブがこの家に来る原因のひとつだったから。

　マスターは本気だけど、遙もまたラブにとって守らなければならない相手だった。

　そして、今、ラブが守れていないかも知れない、と心配していた存在。

　泣いていた遙がラブのメモリから何度も呼び出されて視界にフラッシュバックする。

　立ち尽くすラブの前に、遙は走り寄る。そして、勇希から庇かばうようにラブを背にした。

「遙さん、どうしたんだい？　学校の時間だろう？」

「忘れ物をして取りに戻ったら、ガレージが開いていたから気になって来たんです。ラブは、ガレージに入らないように言われていましたから」

　冷静に答えているように見える遙だが、肩が震えているのをラブは見逃さなかった。

　勇希は、少し頭を振りながら相変わらず感情を表さない表情のままで遙に近づいた。

「そうか。昨日、私がここに来たらガレージがひどく散らかっていて危険な状態でね。これは君たちの世話をしているはずの人型ロボットになにかあるんじゃないかと思って確認に来たんだ。案あんの定じよう、このロボットは欠陥品だったようだね」

「ちょっ、ゆ、勇希さん！　ラブが聞いてるのに、そういう言い方って……」

「言い方？　ああ、ロボットが気にする、そう言いたいのかい？　ははは、面白い冗談だ。遙さんはユーモアのセンスもあったのか。さすがご両親譲ゆずりの才女だ」

　少しも笑っていない顔で、勇希は遙を覗のぞき込む。

「ロボットは、定められた状況に対して、定められた行動をしているに過ぎない。人間らしさを追求した芸術品、実用性よりも夢を取って作られた人型ロボットは確かに人間に近い感情表現や言動をしているように見える。だが、それは単なる反応だ。考こう慮りよに値しない」

　ずっと一緒に住んでいたのに、どうして勇希にはこんなに気持ちが通じないんだろう。遙は、きゅっと目をつむって零こぼれそうな涙を押し込むと、もう一度勇希を見つめた。

「ラブは、学習型なんです！　だから、ただのロボットじゃないんです！」

「ふむ。確かに一昔前に流は行やったテーマだが、だからこそ我々研究者はその課題が危険であることを知っている。その非効率性も。どちらにしても、制御できない強力な道具ほど危険なものはない。私は、君たちの元にこんな不安定なロボットを預ける気にはならない」

　ラブを庇う遙に、勇希はぐいっ、と顔を近づける。

「それに、このロボットは君たちの助けになっていないんだろう？　遙さん。このロボットをこのままにすれば本気は早晩、私と母が引き取ることになる。遙さんの隣で暮らせなくなるがそれでいいのか？　私は、本気は遙さんのことを心配して残っていると思っていたのだが」

「えっ……それ、それは……」

　気付いていた。勇希は、自分と本気の関係に……それがどの程度か判らないけれど。

「本気が、私よりも妹のように自分を慕したう遙さんに心を開いているのは判っている。遙さんも本気を大事に思っていることも判っている。だから、間違いが起きない範囲において私と母は本気と遙さんの自主性を尊重してきたはずだ」

　淡々と正しいことを言う勇希の残ざん酷こくさを、勇希自身は感じていないに違いない。

「だが、今回父さんがしたことは、本気と遙さんを危険に晒さらすかも知れない。これを看過しておくことはできない。判ったら、どきたまえ。そこにいるのはロボットであって、キミの友達ではない。それに……キミは、昔からロボットが嫌いだったんじゃないのか？」

　びくっ、と遙が反応する。それは本当のコト。ついさっきまでだって、自分とラブのことを心の中で責めていた。だから、ラブが来ないはずのガレージで泣こうと思っていたのだ。

　言葉が見つからない遙の背中に、温かな感触が触れた。

「遙さん……ありがとうございます。ラブは、大丈夫です」

　ラブは、遙の背中に両手をあてて、頰ほおを寄せた。さらさらの髪が遙の長い髪と混じり合う。

　それまで黙って遙と勇希のやりとりを聞いていたラブは、透明な表情をしていた。

「ラブ……？」

「はいです。ラブは、ここでたくさんのことを覚えました。とても幸せでした」

「ち、ちょっと、なに言ってるのよ」

「……ラブは、遙さんに謝らなければなりません。ラブは昨日……遙さんが泣いているのを見ました。ラブは、それはラブのせいだと認識しました。でも、誰にも言いませんでした」

　それは遙がきっと誰にも知られたくないだろうから。

「ロボットは人間を傷つけてはいけないのです。傷つくのを看過してもいけない。それがロボット３原則の第１条。もっとも重要な原則です。ラブはそれを破ってしまいました。ラブは……やっぱり欠陥品です」

「ラブ……それ……それは……そうじゃ……な、く、て……」

　遙は言葉を探す。だけど、うまく見つからない。

「ラブは、遙さんのお役に立ちたいです。普通のロボットになったら、きっと……」

「ふむ。話の流れは判らないが、ＯＳとプログラムを入れ替えれば、キミが本気たちの役に立つ事は確約しよう。なんといってもボディは最新型だからな」

「でもっ、今まで一緒に居たラブはっ」

「やれやれ、予想もつかないほど感傷的だな。ぬいぐるみに命が宿ると言ってるのと変わらないよ、遙さん」

　初めて、勇希は少しだけ苛いらついた表情を見せた。

「人格のアーキテクチャは極力残すよう努力しよう。ただ、先ほどメンテナンス記録で見る限り０ラブシステムの回路は通常の人工頭脳と別にあるようだ。これを取り外すことによる影響は予測不能だね。だけどこれを外さないとネットに直接繫げないようだ。外さざるを得ないね」

　断定的な言葉に、ラブは頷うなずいた。

「はいです。ラブは、遙さんの、マスターのお役に立てるなら……それで、いいです」

　ラブは、しがみついていた遙の背中を柔らかく離す。
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「さようなら、遙さん。ラブは……遙さんみたいになりたかったです。遙さんみたいな……素敵な人間に。でもそれ以上に……ラブは遙さんたちのお役に立ちたいから……さよならです」

「ラブ……ラブ、だめ……」

　だけど、ラブは振り返らなかった。勇希に手を引かれて、ラブはメンテナンス槽そうに入る。

　本気は服を着せたまま入れていた溶液に、勇希は全裸になるように指示して座らせた。

「では、始めよう。遙さんは学校に戻るといい。再起動までは一時間ほどかかる。まあ、０システムを外すのには10分もかからないがね」

　そう言いながら、勇希はメンテナンス槽のカバーを動かす。ラブの頭についているヘッドパーツが開き、メンテナンス槽につながって、ラブの皮ひ膚ふの下から幾き何か学がく的な光が浮き上がる。

「噓……ラブ……そんな……」

　その姿に、恐ろしいものを見たとでもいうように遙は一歩下がった。

　だけど……遙はぐっ、とそこに踏みとどまった。

　これは、違う。ダメだ。ダメだと思う。

　なぜなら……ハルカちゃん３原則に反している。それは、ラブが教えてくれた。

　ロボットのはずのラブが教えてくれた。傷つくのは……身体からだだけじゃない。

　遙は本気のいるはずの教室を見上げる。走って行っても間に合わない。10分で手遅れなのだ。どうしたら……携帯は切っているはずだ。教室に向かって叫んでも気付いて貰うだけで時間がかかるのは間違いない。一瞬の判断が、すべてを台無しにしてしまいそうだった。




　教室で惰だ眠みんを貪むさぼっていた俺は、妙に甲かん高だかい金属音で目を覚ました。

　カンカンカン、カーン、カーン、カーン、カンカンカン

「なんだ……？」

　昼休みの教室の中も、ざわざわとその音に反応していた。何度も繰り返される金属音。

　同じリズムを刻むそれは、本気の脳のう裏りに引っかかるものがある。

「隣の家からしてるみたいよ」

　――隣の、家……？

　俺は、いきなり覚かく醒せいして机から身を起こした。隣は、もちろん俺の家だ。

　そして、この音は……モールス信号だ。トントントン・ツーツーツー・トントントン

　世界一有名なモールス信号。これは「ＳＯＳ」だ！

　助けを求めてる！　それも遙が!!

　俺は廊ろう下かに飛び出す。他の教室からも何人かが廊下に出ていた。

「大河原くん！　ここにいたの!?　あれはなに!?」

　野や次じ馬うまをすり抜けて、明里部長の車くるま椅い子すが走ってくる。

「マジ！　なんかガレージから音がするよ！」

「お、俺は何もしてないぞ！　あんな音がすることしてない！　ジョーシキ的に考えて！」

「俺も判らない。でも、アレを鳴らしているのは遙だ！　間違いない！」

　確信がある。今時、こんなモールス信号なんて使うのは、姉や両親に隠れて意思疎そ通つうをしなければいけなかった俺と遙くらいだろうから。明里さんも顔色が変わる。

「ラブちゃんじゃないの？　遙ちゃんなの!?　どういうこと？」

「判りません。でも遙なんです！　すぐに行かないと！」

　走り出そうとする俺を、明里さんの意外に力強い手が止めた。

「……教室まで呼びに来るのも惜しい緊急事態ってワケね……いいわ、大河原くん！　車椅子の背中にバッチリ摑つかまって！」

「え？　ど、どうするんですか？」

　困惑する俺に、康夫と慎太郎が親指を立てた。

「昨日、お前の姉さんに外されたパーツ、俺たちがさっきまで付け直してたんだぜ！」

「ＯＳも改良したから、姿勢制御も安定したはず。理論上は三階から飛んでも大丈夫だから、二階から飛び降りるくらいならぜったい大丈夫だよ！」

　そ、そりゃ無茶じゃないか!?　今までまともに成功したことないだろ!?

「大河原くん、早く！　間に合わなかったらどうするの！」

　有無をいわせぬ視線に、俺は意を決した。明里部長の車椅子にしがみつく。

「判りました！」

「よーし、こういう時じゃなきゃ成功しないってもんよね！　バッチリ行くわよ！　姿勢制御はマニュアルで、重量配分調整！　行くよっ、ぶーすと、お―――――――ん!!」

　そして車椅子は、宙を舞った。一筋の流星のように、ガレージに向かって。




　ガレージのシャッターを、遙は手近にあったスパナで何度も叩いていた。

　絶対に伝わるはず。これなら、遙が合図を送っていることが本気以外に判る事もない。

　本気との約束も守りながら、最速でこの危機を伝えるためのアイデアだった。

「何をしているんだい？　遙さん。少しうるさいよ。それに昼休みも終わってしまうよ」

　無表情に作業を進めつつ、勇希は遙に視線を送る。

　メンテナンス槽の中にいるラブは、今まで遙が見た中で一番ロボットらしく見える。

　全身につながったケーブル、素肌に潜り込んだような金属のアーム。

　機械的な輝きが随所にちりばめられて、ラブの中をうごめいているのが判った。

「早く……早く。マジくん……」

　痺しびれる手にも構わず、遙は何度もシャッターを叩いた。

　一分、二分……本気は現れない。それでも判ってくれるはず。本気なら、絶対に。

　気持ちが折れそうになるのを抑えて、合図を送る。

　本気はいつだって、遙が本当に困った時に来てくれる人なのだから。

　そして今回も、彼女の期待が裏切られることはなかったのである。




「バ――――ッチリ―――――ッ！」

　激しい振動と共に、車椅子は見事にガレージのある庭に着地していた。両輪を滑らせるようにして衝撃を逃がした優秀過ぎる車椅子だが、さすがにすぐに動く事は出来ないようだった。

「行って、大河原くん！　すぐに追いかけるわ！」

「はい！　ありがとうございます！」

　俺は明里さんの無事だけを確認すると全速力で走った。

「遙っ！　どうした！」

　ガレージのドアをあけると、その中には、信じられない光景があった。

　大きなスパナを持って、泣きそうな顔でシャッターを叩いている遙。

　メンテナンス槽で、何か大きな改修を受けているラブ。

　そして、冷静な目でその様子を見守り、コンピュータを操作している勇希姉。
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　飛び込んできた俺を見て、遙は安心したようにスパナを取り落とす。

「よかった……来てくれた。マジくん、やっぱりマジくんは……」

　何を言おうとしたのか、その後は涙に流されて俺には判らなかった。遙は走ってくると、俺にしがみつく。

「ふむ。甘えん坊が直ったと思っていたのは、勘違いだったのかな」

　そう言ったのは、勇希姉だった。表情は、いつも通りまったく読めない。

「勇希姉！　ラブに何をしてるんだ！」

「ふむ。昨日と今日、収集したデータからこの人型ロボットが欠陥品だと判断出来た。父さんらしいいい加減さだ。今、私が普通のロボットに再調整し、我が愛する弟たちの役に立つように改修するところだ。興味があるなら、見学しておくといい」

「なっ、そんなこと頼んでない！」

「ほう、何か私のすることに意見があるのか。もとより本気がこのロボットの状態を正確に申告していれば、もっと早く私も手が打てた。むしろ自分のひとり暮らしが危うくなっていることを心配すべきだろう。遙さんも同様だがね」

　抱き合っている俺と遙に、勇希姉は刺すような視線を送ってくる。

「ラブは、俺たちがキチンと役に立つロボットにしてみせる。だからそのまま俺たちに返してくれ！　ラブは、勇希姉の言ってるようなロボットじゃないんだ！」

「ふん。遙さんと同じようなことを言う。ロボット工学者の家に生まれたとは思えないな」

　ため息をつくような仕草で、勇希姉は肩をすくめる。

「ダック・タイピングという言葉がある。アヒルのように見える動作をするアヒルのようなものがいたら、それはアヒルと変わらない、そういう命題だ。だが、アヒルのようなものはアヒルではない。それは単なる事実だ。ロボットは人間ではない。彼らは、道具なのだ」

　勇希姉には何の迷いもない。俺は言葉に詰まる。俺は、感傷に囚われているだけなのか？

　遙を守る為の一人暮らしを犠ぎ牲せいにしても、俺はラブを守れるのだろうか。遙自体が、ラブを……ロボットを嫌っているというのに……一瞬黙った俺を、遙はぐっ、と見つめた。

「ダメ！　ラブはきっとそうじゃないよ。だってラブは、人の気持ちが判るもの！　だって、ラブは……ラブは、私が傷ついたから……私を傷つけたから、自分が欠陥品だって言った。でも私はラブから身体は少しも傷つけられてないよ。ラブが私を傷つけたと思ったのは……私の心だもん！　私の心が判るのに、ラブに心がないわけない！　マジくん、そうでしょ！」

　必死で、遙は俺の服を摑つかむ。あれほど、ラブがいるから二人きりになれなくて、甘えられなくて不満そうだったのに。遙は、目に涙を浮かべて勇希を睨にらむ。

「私、ロボットは好きじゃない。だって、私の両親を奪ったから。ロボットばかり大事にする人も嫌い。私を捨てていってしまうから。私は、ロボットになりたかった。今も、ロボットになりたい。前よりずっと強くそう思う。だって、ラブの方が……人の痛みが判るじゃない！」

　そう叫んだ遙を、俺は片手でしっかりと支えた。

「勇希姉、俺もそう思う。俺は、ロボットばかりにかまけてバラバラになった家族が辛つらかった。遙と二人で、何とか支え合って今まで頑張って来たんだ。そして、今は、ラブも俺たちの家族になった。だから、俺たちにラブを返してくれ。絶対、勇希姉たちとの約束は破らないから」

「……ふむ。悲しいな。そういう風に思われていたとは。我が愛いとしい弟に」

　変わらぬ無表情で、勇希姉は俺たちとラブを交互に見る。

「話は聞いた。だが、たとえ私がその気になったとしてももう遅い。あと三分もすればこのロボットからは欠陥品の０システム部分が排除される。既に設定済みで中止は出来ない。ここの機材は旧式で、止めようとしても無理だろう。電源すらも一体型で外せないからな」

　淡々と作業を進める勇希姉は、噓はついていないと思える。そして、作業を中断するつもりはまったくないということも判った。

「ラブ！」

　呼びかけてみる。だけど、ラブはこちらを見ることも出来ない。

「ますたー、ごめんなさい。やくに、たたなくて」

　微かすかに聞こえるラブの声は、メンテナンス槽そうにつながったスピーカーからだ。

　もう、身体からだはまったく動いていなかった。

「ラブ、そっちから止められないのか！　最新型だろう！」

「はいです……すみません、むりみたいです」

　スピーカー越しの声も、次第に小さくなる。

「ますたー、らぶは……にんげんになりたかったです……はるかさんみたいに……なりたかったです……だって、らぶは……はるかさんとおなじで……ますたーが……だ……い……す……」

　音声は、そこで途切れた。ラブの全身を覆っていた幾き何か学がく的な光が一際強くなり、メンテナンス槽に組み込まれたマニピュレーターが深々とラブの皮ひ膚ふを貫通してその奥にあるであろう電子部品と連結していく。時間がない。そして、このままではラブは、ラブでなくなってしまう。方法は、ひとつしか思いつかなかった。

　俺は、工具を取りだした。そして、片端からメンテナンス槽を分解し始める。

「やめろ、本気！　高圧電流が流れているんだぞ。一歩間違えれば黒こげだ！」

　初めて慌あわてたように、勇希姉が叫んだ。俺は、手を止めない。

「遙さん、やめさせるんだ！　ほんの少しのミスで本気は……」

　叫ぶ姉と反対に、遙は俺の背中に手を置いた。

「大丈夫です。マジくんは、自分を傷つけたりしません。それは、あたしとの約束。ハルカちゃん３原則の２番目。そしてマジくんは、あたしを守ってくれるんです。それが第１番目。だから、ぜったいに大丈夫」

　失敗したら、確実に遙も感電してしまう。それが判っていて、遙は俺の背中に手を置いている。得意の機械いじりの中でも、今までで一番、緊迫する場面だった。

　しかも時間がない。外板を取り除き、強化ガラスのパネルを取り除く。

　生まれてから最高の速度で、手を動かしていた。

　あと少し。でも、時間がない。俺は、計器パネルの奥にあるメンテナンス槽に続く最も薄い配管に手をかけた。ここなら、俺の力でも破れるはず。溶液が流れ出れば、皮膚が硬化する。自動的に機械も緊急停止するのは間違いない。

「遙、どいて！　この機械、壊す！　危ないから！」

「いやっ！　あたし、ここにいるもん！」

「ダメだ！　３原則だぞ！　俺のいうことを聞くんだ！」

「やだっ！　あたし、マジくんと一緒にいる！　それが一番大事……あたしたちの大原則だよ！」

　でたよ。この場面で勝手なことを……俺は、微笑んでいる自分に驚いていた。

「じゃあ、どうあっても成功させないとな！」

「うん！」

　遙も真剣な顔で、それでも笑っていた。

　次の瞬間、俺はドライバーの柄でパネルを叩き割った。爆音が場を圧した。




　勇希は叫んでいた。

「も、本気――――っ！」

　響き渡るエマージェンシーの音。もうもうと吹き上がる水蒸気。

　連鎖でメンテナンス槽が何カ所も放電していく。勇希は必死ですべての電源を落とす。

　まさかこんな無茶をするとは思わなかった。勇希の胸にも後悔が押し寄せている。

　中和剤の投入、消火システムの起動。勇希の的確な操作で、システムは速やかに安定した。

　そしてその一連の反応が収まった時……そこには、本気が立っていた。

「本気！　遙さん！　無事だったか！」

　ラブを抱き、背後を遙に支えられるようにして本気は駆け寄ろうとした勇希を押しとどめる。

　その気迫に勇希は、思わず足を止めた。

「勇希姉、ラブは、このままにさせて貰うよ」

　本気は、初めてといってもいいくらい、勇希の事をまっすぐに見た。

「本気……だが……」

「俺は、ラブの心を……遙の気持ちを守りたい。勇希姉さんたちが俺を心配してくれているのは判る。だけど、俺は、親父おやじが放りだしたこのロボットを俺まで放り出したりしたくない。そして……遙も、俺は放り出したりしたくない。俺は、約束を守る男になりたいんだ」

「本気……」

「マジくん……」

　勇希はそんな本気の顔を初めて見た。それは……男の表情だった。

　遙は、そんな本気を守るように背後に立ち、意識のないラブを心配している。

　沈黙が場を支配した。真剣な目でにらみ合う実の姉弟……

　そして勇希にも、本気たちが知るかぎり初めての事が起こった。

　ぺたん、とその場に座り込んだ勇希は、思わず声をあげて泣き出したのだ。

「う、ううううう、うわあああああ～ん。本気、無事でよかったぁ～～」

　びっくりした顔を見合わせる遙と本気。

　どうやら、二人の判っていないことが、ここにもあるようだった。




　それから、しばらくして。

　駆けつけて来た明里や康夫、慎太郎の力を借りて、急場凌しのぎだがメンテナンス槽を修理した。

　泣き止んだ勇希姉が手伝ってくれなかったら、たぶん、そう簡単には復旧できなかったろう。

　ある程度完成したところで、俺たちはラブを再起動させるための準備を始めた。

　遙も、積極的に手伝ってくれている。それが妙に嬉しい。

「……よし、いいか。再起動するぞ」

　姉さんの号令で、電源に火が入る。美しい光の文様を描いて、ラブの身体に朱が差していく。

　その姿は、とても綺き麗れいで見とれてしまいそうだ。

「ラブ……大丈夫かな」

　みんなと一緒に見守っていた遙が、俺の腕に摑つかまるようにして呟つぶやいた。

「大丈夫さ。ラブは、頑丈なのが一番の取とり柄えなんだから」

　俺の言葉が聞こえたように、俺たちのロボットはうっすらと目をあけた。

「あれ……ラブは、どうしたのでしょうか……」

　状況が把は握あく出来ていない感じだが、どうやら、再起動は成功したようだ。

　みんなから歓声があがる。勇希姉すらも、ほっとしたようにため息をついた。

　まあ勇希姉のため息は、別の意味かもしれないけど。

　俺はみんなを代表して、ラブに話しかける。

「ラブ、気分はどうだ？　何か、して欲しいことがあるなら言ってみろ」

　俺の問いに、まだまどろんでいる感じのラブは……笑顔で答えた。

「はいです！　ラブは……お腹なかが空きました。ラブは、ドーナツが食べたいのです！　ドーナツは、最高なのです。ラブ、覚えました！」

　あまりの能天気な反応に……俺たちは一瞬沈黙し……そして大爆笑したのだった。

　こうして、我が家に本当の意味で、一台の人型ロボットが家族に加わった。

　そしてこれが、まだ誰も気付いていない新しい生活への最初の一歩になっていくのだった。














エピローグ









　もう夏真っ盛りと言いたげな蟬せみの声のシャワーと共に、待ちに待った夏休みがやってくる。

　終業式が終わって、俺たちは体育館を出て大きく伸びをした。

「あーあ、これでやっと夏休みだな」

「補習ギリギリだったくせに。休み明けの実力テストで同じ点だったら、放課後の補講を強制するって小こ松まつ崎ざき先生言ってたからね。油断してたら泣きをみても知らないわよ」

　ほっとしている俺に背後から冷たい声が。もちろん、遙はるかだ。

　優等生モードの冷たい視線に、周囲の男子生徒たちは怖がってるような羨うらやましがっているような微妙な視線を送ってくる。そこに、俺と遙に割って入る女子がいた。

「そーそー、あんたはそろそろ遙に迷惑かけないようにしなさいよね！　遙もこんな奴のことほっとけばいいのに。そんな時間があったらあたしと一緒に遊ぼうよ！　それから、新聞部に入ってネットの学校ＨＰを一緒に運営する？　遙、まだ部活、入ってないじゃない」

　立て板に水だ。宮みや武たけは、誰よりも夏休みを堪たん能のうするタイプだよな。彼女はいきなりサングラスとカメラを取りだして現在はペーパーレス化しているネット新聞の為だ、と言いながらみんなの写真を撮って嫌がられている。

「富とみ子こ、止めなさい。学校新聞と言っても治ち外がい法ほう権けんではないわ。許可を取りなさい」

「大丈夫！　人の顔にはモザイクいれるから！　もしくは目線とか！」

　なんだその犯罪者みたいな扱いは。遙がさっくりと彼女のカメラを没収する。

「富子。私とあなたは友達よね。じゃあ、友達としてあなたが周囲から嫌われ、糾きゆう弾だんされる可能性を黙って見過ごす訳にはいかないわ。このデータは消去しておくから、以後は許可を取ってから撮影しなさい。それから……私、今度部活に入ることになったから、それも併せて報告しておくわ。だから富子の部には入れないの。ごめんなさい」

「ああっ、富子って呼ばないで！　でもなんだか遙が優しい！　嬉しいけどなんだか物足りないかもっ。それで、いったいどの部に入るの!?　遙は成績も運動も学年最高なんだから、各部がエースとして迎えたいはず！　夏休み前最後のスクープを私にちょうだい！」

　目をキラキラさせる富子。どうでもいいけど、本名がイヤなら一体なんて呼んで欲しいんだか。遙は、一瞬俺の方を見て、大きなため息をついてみせた。

「……まあ、隠しても仕方ないから教えるわ。永なが野の会長たっての希望で……ロボロボ部に入ることにしたの。本もと気きくんと同じね。本当に、不ふ本ほん意いなんだけど」

「えええっ、犬けん猿えんの仲の幼なじみと同じ部だなんて……遙、かわいそう。本当に永野会長は何を考えてるのかしら！　絶対、弱みをスクープして失脚させて……」

「へえ、誰を失脚させるんですって？」

　微かなモーター音と共に、我らが明あか里りさんの声が聞こえた瞬間、宮武は真っ青になる。

「あっ、え、えっと、夏休み、何かあったらあたしも誘ってね！　じゃ！」

　話を切り上げて脱だつ兎とのごとく逃げ去っていく。

「あーあ、折せつ角かくだから今の発言をネタにして宮武さんにもロボロボ部に入って貰おうと思ったのに、残念だわ。ねぇ、遙ちゃん、大おお河が原わらくん」

「……会長、人が悪いですよ。私だって、好きこのんで入った訳じゃ……」

　遙は、ちょっとだけ恨めしそうに言った。

「いやいや、そんなに嫌がってなかったよな。ジョーシキ的に考えて」

「うん。マジが入るって決めたら、即決してたよね。理由は分からないけどね。あはは」

　明里さんの後ろに、従者のように従っている康やす夫おと慎しん太た郎ろうが薄笑いを浮かべている。

　そんな二人を、遙が視線で封じ込める。思わず、俺は吹き出した。

「本気くん、何がおかしいの？　私、本気くんのせいでロボロボ部に巻き込まれたんだからね！　私、ロボットに興味なんかないんだから。そこの所、忘れないでよね！」

　頰を染そめて、遙はツンモードを全開にする。俺は謝りつつも、笑いを堪えるのが大変だ。雨降って地固まるのことわざ通り、どうやらトラブルの結果はいい方に転がったようだった。




　ガレージで再起動を果たしたラブは、幸運な事にほとんど故障らしい故障をしていなかった。

　システムの基幹部品を取り外されそうになったにも拘かかわらず特に機能異常がなかったのは幸運にも程がある、というのは勇ゆ希き姉ねえの弁だ。

　とはいえ、メンテナンス槽の中で長時間修理と再生を行わなければ通常の状態に戻れないくらいにはダメージを受けていて、あれからメンテナンス槽から出られていない。

　そして俺は、立ち直った勇希姉にこれ以上ないくらいこってりと叱しかられた。

「私が強硬に過ぎた事は認めよう。ただし、私の行動は故障した自動車のエンジンを取り替えようとしたに過ぎず、それを止める為に走っている自動車の前に飛び出すような行為であったことは自覚すべきだ。ロボットの為に愛する弟の命が失われたら……その悲しみは遙さんが一番よく知っているはずだ。そして遙さんも危険に晒さらした事を本気は反省せねばならない」

　淡々とした表情に戻った勇希姉の言葉は胸に染しみた。

　絶対にラブの心――心に見えるだけのものだとしても――を消してはいけないとあの時は思ったけど、そのために自分はともかく、遙の命まで危険な目に遭わせたことは正しかったのか、冷静に戻った今は確信は持てなかった。ほんの少し、天てん秤びんが不運側に振れただけで俺も遙も、もしかしたらラブも危ない決断だったのだから。

「だが、危険を冒おかしても手に入れたいものがある、それは理解出来る。このロボットが命を懸かけるにたるものであると愛する弟が思うのならば、私は止めない」

　意外なことに、俺の逡しゆん巡じゆんに応こたえてくれたのも勇希姉だった。

「勇希姉……」

　ほっとした俺の気持ちを、勇希姉はいつも通りの断定的な口調で吹き飛ばす。

「私は保護者代理として、現時点でプロトⅡ……ラブをここに置くことを認めよう。修理しようとして本気たちの命を危険に晒さらしては本末転倒だ。決して納得した訳ではない。この先、そうだな、夏休みが終わるまでに、このロボットがせめて最低限の役に立つようになったならば、認めなくもない。私が一時間で出来る事に一ヶ月半。悪い条件ではあるまい」

　うわっ、命がけの結果も執しつ行こう猶ゆう予よでしかないのか。

　その発言に、俺ではなく遙が抗議した。

「ゆ、勇希さん、それじゃあ、あまりにも……」

「遙さん、私は本気と遙さんを心配しているのであって、父さんの作ったロボットについての意見を変えた訳ではない。頑がん丈じようさは確かに驚くべきものだが、君たちを危険に晒す可能性は否定出来ない。ロボット工学者として学習型システムを疑問視してるのも事実なんだ。それに」

　茫洋とした気持ちの読めない表情で、勇希姉は遙をじっと見つめた。

「この騒ぎの中で、遙さんにも少し不安が出て来た。私たちは遙さんが甘えん坊を卒業出来たと思っていたが、そうでもなかった場合、ご両親から託された大河原家の責任として間違いがあってはならないと考える。やはり二人は少なくとも高校の間はやはり我々の監視の下に……」

「ご、誤解です！　私は……わ、私だって友達が危ない目に遭あいそうだったら取り乱します！　勇希さんだって、本気が無事だって判った時には泣いてたじゃないですか！」

「ふむ。それを言われると辛いな。まあ、この件も保留にしておく。二人とも心がける事だ」

　勇希姉は、珍しく少し赤い顔をして話を打ち切った。

「良かったわね、大河原くん、遙ちゃん」

　一部始終を見守っていた明里さんが、俺たちを祝福してくれた。眠り姫のようにメンテナンス槽に浮かぶラブを優しい目で眺ながめ、そして勇希姉さんに微笑みかける。

「勇希さん、どうして学習型システムって研究されなくなったんですか？」

「……ふむ。それについては現時点では発言を控えさせて頂こう。研究者として不確実なことは言えない。自分の研究室に戻り次第、０ラブシステムのプロトⅠとプロトⅢについて調べないと……母さんも、遙さんのご両親も関わっていたはずだ……」

　消えるような小声で何かを呟くと、勇希姉さんは俺たちにラブの修理に必要な指示が書かれたマニュアルと、新しいメンテナンス槽を期限付きで貸し出してくれると約束して去っていった。別れ際、勇希姉さんはこういった。

「ふむ。我が愛する弟よ。キミの台詞せりふ、胸に響いた。私も、色々考えてみよう」

　家族がバラバラだと叫んだ俺の気持ちは、欠片かけらだけでも勇希姉に届いたのかもしれない。

　そういって俺たちに背を向けた勇希姉は、なんだか笑っているようにも見えたのだった。




　終業式後のＨＲからまっすぐガレージを目指した俺を、既に到着してるロボロボ部の面々が迎えてくれた。というか、ここは俺の家なんだけど……。少しだけ遅れて、別々に教室を出た遙がガレージに到着した。

「よし、これでロボロボ部はバッチリ全員揃ったわね」

　明里部長のご機嫌な発言に、俺と遙は苦笑いを浮かべた。

「俺はいいとして、遙も入るとは思わなかったな」

「なにいってるの。明里さんと本気くんだけにしてたら、何をしでかすか気が気じゃないわ。放置して駆けつけるより、いつも監視してた方がマシってだけよ」

　優等生モードを持続させつつ、遙はぷい、と横を向く。

　ラブを助けるために協力して貰ったことと、俺自身がラブを完成させる為にみんなの力が必要だと思った俺がロボロボ部に入ると決めた時、遙は即、自分も入ると決断したのだ。

「なあ、俺、最近気づいたんだけどさ。あれだよな、つまり、ほら、判るだろ、康夫」

「ん？　慎太郎、何がいいたいの？」

　妙に訳知りめいた顔で、慎太郎が康夫に耳打ちする。

「あれだ。ジョーシキ的に考えて、ツンデレってヤツだよな。委員長は」

「ああ、そういうこと。まあ、そうかも。でも、本当のツンデレっていうのは、きっとマジのお姉さんみたいな人を言うんだよ。あの人……彼氏、いるのかなぁ……」

　慎太郎、聞こえてるぞ。だけど実は遙はデレの方が先だからツンデレじゃないと思うけどな。ま、勇希姉が監視してる限り、康夫たちは遙のツン部分しか見られないんだから判らないのは当然なんだけどさ。それはともかく……康夫、お前のその夢見るような顔はなんだ？

「さあ、大河原くん。バッチリ起こしてあげてよ。うちの部のお姫様をさ！」

「はい。じゃあ……」

　俺は、メンテナンス槽を操作してスリープモードにしていたラブに電流を通していく。

　康夫がサブオペレーターとしてシステムをチェックしてくれる。

　事故直後に一度起動させて以来、これが最初の目覚めだ。

「最終確認終了オールグリーン。通電開始！　ラブ、起きろ！」

　古びたメンテナンス槽が唸うなり、幾百のランプが明めい滅めつを繰り返す。ラブのヘッドパーツから呼こ応おうするような輝きが発せられ、ラブの皮膚に美しい光の線が躍った。

「……おい、起きないぞ？　俺の妹、ロボ子は大丈夫なのか!?」

　不安そうに慎太郎が言う。おい、いつからお前の妹になったんだ。

「おかしいな、全部、機能的には完璧なのに……」

「大河原くん、やっぱ、眠り姫を起こすにはキスが足りないんじゃない？」

　面白そうに部長が笑うのを、聞きとがめたのは遙だった。

「ち、ちょっ、何言ってるんですか！　不純異性交遊は校則で禁止されています！」

　そして、遙はラブの水槽に手を当てる。心配そうに覗き込むと、何かを囁ささやいた。

　瞬間、ラブの瞼まぶたがぴくり、と動く。

「……やっぱり」

　遙は、苦笑いしてため息をつくと水槽から一歩下がった。そして腰に手を当てる。

「さあ起きて、ラブ！　これ以上マジくんを心配させるつもり！」

　お、おい、みんないるんだからマジって呼んじゃ……

　でも誰もそれを気にしていなかった。満面の笑顔と共に、美しい眠り姫が立ち上がったから。

「はいです！　マスター、遙さん、皆さん、おはようございます！　ラブは、元気ですよ！」

　その表情は、とても明るくてみんなも釣つられて笑ってしまう。

「もう……バカ。心配させて……」

　遙が、目元に浮かぶ涙を拭ぬぐったのを、俺は見逃さなかった。きっとラブも気づいているだろう。そしてそれが、うれし涙だって事も、ラブには判るに違いない。

「ラブ、ほら。これ」

　俺たちは、用意したものを渡す。起きたら一番に渡してやろうと思っていたのだ。

「わあっ、ドーナツです！　ありがとうございます！　ラブは、どーなつが大好きです！」

　嬉しそうな人型ロボットと一緒に、そのまま俺たちはドーナツパーティになだれ込む。

　これが俺たちの夏休み開始のお祝いだった。

　ラブは部長の手で名誉部員に任命され、ロボロボ部は五人＋一体が所属する部になった。

　勇希姉に課された一ヶ月半の課題にこれからみんなで挑戦していくことになるのだろう。

　だけど今は、全員がもう一度揃そろった事を喜ぶのに忙しくて、そんなこと誰も気にしていないのだった。




　みんなが帰って、俺と遙、ラブは三人だけになった。

　ラブはいつもの服を着て、夕食を作る俺を手伝っている。野菜を刻きざませるぐらいならもうかなり役に立つようになっていた。

　ところが、今回は様子が変わっていた。

「あたしもマジくんを手伝うよ。ラブよりあたしの方が上う手まいと思うな」

　なんと、遙がラブに対抗するように俺の反対側に立ったのだ。

「お、おい。ダメだろ。遙の世話をするのは俺の役目だ。ハルカちゃん３原則だろ？」

「そうだけど、別にお世話するってご飯を作ることだけじゃないよね」

　澄すました顔で、遙は俺を見つめる。

「あのね、あたし、マジくんに大事に思って欲しいからロボットになりたかったの。お父さんもお母さんも、小お父じさんも小お母ばさんも、勇希さんですら……ロボットが一番好きな人だったから。そしてね、今も、そう思っているよ」

「……ああ、なんとなく判ってたよ」

　家族として一つ屋根の下にいても、何の約束もない関係だったからこそ、決めた約束にしがみついた俺たちの気持ちは、今も判っている。

「あたしね、これからもハルカちゃん３原則を守るよ。マジくんの言うことを聞く。だけどね、ラブを見てたら……３原則ってそんなに簡単じゃないんだな、って思って」

　そう言われて、ラブは不思議そうに遙を見た。

「はいです？　ラブは、ずっと遙さんのマネをしていたんです。ラブが教わったことはあっても、遙さんに教えたことはないと思いますです」

「いいの。ラブから教わったんだもん。ラブは、３原則に従ってあたしを守ろうとしてくれたもん。あたしの身体じゃなくて……心を。だから、あたし……」

　遙は、そこで言葉を切った。最後までその言葉を聞きたいと思う。でも遙はそれ以上何も言わなかった。ちょっとモヤモヤする気持ちもあったけど、俺もそれ以上は何も聞かなかった。

「ラブ、遙さんのお話が判りません……やっぱり、人間は難しいです」

　困った顔になったラブは……思い直したように頷くと、花開くような笑顔になる。

「でも、ラブも遙さんから教わりました。ラブは、遙さんみたいな人間になりたいです。だって、ラブは、マスターが大好きですから！　人間になって、遙さんみたいにマスターと仲良くしたいです！　マスター、いつかラブを人間にしてくださいね！」

「ち、ちょっ、ラブ！　何をいいだすのよ！　マジくんは、遙の大事な……だ、大事な家族なんだからね！　あたし、ラブに負けないよ！　マジくんのロ大ボ切ッなト人はあたしだけだもん！」

　有り難い告白だが、両方から俺を引っ張るのは止めて欲しい。大おお岡おか裁さばきなら、先に手を離した方が実の親だと認められそうな手加減のない引っ張り方でぶっちゃけ、痛い。

「ラブは、遙さんも好きです！　マスターの次にですけど！」

「も、も―――っ、何言ってるのよラブ！　やっぱりロボット、嫌いかも――っ！」

　二人が仲良くなったのはいいけど、これは妹が二人で兄を取り合っている感じか……？

　ため息をついた俺は、気になっていた事を遙に訊ねることにした。

「そういえば遙は、起きなかったラブに何を言ったんだ？　聞こえなかったけど……」

「ふふっ、秘密。いい、ラブ。あの言葉は秘密だよ。これ、最優先指示だから」

「はいです。了解しました。ラブは、マスターに訊かれても絶対に言いません」

　二人は、息を合わせて笑顔になる。おいおい、それはロボット的にいいのか？

「な、なんだよ、気になるなあ」

「もー、マジくん、ダメだよ。それってハルカちゃん３原則に反するよ？」

「そうです。ロボット３原則に反してます！」

　そういいながらも、二人はニコニコ笑っている。俺は、人間と変わらないラブの体温と、ずっと一緒にいた遙の体温を同時に感じながら、なんだか妹が二人に増えたような、そんな妙にくすぐったいような、温かいような、そんな気持ちになっていたのだった。
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　本気には言わない、遙の言葉。それは本当は秘密でも何でもない、当たり前のこと。

　ラブは「自分が戻ったら遙を傷つけるのではないか」と、目を覚ますのをためらっていた。

　遙はそれに気づいて、こう囁いたのだ。

「大切な人がいなくなったら、それが一番つらいんだよ、ラブ。一緒にいる、それが大原則」

　難しいこと、辛いこと、上手くいかないことがあっても、まずは一緒に居ないと。

　遙は、ラブのお蔭で気づいた大切なことを伝えたのだ。ラブは、それに応えた。

　そしてそれは、二人が大好きな男の子がしてくれたことだ。まるで普通のことみたいに。

　少女とロボットは、ひとりの少年に恋をした。物語は、ここから始まるのだ――
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　あれは一月くらいのことだったと思います。

『迷い猫オーバーラン！』の完結巻を書き上げたものの、『パパのいうことを聞きなさい！』がアニメ真っ最中で戦争みたいに忙しかった時期です。

　人間、忙しすぎると現げん実じつ逃とう避ひを始めたりするものです。ですよね？

　しかし、ゲームにせよ映画にせよ、果ては読書に至るまで時間的に厳しくなっていく状況があり、毎月のようにホテルにカンヅメになって外界と隔絶する日々の中、ＰＣと着替え以外は身近にないという環境では、気分転換の方法も無いわけです。

　余談ですが、こういう時に一番危険なのはネットです。〆切を守るためにはネット回線を切り、携帯電話の電源を落とすのが非常に重要な手順です。なのでネットも最低限しか出来ない。

　そこで始めたのが、自分で別のお話を作るというＰＣ一台あれば出来る気分転換だったのです……そしてそれが結果としてこの小説になりました。

　嬉しい誤算というべきか、自分のワーカーホリックを笑うべきか悩むところですが、ひとまず、読者に届くことになったことは素直に嬉しいです。楽しんで頂ければいいのですが。




　皆様、初めまして。もしくはお久しぶりです。最近、肩こり腰痛がひどい松まつ智とも洋ひろです。

　幸運にも新しいシリーズを始める機会を頂きました。これも読者の皆様の応援のお蔭です。本当にありがとうございます。一巻というのは本当に緊張しますね。

　僕としては初めて、未来、ロボットといった単語が登場するお話なので、どういう風に読んで頂けるかドキドキしています。なんというか、今までの読者の方にも違和感なく読んで貰えて、今までのシリーズが肌に合わなかった人にも楽しんで貰えるような物語を目指して頑張ったつもりです。感想等、編集部に送って頂ければとても嬉しいです。

　また、急きゆう遽きよ出版が決まった事もあり、今回イラストをお願いしているななろば華はな先生にはとてもお世話になりました。とても可愛いイラストを頂いて勇気百倍状態です。これからもたくさん可愛い女の子たちが出てくる展開になる予定ですので、二人三脚で頑張りたいと思います。

『パパのいうことを聞きなさい！』もまだまだ続く予定ですが、『オトメ３原則！』もバリバリ書いていきたいと思っておりますので、応援して頂ければ嬉しいです。




　最後になりましたが、この本は多くの方のご助力で出版することが出来ました。すべての方に感謝を。そして誰よりも、この本を読んでくださった貴方に、最高の感謝を捧げます。

　次巻も読んで頂けたなら、これに勝る幸せはありません。


松智洋　拝　　　　
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